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建設省松江国道工事事務所においては、安来地区の一般国道 9号の交通混雑を緩和

。   して、円滑な交通を確保し地域社会の発展に資するため、一般国道 9号のバイパスと

して安来道路の建設を進めています。

・    道路整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ関係機関と協議しなが

ら進めていますが、避けることのできない埋蔵文化財については、道路事業者の負担

によって必要な調査を実施し、記録保存を行っています。

当安来道路においても、道路予定地内にある文化財について島根県教育委員会と協

議し、同委員会のご協力のもとに平成元年度から発掘調査を行つています。

本報告書は、平成 3・ 4年度に実施した遺跡調査の結果をとりまとめたものであり

ます。本書が郷上の埋蔵文化財に関する貴重な資料として、学術ならびに教育のため

広く活用されることを期待すると共に、道路事業が埋蔵文化財の保護にも十分留意し

つつ進められていることへのご理解を頂きたいと思うものであります。

最後に、今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご指導ご協力いただいた島根県

教育委員会並びに関係各位に対し深甚なる謝意を表すものであります。

平成 6年 3月

建設省中国地方建設局松江国道工事事務所

中            所 長 神 長 耕 二
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島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局の委託を受けて、平成元年度から一

般国道 9号 (安来道路)建設予定地内遺跡の発掘調査を行っております。この報告書

は平成 3年度に実施した臼コクリ遺跡と、平成 4年度に実施しました大原遺跡の調査

結果をとりまとめたものであります。

安来道路の建設が進められています安来平野一帯は、古代から文化が栄えた地域で

あり、多くの遺跡が確認されております。今回調査を実施しました臼コクリ遺跡から

は、弥生時代～奈良時代の集落跡、古墳時代の横穴墓群等が多数発見されました。横

穴墓からは、大刀をはじめたくさんの遺物が出上し、また、石棺を内蔵するものも見

つかるなど貴重な資料になることと思われます。大原遺跡からは、古代玉作にかかる

集落跡を検出し、玉作関連の多くの遺物が発見されました。これまでに、出雲地方で

は史跡出雲玉作跡をはじめ、多くの玉作遺跡が知られておりますが、調査が行われた

ものは少なく、大原遺跡の調査によって古代の玉生産の一端をうかがい知ることがで

きました。

本報告書が多少なりとも安来平野周辺の歴史を解明する契機となり、また広く一般

の方々の埋蔵文化財に対する理解と関心を高めるうえで役立てば幸いと存じます。

本書を刊行するにあたり、調査にご協力をいただきました建設省中国地方建設局松

江国道工事事務所をはじめ関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成 6年 3月

島根県教育委員会

教育長 今 岡 義 治
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1.本書は建設省中国地方建設局の委託を受けて、島根県教育委員会が平成 3年度に実施した、一

般国道 9号 (安来道路)建設予定地内臼ヨクリ遺跡と平成 4年度に実施した大原遺跡の発掘調査

報告書である。

2.調査組織は次の通りである。

調 査 主 体 島根県教育委員会

事 務 局 平成 3年度 [1991]

目次理雄 (文化課長)、 藤原義光 (同課長補佐)、 勝部 昭 (同課長補佐)、 高橋

研 (同文化係長)、 伊藤 宏 (同文化係主事)、 力日田恵康 (島根県教育文化財団嘱

託)

調 査 員 卜部吉博 (文化課埋蔵文化財第二係長)、 今岡一三 (同主事)、 大庭俊次 (同主事)、

寺尾 令 (同教諭兼文化財保護主事)、 倉敷 実 (同教諭兼主事)、 井上正志 (同教

諭兼主事 )、 土谷 徹 (同教諭兼主事)

事 務 局 平成 4年度 [1992]

目次理雄 (文化課長)、 山根成二 (同課長補佐)、 高橋 研 (同主幹<文化係長 >)、

伊藤 宏 (同文化係主事)

勝部 昭 (埋蔵文化財調査センター長)、 久家儀夫 (同課長補佐)、 工藤直樹 (同

企画調整係主事)、 田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 卜部吉博 (文化課主幹<調査第二係長 >)、 今岡一三 (同主事)、 寺尾 令 (同教諭

兼文化財保護主事)、 斉藤 勉 (同教諭兼主事)、 土谷 徹 (同教諭兼主事)

事 務 局 平成 5年度 [1993]

広沢卓嗣 (文化課長)、 山根成二 (同課長補佐)、 中島 哲 (同文化係長)、 伊藤

宏 (同文化係主事)

勝部 昭 (埋蔵文化財調査センター長)、 久家儀夫 (同課長補佐 )、 工藤直樹 (同

企画調整係主事)、 田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託)

調 査 員 卜部吉博 (文化課主幹<調査第二係長 >)、 今岡一三 (同主事)、 寺尾 令 (同教諭

兼文化財保護主事)

調査指導者 山本 清 (島根県文化財保護審議会委員)、池田満雄 (島根県文化財保護審議会委員)、

田中義昭 (島根大学法文学部教授)、 渡辺貞幸 (島根大学法文学部教授)、 井上貴央

(鳥取大学区学部教授)、 三浦 清 (島根大学教育学部教授)、 勝部 衛 (玉湯町教



育委員会)、 須藤 隆 (東北大学文学部教授)、 穴沢味光、村上 隆 (奈良国立文化

財研究所主任研究官)、 佐藤 豊 (和鋼博物館副館長)

遺 物 整 理 野中洋子、長谷川弘子、桑谷美代恵、多久和文子、門脇卓子、来海順子、佐々木孝

子、加藤往子、陶山佳代、高橋啓子、増田弘子、大島律江、佐伯明子、野坂栄子、

牛尾リヨ子、淀江正子、家島千歳、柏谷恵以子

3.挿図中の方位は、国土調査法による第Ш座標系の軸方位である。

4.本書に掲載した「遺跡位置図」は、建設省国土地理院発行の地形図を使用した。

5。 本書で使用した遺構記号は次の通りである。

SI…竪穴住居跡 SB…掘立柱建物跡 SX…土墳墓 SD…濤状遺構 SK…土墳

6。 本書の挿図では、基本的に縮尺を遺構1/60、 遺物出土状況1/30に、また遺物では須恵器1/3、 弥

生土器・土師器1/4、 鉄製品1/2に統一して載せた。

7.本書の執筆・編集は、今岡と寺尾が協議してこれを行った。

8.本遺跡出上遺物及び実測図、写真は島根県教育委員会で保管している。
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位  置 環 境

臼コクリ遺跡・大原遺跡は、島根県安来市佐久保町に所在する。安来市は島根県の東端部に位置

し、北に中海を望み、市の中央には飯梨、吉田、伯太の三河川によって形成された安来平野が広がっ

ている。安来平野は東西約13血、南北約13Fd4の広がりをもち、出雲平野につぐ穀倉地帯である。両

遺跡は、伯太川の堆積作用で形成された低地と東部の丘陵地が接する安来市街地の南側に位置して

おり、「出雲国風上記」で言う意宇郡安来郷・楯縫郷あたりに位置し、近くの十神山が「砥神島」と

記載されていることからも、当時は、中海が近くに迫っていたものと考えられる。

さて、両遺跡の所在する安来平野周辺は、県内でも有数の遺跡分布密度の高い地域である。しか

し縄文時代以前の遺跡は、ほとんど発見されていない。それは諸河川の侵食作用によって下流に多

量の土砂を流し、当時の遺跡が地下に埋められたためと考えられる。

現在知られている弥生時代の遺跡は50カ所ほどで、丘陵や台地上で多く発見されている。時期的

には、弥生時代後期のものが多い。安来平野では確実な前期の遺跡はまだ見つかっておらず、おそ

らく現在の水田の地下深くに眠つているものと考えられる。弥生時代の集落遺跡としては、八脇谷

遺跡・潜戸山遺跡・十善遺跡も同様に、弥生時代中期～後期の土器を伴う竪穴住居が検出されてい

る。埋葬遺跡としては、九重町の丘陵上で発見された九重土墳墓群が知られている。ここで出土し

た土器群は「九重式土器」と呼ばれ、山陰の弥生土器編年において後期の標式とされている。また

終末期には、飯梨川以西の西赤江町の仲仙寺墳墓群や安養寺墳墓群で、四隅突出型墳丘墓と呼ばれ

る地域色の濃い墳丘墓が造られた。

古墳時代には安来平野周辺では多くの古墳が造られ、飯梨川以西の荒島町の丘陵上に造山古墳や

大成古墳など、竪穴式石室を内蔵する前期の大型方墳が連続的に築かれている。中期には前方後円

墳が築造されるようになり、飯梨川以東の伯太川・吉田川流域には全長25m以上の前方後円墳が 7

基確認されている。特に、中海を望み、伯太川河口に位置する毘売塚古墳は、舟形石棺を持つ全長

43mの前方後円墳としてよく知られている。後期には横穴墓が多く造られ、特に安来平野の場合は、

特筆すべき副葬品を伴うものが多いことに特徴がある。大原遺跡に隣接する宮内遺跡では、 2基の

横穴墓が検出されたが、そのうち 1基は、上ヒ較的狭長な羨道と、ドーム形の玄室を持ち、組み合わ

せ式家形石棺を埋葬施設に持つもので、鞍金具、壷鐙などの馬具、大刀、鉄鏃などの武器が副葬さ

れており、注目される。さらに臼コクリ遺跡から北東約 1臨に位置する高広遺跡では丘陵斜面に合

計13基の横穴墓が検出され、このうち 1基の組み合わせ式家形石棺の中から金銅装の双竜環頭や馬

具などが発見されている。ほかにも、臼コクリ遺跡の南東約 71a4に位置する鷺ノ湯温泉近 くの鷺ノ

湯病院跡横穴からは環頭大刀や耳飾り、金銅装の冠立飾りなどきわめてすぐれた副葬品を出土して

-1-



いる。横穴墓のほ―かには、飯梨川以西の岩舟古墳、塩津神社古墳、若塚古墳など、出雲地方の後期

古墳ど特徴づける石棺式石室が造られている。

奈良時代の遺跡としては、本遺跡の南約 3 hdの丘陵縁辺に舎人郷正倉跡推定地や出雲地方最古の

仏教寺院とされる教具寺などの存在が知られている。

生産遺跡としては、今回報告する大原遺跡のほか、南東約 4 kmの谷奥部に出雲地方最古の須恵器

窯のひとつに数えられる高畑舌窯跡群 (操業開始時期は5世紀と推定)が存在する。
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第 1図 臼コクリ、大原遺跡周辺の遺跡



番号 遺  跡  名 所  在  地 種  別 概 要

臼コクリ遺跡 佐久保町臼コクリ 住居跡、横穴 竪穴住居跡 6棟、横穴墓15基他

2 大原遺跡 佐久保町大原 玉作跡 勾玉、管玉未製品、碧玉

富内遺跡 宮内町屋並 住居跡、横穴 竪穴住居跡 7棟、横穴墓 2基他

4 岩屋口遺跡 佐久保町カワラケ免 住居跡、横穴 横穴墓12基他

5 越峠遺跡 黒井田町高垣 住居跡 竪穴住居跡6棟、掘立柱建物跡12棟他

6 才ノ神遺跡 黒井田町越峠 住居跡 掘立柱建物跡 4棟他

7 島田南遺跡 島田町雨谷 住居跡 掘立柱建物跡 6棟他

8 高広遺跡 黒井田町 横穴他 横穴墓13基、環頭大刀、馬具

9 昆売塚古墳 黒井田町浜垣 古墳 前方後円墳、舟形石棺

高畑須恵器窯跡群 門生町高畑 窯跡 窯跡 3基以上、工房跡 4基

九重遺跡 九重町地獄谷 土墳墓他 弥生土器

小谷遺跡 東切川町小谷 土壊墓 傍製内行花文鏡、刀子、土師器

教長寺跡 野方町真崎 寺廃跡 心礎、瓦、泥仏

14 鍵尾遺跡 沢町鍵尾谷 土墳墓他 土師器

潜戸山遺跡 沢町潜戸山 住居跡 竪穴住居跡、弥生土器

16 能義神社奥の院古墳群 能義町能義 古墳群 円墳

17 矢田横穴群 矢田町須賀谷 横穴群 横穴墓10基、家形石棺

18 椿谷古墳群 矢田町椿谷・宮谷 古墳群 前方後円墳 5基、横穴墓10基以上

19 鷺の湯病院跡横穴群 植田町植田 横穴群 横穴墓8基以上、組合式石棺、環頭大刀

かわらけ谷横穴群 植田町林原 横穴群 横穴墓13基、環頭大刀、金環

岩舟古墳 岩舟町岩屋 古墳 石棺式石室

安養寺墳墓群 西赤江町 墳墓群 円墳、四隅突出型墳丘墓

宮山墳墓群 西赤江町宮山 墳墓、住居跡 方墳、四隅突出型墳丘墓、円墳他

仲仙寺墳墓群 西赤江町 墳墓群 円墳、方墳、四隅突出型墳丘墓

仏山古墳 荒島町仏山 古墳 箱式石棺、環頭大刀

塩津神社古墳 久白町 古墳 石棺式石室

若塚古墳 久白町 古墳 方墳、石棺式石室

28 大成古墳 荒島町大成 古墳 案套誤癸姿辞
石室、二神三獣鏡、

29 造山古墳群 荒島町造山 古墳群 方墳、前方後円墳、竪穴式石室、鏡他

第 1表 周辺の遺跡一覧表
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H 調 査 に至 る経 緯

昭和47年 5月 26日付けで建設省松江国道工事事務所から県教育委員会あて国道 9号のバイパス建

設の基本設計資料作成のため、安来市吉佐町から松江市乃白町に至る30.3km区 間における埋蔵文化

財の有無について照会があった。これを受けて、県教育委員会では昭和47年 と昭和48年に分布調査

を実施した。この結果をふまえてルート案が作成され、昭和50年度と昭和51年度に一部の発掘調査

を実施した。昭和61年度になると安来市島田町から同市赤江町に至る延長6.9血区間が「安来バイパ

ス」として事業化されたが、昭和63年度には高規格幹線道路 (自動車専用道路)に計画変更され延

長18.71d4の 「安来道路」として実施されることとなった。この計画変更に伴い予定ルートも変更に

なったため、昭和62年度と昭和63年度に再度分布調査を実施し、 1-2・ 2-1工区の延長6.91g4区

間の発掘調査を平成元年度から開始し、インターチェンジ予定地の一部を除き平成 4年度で現地調

査がほぼ終了した。

臼コクリ遺跡は平成 3年度、大原遺跡は平成 4年度に発掘調査を実施した。

調 査 の 経 過

臼コクリ遺跡は、調査区をA～ E区の 5カ所設定して、平成 3年 4月 26日 にA区から調査を開始

した。A区では土墳状遺構 4基 とピット数穴を検出した。引き続きB区は5月 17日から調査を実施

し、土墳状遺構 2基、加工段 1を検出した。C区はB区 とほぼ同時並行で調査を開始したが、遺構・

遺物等は認められなかった。D区は5月 21日 から古墳の地形測量を行い、同23日 から調査を開始し

た。古墳 1基 と掘立柱建物跡 1棟を検出し、写真撮影、遺構実測の後、 7月 2日 に調査を終了した

が、その後、古墳の下方斜面に遺構が存在しているのが判明し、■月26日 から再び調査を開始した。

その結果、掘立柱建物跡 4棟、加工段 1棟を検出した。写真撮影、遺構実測を行い、12月 20日 に調

査を終了した。E区は7月 8日 から調査を実施した。事前の範囲確認調査で、古墳状の高まり2カ

所と横穴墓・土墳墓及び集落跡が確認されており、遺構が密集している地点であった。調査の結果、

丘陵尾根上から竪貞住居跡 6棟、掘立柱建物跡 5棟、土器棺墓 4基、土墳墓群を検出した。また、

丘陵斜面からは横穴墓16基を確認した。また、古墳状の高まりは、主体部や周濤等は認められず、

横穴墓の後背墳丘であることが判明した。これらの写真撮影、遺構実測を行った後、12月 20日 に現

地調査を終了した。

大原遺跡は、丘陵部と水田部が調査対象範囲で、平成 4年 6月 15日から調査を開始した。まず、

水田部から調査を行い、須恵器、土師器などの土器類をはじめ、勾玉・管玉の未製品、碧玉・馬璃
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の剣片等が多量に出上したが、遺構は認められなかった。 8月 7日 に写真撮影等を行い、終了後、

丘陵部の調査にとりかかつた。丘陵部からは玉作工房跡 2棟、竪穴住居跡 3棟、掘立柱建物跡15棟、

横穴墓 2基を検出し、丘陵から水田に移る途中の平坦面で遺物包含層を確認した。この遺物包含層

からは水田部以上に多量の遺物が出上した。写真撮影、実測を行つた後、12月 18日 に現地調査を終

了した。



IV 臼 コ ク リ 遺 跡

1 調査の概要

臼ヨクリ遺跡は、東西方向に延びる2本の丘陵部に位置し、ここに調査区を5箇所設定して調査

を行つた。調査区の設定は、安来道路のインター部に当たる北側丘陵部にA～ C区を設定し、本線

部分に当たる、南側丘陵のほぼ全域をD・ E区 とした。

A区からは土墳状遺権 4基とピットを検出したが、時期の判明するのは、土墳 1基だけであった。

B区からは土墳状遺構ゼ基と力Π工段 1を検出したが、時期等については不明であつた。C区につい

ては、古墳状の高まりが存在したため、調査を開始したが、遺構等は検出できなかった。D区から

は、調査区最高所の丘陵尾根上で古墳 1基、掘立柱建物跡 6棟を検出している。古墳は径約10mの

小型の円墳で、墳丘の半分近くが削平されていたため、幅約1.Omの周濤を検出しただけである。こ

の周濤内から須恵器 2個 と円筒埴輪の破片が出土している。また、後世、この古墳を含めた尾根上

平坦面に建物が建てられていたようであり、掘立柱建物跡 1棟を検出した。このほかの建物跡は、

古墳の位置する尾根頂上部から約20m下方の南側斜面に位置し、大半が流出していた。土器は少量

で時期については明確にできなかったが、古墳時代後期～奈良時代頃の建物跡と考えられる。また、

土器の他に鉄滓が多数出土したが、銀等の遺構は検出できなかった。E区は南側丘陵のほぼ全域に

当たり、尾根上から弥生時代後期後半～古墳時代初頭頃の竪穴住居跡 6棟、掘立柱建物跡 5棟、墳

丘墓 2基、土墳墓 8基、古墳時代前期～中期にかけての土器棺墓 4基を検出した。また、斜面から

は古墳時代後期の横穴墓を検出しており、北側斜面から10基、南側斜面から6基の計16基を検出し

た。横穴墓については、北側斜面で検出したものをN-1～ N-10号横穴墓、南側斜面で検出した

ものをS-1～ S-6号横穴墓と呼称した。このうち主要なものとしては、北側のN-1～ N-3

号横穴の玄室内には須恵器屍床が作られていた。また、N-2号 の前庭部には 4基の墓装が掘り込

まれており、注意をひいた。N-7号 の前庭部には石棺の蓋石が置かれており、玄室内に石棺が存

在するものと思われたが、調査の結果、石棺は壊されて運び出されたようで、玄室内には存在しな

かつた。南側斜面ではS-2・ 3号から横回の組み合わせ式家形石棺 3基を検出した。また、 S―

2号の石棺横から単竜環頭大刀の柄頭が出土している。

2 各調査区の概要

【A区】

北側丘陵部の先端尾根上がA区である(第 3図 )。 尾根上平坦面の標高は、27～28mを測り、調査

対象面積は約720m2で あつた。検出遺構は、土墳 4基 と少数のピットだけである。



SK-01(第 4図 )

調査区中央、やや東寄りで検出した。上縁径3.lm、 深さ40cmを測り、平面形は不整形な円形を呈

している。壁面は、やや傾斜して掘り込まれていた。南側底面には、もう1段浅い落ち込みが認め

られたが、性格は不明である。内部からは、弥生時代後期後半の土器小片が少量出土したが、図化

はできなかった。

SK-02(第 4図 )

調査区中央で検出した。上縁径1.8m、 深さ38cmを測り、平面形は円形を呈している。壁面は、傾

斜して掘り込まれていた。埋土は明黄褐色砂質± 1層で、遺物は何も出土していない。

SK-03(第 4図 )

調査区中央、SK-02の 2m北に位置する。長軸1,7m、 短軸1.2m、 深さ60cmを測り、平面形は

楕円形を呈している。壁面は、垂直気味に掘り込まれていた。埋土は黄褐色砂質± 1層で、遺物は

何も出土していない。

SK-04(第 4図 )

調査区西端の中央部に位置する。長軸2.lm、 短軸1.7m、 深さ1.lmを測り、平面形は不整な楕円

形を呈している。壁面は、若千えぐるように掘り込まれていた。埋土は 5層 に分かれるが、遺物は

何も出上していない。

これらの他にピット10個を検出したが、建物跡を復元するまでには至らなかった。また、土墳の

時期についても、 SK-01以外は遺物が出土していないため不明であり、性格についても、判断で

きなかった。

【B区】

A区の東約100mの丘陵尾根上がB区である。尾根上平坦面の標高は約37mを測り、検出遺構は、

土墳 2、 カロ正段 1である (第 5図 )。

SK-01(第 6図 )

調査区尾根上の東寄りで検出した。長軸3.3m、 短軸0.8～ 1.6m、 深さ40cmを測り、平面形は不整

な楕円形を呈している。埋土は 2層 に分かれるが、遺物は何も出上していない。

SK-02(第 6図 )

調査区東端の尾根上で検出した。長軸3.2m、 短軸2.2m、 深さ60cmを測り、平面形は不整形な楕

円状を呈している。埋土は 3層 に分かれるが、遺物は何も出上していない。西側の一部はピットと

切り合っていたが、このほかにピットは確認できなかった。

-8-
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1 表土
2.明褐色砂質土
3.褐色砂質土
4 黄褐色砂質土
5,淡黄掲色砂質土
6 攪乱土
7 明茶色砂質土
8 淡褐色砂質土
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第 3図  A区遣構配置図
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SK-03

A

1.明黄褐色砂質土
2.黄褐色砂質土
3.明裾色砂質土

A′  4.褐色砂質土 (炭を含む)
5,黄茶色砂質土
6 暗黄色砂質土
7.明黄茶色砂質土

A′

27.00

0      1m

第4図  AttS K-01、 02、 03、 04実測図

加工段 (第 6図 )

調査区中央の尾根上で検出した。現状では 2段になっていたが、下段部分は削平されていた。上

段の平坦面の規模は、残存長で長軸6.Om、 短軸2.2mを測り、壁高は最大で60cmを測る。柱穴や遺

物は確認できなかった。

B区からは何も遺物が出上していないため、遺構の時期や性格については判断できなかった。

【C区】

C区は、B区から東に延びる丘陵の最高所に当たり、標高は約50mを測る。丘陵頂上部に古墳状
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第5図  B区遣構配置図

の高まりがあつたため、頂上部と斜面に長さ10m、 幅 2mの トレンチを 3本設定して調査を行った

が、遺構 。遺物は検出できなかった。

【D区】

C区の南、E区から続く東に延びる丘陵尾根上および南へ下る緩斜面がD区である。丘陵尾根上

の、標高約46mの地点で古墳 1基、掘立柱建物跡 1棟を検出した。また、そこから南へ下る緩斜面

の、標高23～27mの地点で掘立柱建物跡 4棟、加工段 1を検出した。

臼コクリ古墳

調査区最高所の丘陵先端頂上部に位置する。E区から続く尾根上平坦面は狭く、先端部分は舌状

に若干開くものの、幅約12mと狭いものであった。臼コクリ古墳は、こうした狭い丘陵先端部のや

-14-
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や高まった部分に築造されており、調査前の状況は、南側半分近くが削平されて、半月状を呈して

いた (第 7図 )。

墳丘 (第 8図 )

調査の結果、墳丘は東西軸約10m、 南北軸約8.5mを測り、高さは約40cmと 低いものであった。南

側は削られているものの、本来は円形を呈していたと考えられる。墳頂部は広い平坦面になってい

たが、中央部から南にかけての盛上がかなり流出していたためか、主体部は検出できなかった。

西側墳裾には周濤が廻つていたが、その他は流出により確認できなかった。周濤は上縁幅約1.9m、

底面幅0.6～ 1.Om、 深さ40cmを測り、底面から円筒埴輪の破片と、須恵器有蓋高イの蓋 2個が重ね

て伏せた状態で出上した (第 9図 )。

遺物は周濤底面の他に、周濤を中心とする周辺から円筒埴輪の破片が出上している。また、北西

墳裾の外方から、糸切り底の須恵器の小片が出土しており、後世、何らかの祭祀が行われたものと

考えられる。

このほかに、墳頂部・周濤等に柱穴が穿たれており、後世ここに建物が建てられていたことを示

している (SB-01)。

出土遺物 (第10図 )

1・ 2は周濤底面から出土した須恵器有蓋高不の蓋である。 1は垂直に下る口縁部で、端部内側

第 7図  D区 臼コクリ古墳調査前地形測量図

-17-



に段をもつ。丸みをもつ天丼部の中央には高さ1,lcmのつまみが付き、外面 3分の 2はヘラ削りが施

される。肩部の稜は段のやや退化したものである。 2はやや外傾して下る日縁部で、端部内側に段

をもつ。丸みをもつ天丼部の中央に高さ1.Ocmのつまみが付き、外面 3分の 2はヘラ削りを施す。肩
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幾

2.赤黄色砂質土
3.赤褐色砂質土
4.暗褐色砂質土
5。 明褐色砂質土

0         1m

第 9図 D区 臼コクリ古墳周溝内遺物出土状況図



1

0     5 cm
崇

第10図  D区古墳周溝出土遺物実測図

部の稜はしっかりした段をもつ。3・ 4は 円筒埴輪で全形は伺えない。タガは断面台形状のもので、

3は下端がナデにより若干くばむ。外面はタテハケ、内面はタテハケ。ヨコハケを施す。これらの

遺物から古墳の時期は、 5世紀末～ 6世紀初頭と考えられる。

SB-01(第■図)

臼コクリ古墳上に位置する。東西方向に並ぶ 4個の柱穴を検出した。桁行 3間の距離は7.2mを測

り、各柱穴間の距離は2.4mと一定である。柱穴は東端のものが小さくて、上縁径22cIIl、 深さ30cmを

-20-
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1.暗黄禍色砂質土
2.褐色砂質土
3.暗赤褐色土
4.暗褐色土

A

第11図  Dtt S B-01実測図

測る。その他は平面形が不整形な楕円形を呈しており、長軸0.6～ 1.Om、 短軸40～70cm、 深さ60～

80cmを測り、柱痕跡が認められる。東端の柱穴は、他の柱穴と違い若干斜めに穿たれており、補助

柱的な役割も考えられるであろう。

これに伴う遺物は何も出上していないので、時期については不明である。

SB-02(第 12図 )

臼コクリ古墳の下方、南向き斜面に位置する。斜面を削って平坦面を作り出しているが、南側は

削平されていた。床面規模は残存長で長軸7.9m、 短軸0.5～ 1.7m、 床面標高は25,6mを測る。壁高

は最大で86cmを測り、傾斜して立ち上がる。床面は南側に向かって卜緩やかに下っており、貼り床

などは確認できなかった。柱穴は8個検出しており、現存では桁行 6間 (5.Om)× 梁間 1間 (1.2

m)の建物跡であった。柱穴の規模は、上縁径22～ 40cln、 深さ30～58cmを測る。

-21-



遺物は覆土中から流れ込みの須恵器小

片と鉄滓が出上しているが、須恵器は実

測不可能であったが、糸切 り底をもつも

のがみられた。

SB-03(第 13図 )

SB-02の西隣りに位置し、斜面奥壁

はSB-02か ら続 くものである。床面規

模は長軸5.Om、短軸0.4～ 1.3mを測り、

南側は削平されていた。床面標高は25。 3

mを測り、SB-02よ り若干低い位置に

ある。壁高は最大で約60cmを測り、傾斜

して立ち上がる。柱穴は東西方向に 4個

検出したが、この内の 1つ は小さく、浅

めのもので、主柱穴とは考えられないも

のである。柱穴の規模は上縁径32～ 50cm、

深さ36～64cmを測り、東西長2,7mの距離

である。

遺物は覆土中から鉄滓が少量出上して

いたが、土器が出土していないため、時

期等については判断できなかった。

SB-04(第 14図 )

SB-02の下方、南東側に位置する。

斜面を削って平坦面を作 り出している

が、南側は削平されていた。残存する床

面規模は、長軸5.Om、 短軸0.8～ 1.5mを

測り、床面標高は24.Omである。壁高は

最大で69cmを測り、傾斜して立ち上がる。

柱穴は 5個検出したが、主柱穴に対応す

るのは 3個 と思われる。床面中央の柱穴

は、攪乱を受けて原形を保つていないが、

深さは38cmを測る。その他の 2個の柱穴

0      1m

第 12図  Dtt S B-02実測図
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27.00

)          lm

第13図  Dtt S B-03実 測図

規模は、上縁径26～34cm、 深さ22～42cmを測る。現存では桁行 2間 (3.lm)の建物跡であった。

遺物は覆土中から流れ込みと思われる鉄滓が出上しているが、土器が出土していないため、時期

等については判断できなかった。

SB-05(第 14図 )

SB-04の下方、南西側に位置する。流出のためか、平坦面や壁等は検出されなかった。緩斜面

で、東西方向に並ぶ 3個の柱穴を検出した。柱穴の規模は、上縁径24～ 38cm、 深さ10～24cmを測り、

現存で 2間 (2.7m)の建物跡であった。

遺物は何も出土していないので、時期等については不明である。

SB-06(第 15図 )

SB-03の下方に位置する。緩斜面を削り出すことによって、平坦面を作っていた。南側は流出

して残存していない。床面規模は、残存長で長軸7.2m、 短軸1.5～2.2mを測り、床面標高は24.Om

である。壁高は最大で56clnを 測り、緩やかに傾斜して立ち上がる。壁沿いに、部分的ではあるが、

幅20cm、 深さ約 5 cmの濤が残っていた。床面で柱穴を 7個検出したが、この内、主柱穴に対応する

のは東西方向に並ぶ 4個である。柱穴の規模は、上縁径30～ 50cm、 深さ44～64cmを測り、現存では

桁行 3間 (5.lm)の建物跡であった。

遺物は何も出土していないので、時期等については不明である。

加工段 (第 16図 )

SB-02の上方に位置する。他の建物跡と同様に、斜面を削って平坦面を作り出しているが、床

面に柱穴は穿たれていなかった。床面規模は、残存長で長軸3.Om、 短軸1.4mを測り、床面標高は

-23-
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第 14図  Dtt S B-04、 05実測図
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1.黄褐色砂質土
2.黒褐色砂質土
3.黄黒色砂質土

Dtt S B-06実 測図
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第16図  D区加工段実測図

26.lmである。壁高は最大で70cmを測り、やや傾斜をもちて立ち上がる。

遺物は床面から、土師器甕 4、 手埋土器 1、 土師器甑 2が出土している。

出土遺物 (第 17図 )

1～ 3は土師器の小型の甕である。日縁部は短 く外反し、端部は丸みをもつ。肩部から胴部中央

に最大径をもち、底部は丸い。外面はナデと指頭圧で調整され、内面は口縁部がナデと指頭圧、そ

れ以下にヘラ削りを施している。 4は手埋土器で、指頭が観察される。 5はやや大きな土師器の甕

で、回縁部は外反して横方向にのびるものである。外面にハケロ、内面にヘラ削りを施す。 6・ 7

は土師器の甑である。口縁部は外反してのび、端部は丸い。底部は内湾気味に下り、端部付近に円

孔が入る。 7は底部内面に段をもっている。

lm

黄褐色砂質土(黒色上を含む)
明黄褐色砂質土

く
|
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第17図 加工段出土遺物実測図



【E区】

A・ B区から谷一つへだてた南側丘陵部全域がE区である (第 18図 )。 北側斜面の標高25m～35m

の間に横穴墓10基、南側斜面の標高28m～35mの 間に横穴墓 6基の計16基を検出した。横穴群は北

側斜面のものを西から順にN-1～ 10号横穴墓、南側斜面のものを検出順にS-1～ 6号横穴墓と

呼称した。また、これら横穴墓の後背尾根上に 2基の墳丘を確認したが主体部等は検出できず、こ

の 2基の墳丘周辺の斜面に横穴墓が穿たれていることから、横穴墓に付随する後背墳丘と考えられ、

西端のものを後背墳丘 と、東を後背墳丘 2と する(第19図 )。 これらの他に、横穴墓の位置する尾根

上から斜面にかけて弥生時代終末～古墳時代初頭の竪穴住居跡 6棟、掘立柱建物跡 5棟、古墳時代

前期～中期にかけての上器棺墓 4基を検出した。また、標高約60mを測る最高所の南北に延びる丘

陵尾根上に土墳墓群を検出した。

N-1号横穴墓 (第20図 )

調査区西端の標高24～27mの 丘陵北側斜面に穿たれているc北東方向に開口しており、玄室床面

の標高は24.3mで ある。

〔前庭・羨道・玄門〕

急峻な斜面のためか、かなり削平されていた。残存長で東壁側2.6m、 西壁側0.5m、 幅26mを測

る。壁高は西壁で2.4mを測るが、地形の制約によるものか、内傾して造られている。また、東に隣

接するN-2号横穴の前庭床面の高さから掘り込まれているため、N-2号 より約1.8m低い位置に

ある。床面は羨道側に向かって緩やかに下っている。羨道は前庭部奥壁東寄りに穿たれており、長

さ1.3m、 幅は羨門側で0.8m、 羨道奥壁部分でやや広くなって1.2mを測り、天丼部は崩壊のため不

明である。玄門は羨道よりも狭 く、天丼部も低くなっている。長さ0.7m、 幅は玄門前面で0,7m、

玄室側で1.Omを測り、玄室に向かって若千開いている。天丼部の高さは中央付近で約0。 9mを測り、

アーチ形を呈していた。入口に閉塞施設等の痕跡は何も認められなかった。

遺物は羨道部床面から須恵器蓋不類と壷、高杯、提瓶、遂が出上している (第21図 )。

〔玄室〕 (第21図 )

玄室は、奥行き2.8m、 幅295m、 高さ2.5mを測り、平面プランはほぼ正方形で、天丼と壁面の

境界線のない平入りの擬似四注式を呈している。玄室床面中央から左側半分に須恵器大甕を割った

破片を敷き詰めて、須恵器屍床を形成していた。須恵器片の大きさはまちまちであるが、ほとんど

の破片が表面を表にして緻密に敷かれ、屍床上面に枕にしたと思われる蓋不類が置かれていること

から、埋葬時のままの状態を留めている可能性がある。

須恵器屍床除去後、床面中央には玄室中軸線に沿って幅約30cm、 深さ 3 cmの排水濤が延びていた。

-28-
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第19図 横穴及び後背墳丘位置図
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1.黄褐色砂質土

::雇哲忌警更
土(地山ブロックを含む)

4.禍色砂質土(地山プロックを含む)

2m0

第20図 N-1号横穴実測図
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國

N-1号横穴玄室内土器屍床及び遺物出土状況実測図



,

第22図 N-1号横穴土器屍床除去後実測図

また、東壁側にも長さ80cm、 幅 8 cmの浅

い濤が設けられていた(第22図 )。 壁面は

風化の為かノミ痕は観察できなかった

が、右袖隅に原因不明の小穴が穿たれて

いた。

遺物は須恵器蓋不類、耳環が出上して

いる。また、須恵器屍床上面に遺存状態

は悪いものの、人骨が残存していた。

〔土層堆積状況〕

前庭から羨道にかけては、天丼崩壊等

により、土層を観察できなかった。玄室

内には入日から奥壁にかけて厚さが18cm

程度と一定の高さで上が堆積しており、

自然流入ではなく人為的に埋めたものと

考えられる。第 4層の地山礫を含む褐色

砂質上が須恵器屍床を覆うように埋めて、さらにその上を第 3層の地山礫を含まない褐色砂質上で

覆つていた。

〔玄室出土遺物〕

遺物は須恵器蓋邦類 8、 直口重 1、 耳環 3、 刀子 1が出上している。

須恵器 (第23図)蓋 (1～ 4)は天丼部と体部の境に稜をもち、口縁部がやや内湾するもので、

2～ 4は 回縁内面に沈線及び段を有している。天丼部はやや丸みをもち、外面にヘラ削りを施す。

邦身 (5～ 8)は 口縁部がやや内傾して立ち上がり、受け部は短く外上方にのびる。底部は平らに

近く、外面にヘラ削りを施す。直口壺 (22)は内湾気味に外傾してのびる国縁部を有し、肩部に最

大径をもつ。底部は平らに近く、ヘラ削りを施す。

金属器 (第25図) 耳環 (1～ 3)は長径2.9cm、 短径2.6～2.8cmを測る。刀子 (4)は長さ9。 1

cm、 幅1.lcm、 厚さ0.5を測り、銹化が著しい。

〔羨道部出上遺物〕

羨道部床面から須恵器蓋邦類 12、 直口壺 1、 長頸壺 1、 魅 と、高不 1、 提瓶 1が出上している。

須恵器 (第 23・ 24図) 蓋 (9～ 14)は それぞれ同様な作りをしており、天丼部と体部の境に 1

～ 2条の沈線を施すことにより、稜を作り出している。12以外は口縁部内面に沈線及び段を有する。

邦身 (15～ 20)も 同様な作りで、日縁部は内傾気味に立ち上がり、受け部は短く外方にのびる。底

-36-
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第23図 N-1号横穴出上遺物実測図(1)

-37-



第24図 N-1号横穴出土遺物実測図(2)

部外面にヘラ削りを施す。直口壷 (21)は 口縁部を欠き、肩部がよく張つて底部に至る。胴部下半

からヘラ削りを施す。長頸重 (23)は外傾してのびる口縁部を有し、端部は丸い。口縁部と肩部を

2条の沈線と波状文で飾り、胴部下半にヘラ削りを施す。魅 (第24図 1)は 頸部が狭 く口縁部はラッ

パ状に開く。頸部に沈線と波状文、胴部に沈線と櫛状工具による刺突文で飾り、胴部下半にヘラ削

りを施す。高杯 (2)は外傾して開く口縁部に、裾が大きく開く脚部を有す。脚部に二方向の透し

をいれる。提瓶 (3)は 口縁部が外傾するもので、端部は断面三角形を呈する。体部前面が丸くふ

くれ、背面はほぼ平らである。前面から側面にか

けて、回転カキロを施す。肩部に粘土紐を貼り付

けた把手が一対付いている。

N-2号横穴墓 (第26図 )

N-1号横穴の東、標高25～29mの丘陵斜面に
N-1号横穴出上金属製品実測図

4 5cm

-38-
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1 晴黄色砂質土
2 暗葉褐色砂質土
3.褐色砂質土
4 暗褐色砂質土
5.明褐色砂質土
6 白黄色砂質土
7 黒色砂質土
8.暗黄褐色砂質土
9 明茶褐色砂質土

N-2号横穴実測図
2m0
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第27図 N… 2号横穴前庭部及び土城墓実測図

1黄掲色砂質土
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第28図 N-2号 横穴玄室内土器屍床及び遺物実測図
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穿たれている。北北東方向に開口しており、玄室床面の標高は26.4mである。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第27図 )

地山斜面を大きく削って広い前庭部を造り出している。長さ4.Om、 幅4.4m、 壁高2.2mを測り、

先端側に向かつて緩やかに傾斜している。横断面は浅い「コ」の字状を呈している。この床面に 4

基の墓墳(SX-01～04)が掘り込まれていた。SX-01は長さ1.86m、 幅0.6m、 深さ30cmを測り、

平面形は楕円形、断面はU字形を呈し、底面は南側が広くなっている。底面の南北両側に小日穴が

あり、南側の小口床は長さ20cm、 幅10cm、 深さ 3 cmで、北側の小口穴は長さ14cm、 幅10cm、 深さ 2

cmを測る。墓墳内からは須恵器が出土している。SX-02は北端が削られていたが残存長で1.6m、

幅0.6m、 深さ30cmを測り、平面形は楕円形、断面はU字形を呈している。底面の南側に小口穴があ

り、長さ28cm、 幅20cm、 深さ 7 cmを測る。墓填内からは須恵器が出土している。SX-03は長さ1.28

m、 幅0.38m、 深さ20cmを測る。平面形は楕円形で、断面は方形に近い。遺物は何も出土していな

い。SX-04は北端が削られていたが、長さ1.2m、 幅0.75m、 深さ35cmを預1り 、平面形は楕円形、

断面はU字形を呈している。底面の北側に小口穴があり、長さ22cm、 幅16cm、 深さ 6 cmを測る。墓

墳内からは須恵器が出上している。また、SX-01の約50cm西側の前庭床面で馬具 (辻金具)が出

上している。

羨道は前庭奥壁の中軸線西寄りに穿たれており、長さ1.6m、 幅は羨F写部で0.85m、 羨道奥壁側で

広くなって1.2mを測る。天丼部の高さは1.5～ 1.Omで玄門に向かつて低くなっている。玄門は羨道

より狭 く、若干右に振って

おり、長さ0.8m、 幅は0.6

～0,9mで 玄室側 が広 く

なっている。N-1号 横穴

同様、開塞施設等の痕跡は

何も認められなかった。

遺物は前庭・羨道部床面

から須恵器が出上 してい

る。

〔玄室〕 (第29図 )

玄室は、奥行き2.5m、 幅

3.3m、 高さ1.9mを測り、

平面プランは長方形で四壁

と天丼との間に境界線のな 第29図 N-2号 横穴土器屍床除去後実測図
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第30図 N-2号 横穴玄室内出土遺物実測図(1)
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い擬似四注式を呈し、平入りである。壁面は風化の為かノミ痕は観察されなかった。

玄室の床面2/3に 須恵器大甕を割つた破片を敷き詰めて、須恵器屍床を形成していた。検出時にお

いて、須恵器片の敷き方には粗密があり、大きさや破片表裏の敷き方に規則性は認められず、屍床

の下から玉類が出上していることから判断すれば、敷かれた当時の旧状を留めておらず、追葬時に

動かされたものと考えられる。

須恵器屍床除去後の床面中央には、玄室中軸線に沿って、幅40～ 70cm、 深さ 6 cmの排水濤が延び

ていた。またこの他に、西袖隅に幅20cm、 深さ 3 cmの濤と奥壁側に2ヶ所凹みがあつた。(第29図 )

遺物は須恵器、金属製品が出上している。

〔玄室出土遺物〕 (第30～ 32・ 35・ 36図 )

遺物は須恵器蓋不類 2、 班 2、 高杯 4、 提瓶 6、 直口壷 2、 大刀 1、 刀子 3、 鉄鏃 3、 耳環 4、

玉類23が出土している。

須恵器 蓋 (1)は天丼部と体部の境に沈線を施して稜を作り出すもので、天丼部外面にはヘラ

削りを施す。不身 (2)は内傾気味にのびる口縁部で、受け部は短く外方にのびる。底部は平らに

第31図 N-2号 横穴玄室内出土遺物実測図(2)
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N-2号横穴出土遺物実測図(1)
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N-2号横穴出土遺物実測図 (2)
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近くヘラ削りを施す。甦 (3・ 4)は頸部が狭 く、口縁部はラッパ状に開く。頸部外面に沈線と波

状文、胴部に沈線と櫛描刺突文を施すが、 4は さらに日縁部に 2条の沈線が廻る。高不 (5)は 内

湾する口縁部で、体部に若千稜を作り出す。脚部に二方向の透孔を有す。提瓶 (32図 6・ 7、 33図

1～ 4)は大形のもの (6・ 7)、 小形のもの (1～ 4)がある。 6・ 7は外傾する回縁部で端部は

断面三角形を呈す。体部は球形で、 6は外面に格子状叩き、 7は叩きの後回転カキロを施す。肩部

に粘土紐を貼り付けた把手が付いている。 1～ 4は球形に近い体部で、回転カキロを施す。 1は口

縁端部が断面三角形を呈するが、他は丸い。肩部に把手の痕跡化した突起が付く。高杯 (34図 1～

3)は 1が三段三方透孔、 2・ 3は一段二方向透孔のものである。 1は体部外面に稜をもち、底部

外面に櫛描刺突文を施す。脚部はそれぞれ端部付近で屈曲する。直口壷 (4・ 5)は外傾してのび

る日縁部を有し、肩部が張って底部に至る。外面にヘラ削りを施す。

金属製品 (第35図)大 刀 (1)は刀身の長さ53cm、 茎の長さ6.6cmを測る。長径5,2cm、 短径4.8

cm、 厚さ0.8cmの倒卵形の鐸および鉄板を楕円形に曲げた釦が装着される。茎に木質が残るが、銹化

が著しい。刀子は 3点 (2・ 3・ 5)あ り、 2は全長27.8cm、 最大幅3.Ocm、 最大厚1.3cmと、かな

りの大型品である。刀身の長さは21.3cmで、両関と思われる。茎に目釘穴がある。 3は茎部分のみ

で、 5は刀身だけで、銹化が著しい。鏃は 3点 (4・ 6・ 7)あ り、 4・ 6は茎部分のみで断面方

形を呈している。7は広根式で八の字状に広がる逆刺をもち、鏃身長2.8cmを測る。耳環は金環 (8・

9・ 10)と 銅部分のみ (■)があり、 8・ 9は長径3.1、 3.2cm、 短径2.8cmを測り、どちらとも一

部金箔が剣離しかけている。10は長径3.Ocm、 短径2.6cmを測り、一部金箔が残っている。■は長径

3.Ocm、 短径2.7cmを測る。馬具 (12)は 辻金具で、辻金具の径8.5cm、 伏鉢径5。 lcm、 高さ2.6cmを 測

第34図 N-2号 横穴前庭部土墳墓出土遺物実測図
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り、鉄地金銅張である。脚は×字に配し、先端は半円状を呈している。幅は2.3cmあ り、これに鋲頭

径0.9cm、 高さ1.3cmの鋲を 1個づつ打ち付けているが、 1つは損失していた。

玉類 (第36図)勾 玉 (1～ 3)、 管玉 (4・ 5)、 切子玉 (6・ 7)、 小玉 (8～23)が ある。 1

は馬増製、2は水晶製、3は滑石製で、片面穿孔である。 4・ 5はガラス製の管玉で孔径1.311ul～ 1.9

11ullを測る。穿孔は片面から行つている。 6・ 7は水晶製で断面六角形を呈し、穿孔は片面から行つ

ている。小玉はガラス製のもので、 8～■は直径3.6～ 4.lllun、 長さ2.2～ 3.Ollull、 孔径1.1～ 1.411ullと

小さく、12～ 23は直径6.7～8.5111111、 長さ4.0～ 7.511ull、 孔径1.2～ 2.7111111を測る。色は青と水色の 2種

類ある。

〔羨道 。前庭出土遣物〕 (第 32～34図 )

羨道 。前庭から須恵器蓋邦類27、 直口壷 4、 子持壷 と、提瓶 2、 長頸壷 1が出土している。

蓋 (32図 6～ 17、 34図 1)お よび杯身 (32図 18～ 22、 33図 1～ 8、 34図 2)は いずれも似た作 り

をしている。蓋は肩部に稜を設け、 6・ 8以外は口縁内面に沈線及び段を有している。天丼部外面

にはヘラ削りを施している。邦身は口縁部が内傾気味に立ち上がり、受け部は外上方へのびる。底

部外面にヘラ削りを施す。直口壷 (33図 9～12)は 口縁部が外傾してのび、肩部が「く」の字状に

張り出すもので、胴部下半にヘラ削りを施す。子持壷の子壼 (13)は甦の形態に近く、口縁部はラッ

パ状に開く。底部に孔は無く平行叩きが残る。提瓶は 2点 (33図 14・ 34図 4)あ り、 4は把手の無

いもので、偏平な体部を持つ。14は 口縁端部が断面三角形を呈し、体部は球形に近い。外面に回転

カキロを施す。肩部に粘土紐を貼り付けた把手が付いている。長頸壷 (3)は底部のみであるが高

台がくびれている。

N-3号横穴墓 (第 37図 )

N-2号横穴墓の東、標高26～29mに穿たれている。北方向に開回しており、玄室床面の標高は

26.2mで ある。

〔前庭・羨道・玄門〕

前庭部は、地山斜面を削って長方形に作り出している。長さ4.5m、 幅は1,7～2.5mで前庭奥壁側

が広くなっている。壁高は西壁で1.2m、 東壁で1.5mを測り、横断面は「ヨ」の字状に近い。床面

は平坦に作られている。羨道部は、前庭奥壁中央に穿たれており、長さ1.4m、 幅1.0～ 1.3mで羨門

側が狭 くなっている。天丼部は残りがよく、高さ約1.Omを測り、長方形の横断面を呈する。玄門部

は羨道部よりも一段と狭く、天丼部も低 くなっている。長さ1.2m、 幅は玄門入口で64cm、 玄室側で

54cmを測る。閉塞石は認められなかったが、玄門と羨道の境の床面に長さ1,lm、 幅30cm、 深さ10cm

の断面「U」 字形の濤が掘り込まれており、ここで閉塞装置を安定させていたと思われるが、開塞
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第36図 N-2号 横穴出土玉類実測図

石等の痕跡は何も認められなかった。遺物は玄門入口に設けられている閉塞用の濤上面から須恵器

が出上している (第38図 )。

(〔
玄室〕 (第38図 )

玄室は、奥行き2.3m、 幅2.65m、 高さ2.Omを測り、平面プランは正方形に近い方形を呈する擬

似四注式の平入りである。壁面にノミ痕は認められなかった。羨道から玄門にかけての中軸線に対

して、玄室の中央軸が若干東に振れている。

玄室床面には、N-1・ 2号同様に須恵器屍床が形成されており、玄室右側半分に須恵器大甕を

割つた破片が敷き詰められていた。須恵器片は緻密に敷き詰められ、大きさはまちまちであるもの

の、ほとんどの破片が表面を表にして敷かれていた。このことから考えれば、埋葬時のままの状態

を留めている可能性が高いものと思われる。

須恵器屍床除去後の玄室床面には、玄室中軸線に沿って、長さ2.3mの排水濤が設けられていた。

幅は12～84側で玄室入口が広く作られ70cm奥へ延びてから狭くなっている (第39図 )。

遺物は須恵器と鉄器が出土している。

〔土層堆積状況〕

玄室内にはlN-1号横穴同様の土層の堆積状況が観察された。第 2層が前庭部側から流れ込んで

いるが、玄室入口から奥には入り込まず、玄室内では水平に上が堆積していたことから、人為的に

埋められたものと考えられる。

〔玄室出土遺物〕 (第40・ 42図 )

遺物は須恵器提瓶 1、 円頭大刀 1、 鏃 3が出土している。

須恵器 外傾してのびる口縁部で端部は断面三角形を呈し、頸部外面に 2条の沈線を施す。体部
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はほとんど球形で、叩きの後カキロを施す。

鉄器 円頭大刀 (1)は最大長42.7cm、 最大幅3.3cm、 最大厚0.9cmを測り、茎を欠いている。関

部に長径5,3cm、 短径4.lcm、 厚さ0.5cmの鐸および幅2.7cmの鉄板を楕円形に折り曲げた釦が装着さ

れる。円頭は長径3.2cm、 短径2.lcm、 長さ3.6cmを測るが、銹化が著しい。鏃は 3点 (2～ 4)あ り、

いずれも細根長頸式である。 2は鏃身長2.2cm、 箆被部8.4cm、 3は鏃身長1,9cm、 箆被部9.6cmを測

り、茎部を欠くものの、棘箆被が付いている。 4は鏃身長2.2cm、 箆被部9.5cmを 測り、棘箆被をも

ち、茎部には紐巻痕が残っている。

〔羨道部出土遺物〕 (第41図 )

遺物は須恵器蓋杯類 10、 高不 1が出土している。蓋 (1～ 5)は肩部に沈線を施して稜を作り出

している。日縁部内面に沈線および段は認められない。天丼部外面にヘラ削りを施す。杯身 (6～

10)は 口縁部が内傾気味に立ち上がり、受け部は外方にのびる。底部は平らに近く、ヘラ削りを施

す。高邪 (11)は 口縁部が外傾してのびるもので、体部に 3条の沈線と、底部に櫛描刺突文を施す。

脚部は細 くのび、二段三方透孔を施す。下段は台形、上段は刻み込むだけで貫通していない。

須恵器屍床 (第43図 )

1は N-1号、 2・ 3は N-2号横穴墓の須恵器屍床を復原したものである。N-3号横穴墓の

屍床については復原できなかった。1は 口径50.6cm、 器高102.8cmを測る大形の甕である。日縁部は

外反気味にのび、端部付近で段をもって端部に至る。口縁部外面に波状父、平行沈線、カキロを施

す。体部外面は平行叩き、内面は同心円状叩きを施している。 2は口縁部を欠き、全体的にひずみ

が著しいが、大形の甕である。残存高107.8cm、 体部最大径100cmを測る。外面は平行叩きおよびカ

キロ、内面は同心円状叩きを施す。 3は底部のみ復原できたもので、外面平行叩き。カキロ、内面

同心円状の叩きを施す。

N-4号横穴墓 (第44図 )

N-3号横穴より3.3m高所の標高約29～31mの斜面に穿たれている。北北西方向に開口してお

り、玄室床面の標高は29.6mである。全体的に縦長長方形の形態であり、玄室と羨道の境界が明確

にし難く、壁面のかすかな稜線を手がかりに境の目安とした。

〔墓道・羨道〕

墓道は、長さ1.8m、 床面幅0.5～ 0.9mを測るもので、先端部が狭くなっている。断面は浅い「U」

字形を呈し、床面は羨道に向かって緩やかに高くなる。羨道部との境に長さ1.Om、 幅28cm、 深さ 3

～ 9 cmの閉塞装置用の濤が掘り込まれているが、閉塞石等の痕跡は何も認められなかった。羨道は
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1 黄褐色砂質土
2.嗜黄褐色砂買土
3.黒褐色砂質土
4 暗褐色砂質土
5 葉褐色砂質土
6 明褐色砂質土
7 黒禍色砂質土(明禍色砂質上、

白色地山プロックを含む)

8 暗褐色砂質土(黒色上を含む)
9 明褐色砂質土 (責褐色砂質とを含む)
10 暗黄褐色砂質土(晴灰色粘上、

嗜禍色上を含む)
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第37図  N-3号 横穴実測図
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第38図 N-3号 横穴玄室内土器屍床及び遺物出土状況実測図

-57-

0.5



第39図  N-3号 横穴土器屍床除去後実測図

墓道よりも約 5 clll高 く、長さ0.5m、幅0.8

mを測り、天丼部は崩壊している。

〔玄室〕

玄室は長さ2.4m、幅0。 9～1.4mで奥壁

側に広がつている。天丼までの高さは1.1

～0.4mを測り、奥壁に向かってカーブを

描きながら緩やかに傾斜してゆく。側壁

がやや垂直に立ち上がるが、丸天丼形に

属するものと思われる。

〔出土遺物〕 (第46図 )

遺物は玄室と羨道から須恵器蓋イ類

3、 直口壷 1が出土している(第45図 )。

蓋 (1・ 2)は肩部に沈線を施して稜を

作り出し、口縁部内面に沈線を施すものである。天丼部外面にはヘラ削りを施している。邦身(3)

は外傾気味の日縁部と外方にのびる受け部をもつ。底部にはヘラ削りを施す。直口壷 (4)は 口縁

部が外傾してのび、肩部が張って底部に至るものである。体部下半から底部にかけてヘラ削りを施

す。

N-5号横穴墓 (第47図 )

第40図 N-3号 横穴玄室内出土遺物実測図
-58-
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第41図 N-3号横穴羨道部出土遺物実測図

N-4号横穴墓の東、標高28～30mの斜面に穿たれている。北東方向に開口しており、玄室床面

の標高は28.5mである。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第48図 )

前庭部は地山斜面を削って長方形に作り出したもので、長さ4.lm、 幅1.7～20mを測り、床面は

羨道へ向かって徐々に高くなっている。西壁の羨道部寄りに、小横穴が穿たれていた。

小横穴は奥行き0.7m、 最大幅0.8m、 高さ0.5mの規模で内部平面は楕円形に近く、聯面は三角形

を呈している。入日の壁面には閉塞用の客Jり 込みが設けられていたが、閉塞石は追葬時かそれ以降

に抜き取られたものと思われ、前庭埋土第 4層の黒色砂質土中に認められた。開塞石は、長さ70cm、

幅40cm、 厚さ 6 cm程度の板石 2枚で構成されていたが、検出時には破損していた。内部から遺物等

は出上していない。

羨道部は長さ1.8m、 幅1.3～ 1.5mを測り、天丼部は崩壊していた。玄門は長さ1.3m、 幅1.05～

0.85mを測り、玄室側が狭 くなっており、天丼部は高さ1.Omで ドーム形に近い。玄門入口で 2枚の

閉塞石を検出したが、羨道側に倒れており、床面よりも10～40cm浮いた状態であつた。それぞれ長

さ1.lm、 1,Om、 幅52cm、 48cm、 厚さ18cmを 測り、やや雑なつくりであるが幅約 4 cmのノミ痕が認

められた。この閉塞石下方の羨道と玄門の境の床面には、長さ15m、 幅38cm、 深さ 5 cmの 断面「U」
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字形の閉塞石を安定させるための濤が設けられていた。

遺物は前庭床面と第 4層中から須恵器蓋杯類や子持壷が出上している。

〔玄室〕 (第49図 )

玄室は奥行き2.84m、 幅3.3m、 高さ2.4mを測り、平面プランは長方形を呈し、いわゆる擬似四

注式の平入りである。床面は奥壁に向かつて若千高くなっており、玄室中軸線に沿って長さ2.84m、

幅80cm、 深さ6～ 10cmの断面「コ」の字状の排水濤が設けられている。壁面は風化のためか表面調

整のノミ痕等は認められなかった。

遺物は少量であるが、須恵器蓋不類と高杯、砥石などが出土している。

〔玄室出土遺物〕 (第 50・ 51図 )

遺物は須恵器蓋邦類 5、 低脚杯 2、 高邦 1、 土錘 1、 砥石 1、 刀子 と、鐸 1、 鏃 1が出上してい

る。

須恵器 蓋 (50図 1)は肩部に稜を設け、日縁部内面に浅い沈線をもつ。天丼部にはヘラ削りを

施す。杯身は 5点 (2～ 5)ある。 2・ 3は口縁部がやや内傾してたちあがり、端部は丸い。底部

外面にヘラ削りを施す。 4は高台の付くものであり、日縁部は外傾してのび、端部は丸い。 5は外

傾して直線的にのびる口縁部をもち、底部は平らである。低脚杯 (6・ 7)はハの字状に広がる脚

部で端部は丸い。 7は口縁部を欠くが、 6は内湾する体部から外反する回縁部をもつ。高杯 (8)

は直立気味にのびる口縁部をもち、底部との境に稜を設ける。底部外面に櫛描刺突文を施す。脚部

は細長く、二段三方透しを施す。下段は台形で、上段は刻み込むだけのものである。

土錘・砥石 土錘 (9)は 土師質で長さo.5cm、 最大径1,9cm、 孔径5.511ullを測る。砥石 (10)は 長

さ13.2cm、 最大幅4.4cmを測り、 2面に使用痕が認められる。

鉄器 刀子 (51図 1)は茎部だけで、本質が残る。鋼 (2)は半分に折れたもので、銹化が著し

い。鏃 (3)は鏃身が幅広のもので、直角関をもつ。茎部に木質が残る。

〔前庭出土遺物〕 (第50図 )

遺物は須恵器イ身 2、 壼 1、 子持壼 8が出土している。邪身 (■・ 12)は 内傾して立ち上がる短    .

い口縁部をもつもの (11)と 、内湾気味に立ち上がる、やや長めの口縁部をもつもの (12)がある。

どちらとも底部外面にヘラ削りを施す。壺 (13)は 内湾気味に外傾してのびる国縁部をもち、底部    .

外面にヘラ削りを施す。子持壼 (14～21)は 21が親壺であとは子壷である。子壷はすべて日縁部を

欠き、底部に穿孔がある。親壷は一部分であるが、有脚でタガを有するものである。

N-6号横穴墓 (第52図 )

N-5号横穴の東、標高27.0～ 29.Omの丘陵斜面に穿たれているやや小型の横穴である。北北東
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第42図 N-3号横穴出土鉄製品実測図
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〕     0.5m
崇

第45図 N-4号 横穴遺物出土状況実測図

第46図 N-4号横穴出土遺物実測図

方向に開口しており、玄室床面の標高は27.6mである。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第53図 )

前庭部は長さ1.8m、 幅0,7～ 1.2mを測り、床面は平坦に作られている。羨道は長さ0.7mと 短く、

幅0.86～ 1.Omで女門に向かつて開いている。天丼部は崩壊していて不明である。玄門は羨道部より

0       5cm
崇
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第47図  N-5号 横穴実測図
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若干高く作られており、長さ0.7m、 幅0.6～0,9mで玄室に向かって若千開く。天丼部は高さ0.66m

を測る。羨道と玄門の境に長さ1.Om、 幅30cln、 深さ8 cmの閉塞用の濤が設けられており、羨道側は

緩やかな傾斜をつけているが、玄門側はやや傾斜して立ち上がっている。閉塞石等の痕跡は何も認

められなかった。

遺物は前庭床面から須恵器蓋郷類が出上している。   ‐

〔玄室〕

第49図 N-5号 横穴玄室内遺物出土状況実測図
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第50図 N-5号 横穴出土遣物実測図
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第51図 N-5号横穴出土鉄製品実測図

玄室は平面プランが卵形に近い長楕円形で、長さ0.74m、 最大幅1.44mを測る。天丼部はドーム

形で高さ0.64m、 四壁を画する明確な稜線は認められない。玄門と玄室との境の床面に細長い濤状

の痕跡が認められたが性格は不明である。

〔出土遺物〕 (第54図 )

須恵器蓋邦がある。蓋 (1)は肩部に沈線を施して、稜を作りだすもので、日縁部内面には浅い

沈線が廻る。天丼部外面にヘラ削りを施している。不身 (2)は内傾して立ち上がる口縁部で、端

部は丸い。底部外面にヘラ削りを施す。

N-7号横穴墓 (第55図 )

N-6号横穴の東、丘陵が張り出す斜面を回り込んだ、標高31～33mの急斜面に穿たれている。

北北東方向に開日しており、玄室床面の標高は31,9mである。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第56図 )

前庭部は、先端部が削平されているため正確な数値は不明であるが、残存長で3.8m、 幅1.6mを

測る。床面は羨道に向かって徐々に高くなっている。東壁側で、後世 (追葬時か)に運び出された

と考えられる石棺の蓋石を検出した。この蓋石は壁面に横倒して立てかけるような状態であつたが、

北側は破損していた。

蓋石の平面形は、長さ1.78m、 幅0,7m、 最大厚20cmの隅丸長方形を呈している。外面は屋根形を

呈しており、頂部に長さ1.2mの稜線をもち、そこから四隅に向けて稜が延びる。上面は稜で区画さ
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第52図 N-6号横穴実測図
れた面が屋根のように四方に傾斜している。側面には幅約10cm程度の平坦面が廻る。内面には、身

側石の上面に安置させるための、幅12～13cmの平坦面が廻 り、その内側は若干掘りくばめられてい

た。外面には幅約 4 cm程度のノミ痕が認められた。材質は通称「荒島石」と呼ばれる角礫凝灰岩で

ある。

羨道部は前庭奥壁東端部に穿たれ、前庭より6 cm高 く作られている。長さ1.94m、 幅1.38～1.7m

を測り、玄門に向かって開いている。天丼部は羨門側は崩壊しているが、玄門側で高さ1.35mを測

2m
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第53図 N-6号 横穴遺物出上状況実測図

している。

〔玄室〕 (第57図 )

玄室は玄門よりさらに 1段高くなっており、奥行き2.5m、 幅は袖側で3.2m、 奥壁側で3.Om、 高

さ2.2mを測る。平面プランは長方形で、平入りの擬似四注式を呈している。内部には石棺は認めら

れなかったが、石棺の残骸と思われる20cm角の石を3片ほど検出した。床面には中軸線に沿って幅

45cm、 深さ 5 cmの濤が延びているが、奥壁から西壁にかけて廻っている濤に切られている。さらに

東壁沿いにも濤が廻つており、これは奥壁の手前で西へ折れ、約70cm延びてから北へ折れている。

この濤の50cm北側に凹みがある。この周辺に前述の石が散在していることから、本来この位置に石

棺が安置されていたものと考えられる。壁面にはノミ痕等は認められなかった。

遺物は須恵器と鉄器が出上している。

第54図       9        写
Cm

N-6号横穴出土遺物実測図

28.00

る。玄門は羨道よリー段と狭く長さ0.88

m、 幅0.96～ 1.lm、 天丼部の高さ1.lm

を測る。羨道部よリー段高く作られてお

り、ここに閉塞石を置いたとみられる長

さ1.5m、 幅25cmの浅い濤が認められた。

閉塞石は床面から20～30cm浮 いた位置

で、羨道に向かって倒された状態で検出

した。長さ74cm、 幅38cm、 厚さ14cmの板

石 1枚であったが、玄門中軸線の左側に

位置していることから、本来は2枚で構

成されていたものと思われる。しかし、

もう 1枚は確認できず、盗掘時に抜き取

られたものと考えられる。

遺物は前庭部から須恵器蓋不類が出土

〔土層堆積状況〕

前庭から玄室にかけての上層を観察すると、不自然な堆積

状況が確認できる。第 4。 5・ 6層は自然の流れ込み上であ

るが、これを切って第 1・ 2・ 3層が玄室内に流れ込んでい

る。このことは、明らかに第 4層上面から玄室に向かって穴

が掘られ、閉塞石を倒して玄室に侵入したことが判る。閉塞

石が倒れた状態で第 1～ 3層が堆積していることから、追葬

-74-
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1 暗黄褐色砂質土
2 淡責褐色砂質土
3 暗黄禍色砂質土 (炭化物を含む)
4 黄褐色砂賀土
5.黒色砂質土
6_黄褐色砂質土 (確を含む)
7.灰責褐色粘質土
8.嗜黄葉色砂資土
9.赤褐色砂質土
10,淡黄色砂質土
11 白黄色砂質土

第55図  N-7号 横穴実測図
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第56図 N-7号 横穴前庭部遺物出土状況実測図
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によるものでなく、後世に盗掘されたものと思われる。また、閉塞石が、カットされた第 6層上面

にあることから、この面で一度追葬が行われたことが考えられ、この時に何らかの原因で石棺が壊

され、蓋石は前庭部に運び出されたものと思われる。

〔玄室出土遺物〕(第 58・ 59図 )

土師質土器 3、 刀子 2、 弓飾金具 とが出上している。

土師質土器 郭身 3点 (58図 1～ 3)があり、 1は高台の付かないもの、 2・ 3は高台の付 くも

のである。体部は内湾気味にのびて、回縁部に至る。いずれも焼成が不良のため調整が判りにくい

が、かすかに糸切り痕を残す。

鉄器 刀子は 2点 (59図 1・ 2)あ り、やや大きめのもので、 2は切先を欠いている。両方とも

両関で、茎部に目釘穴がある。 2の茎部には木質が残っている。弓飾金具 (3)は 1本 しか出土し

第57図 N-7号 横穴玄室内遺物出土状況実測図
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第58図 N-7号 横穴出土遺物実測図
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第59図 N-7号 横穴出土鉄製品実測図
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ていない。断面は方形を呈

し、両端はマッチ棒の頭状

に球形をなして突出してい

る。

〔前庭出土遺物〕(第58図 )

須恵器蓋 2、 不身 5、 土

師器低脚邦 1がある。蓋は

2点 (4・ 5)あ り、 5は

小形で、日縁部は内傾する。  ′́́

4は肩部に稜、口縁部内面

に沈線を設け、天丼部外面

にヘラ削りを施す。郷身は 第60図 N-8号横穴実測図

・ 10は高台が付き、内湾気味にのびる国縁部をも6～ 8が内傾する立ち上がりを有するもので、 9

つ。上師器低脚不は邪部と脚端部を欠いている。

N-8号横穴墓 (第60図 )

N-7号横穴墓の東隣、標高33～35mに位置している。平面形は不整形であり、縦断面では段状

を呈しているが、上段部分は、本来は小横穴であった可能性も考えられる。この上段の東壁側から

N-9号横穴に向かって、 トンネル状の穴が穿たれていた。入日はやや広く掘られていたが、途中

で径約30cmと 狭 くなり、N-9号横穴玄室側でまた広くなっている。この水が人為的なものかどう

かは判断できなかった。

N-9号横穴墓 (第61図 )

N-8号横穴の東隣、標高33～35mの斜面に穿たれている。北方向に開口しており、玄室床面の

標高は32.8mで ある。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第62図 )

前庭部北端は削平されていた。残存長3.4m、 幅2.1～2.3mを測り、東壁は高い壁となっている。

床面は羨道に向かって徐々に高くなり、先端部寄りで幅10cm、 深さ5mの東西に延びる濤を検出し

た。羨道部は前庭奥壁の西寄りに穿たれており、前庭より約 6～ 9 cm高 く作られている。長さ1.lm、

幅1,4mを測り、天丼部は崩壊のため不明である。玄門は羨道より狭 く、長さ1.4m、 幅0.8～1.15m

を測り、玄室に向かって開いている。天丼部はほとんど崩壊していたが、玄室側で高さ1.4mを測る。
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34.00

1.表土
2.攪乱土
3.赤黄褐色砂質土
4 嗜葉褐色砂質土
5.黒奈色土
6 黒色土 (地山ブロックを含む)
7.淡暗黄褐色砂質土
8.増黄茶色砂質土
9,責茶色砂質土
10,地山ブロック
11 黄褐色砂質土
12.黄褐色砂質土 (地山プロックを含む)

2m0N-9号横穴実測図

―お1-82-



第62図 N-9号横穴羨道及び前庭部遺物出土状況実測図

羨道との境に長さ1.4m、 幅20～ 35cm、 深さ4 cmの閉塞用の濤があり、ここで長さ36cm、 幅24cm、 厚

さ6 cmの破損した閉塞石の一部を確認した。

遺物は玄門入口、閉塞石の手前に須恵器が置かれていた。

〔玄室〕 (第63図 )

稼室は奥行き2.7m、 幅は両袖側で3.7m、 奥壁側で2.8m、 高さ2.34mを測り、平面プランは不整

形の六角形を呈している。前壁以外の三壁と天丼との間に 3 cm前後、軒先部分に掘り込みを設けて、

壁と天丼部を区別している。便化家形の範疇で平入りであるが、縦断面は三角形に近く、擬似四注

式の形態に整形してから家形を意識して軒先部分を掘り込んだものと思われる。床面には幅20～ 35

cm、 深さ5～ 7 cmの浅い濤が中軸線から東壁側へ廻っている。西壁袖部分にはN-8号からのトン

ネル状の穴が買通している。壁面にノミ痕等は認められなかった。

遺物は両袖隅と奥壁側から須恵器と金属製品が出上している。

〔玄室出土遺物〕 (第 64・ 66図 )

須恵器き邦類 10、 高不 1、 直口壷 1、 提瓶 1、 耳環 2、 鏃 2、 釘 1が出土している。

須恵器 蓋 (64図 1～ 5)は いずれも同じ作りで、肩部に沈線を廻して稜を作り出し、口縁部内
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面にも沈線が廻る。天丼部外面にヘラ削りを施す。杯身 (6～10)は内傾気味に立ち上がる口縁部

をもち、底部外面にヘラ削りを施す。高不 (11)は内湾気味の口縁部で、底部との境に稜をもつ。

脚部は下半を欠くが、透孔が入る。直口壷 (12)は肩部が張つて底部に至り、外面にヘラ削りを施

す。提瓶 (13)は口縁部が外傾してのびるもので、端部は丸くおさめる。体部前面が丸く膨らみ、

第63図 N-9号 横穴玄室内遺物出土状況実測図
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10cm

第64図 N-9号横穴玄室内出土遺物実測図

背面は偏平となり、前面から側面にかけて、カキロを施す。肩部に円形の突起が付く。

金属製品 耳環 (66図 1・ 2)は いずれも長径2.9cln、 短径2,7cmを測り、銅部分のみ残つている。

鏃は 2点 (3・ 5)あ り、 3は茎部のみで棘箆被が付き、木質が残っている。 5は鏃身先端を欠く

が、細根長顕式である。釘 (4)は断面長方形で、頭部は「 L」 字状に折れ曲がつている。

〔羨道出土遺物〕 (第65図 )

須恵器蓋不類 8、 直口壺 1、 高杯 1が出土している。蓋 (1～ 4)は肩部に稜をもち、天丼部外

面にヘラ削りを施す。 l・ 4は 口縁部内面に浅い沈線が廻る。郷身 (5～ 8)は内傾気味に立ち上

がる国縁部をもつが、 6は他のと比べて短い口縁部で、底部外面にナデを施す。他のものはヘラ削

-85-



第65図 N-9号横穴羨道部出土遺物実測図

りを施している。直口壷 (9)は内湾気味にのびる口縁部で、端部は丸い。肩部が張って底部に至

る。胴部下半にヘラ削りを施す。高邦 (10)は脚部に二方向透孔を施すものである。
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第66図 N-9号 横穴出上金属製品実測図
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N-10号横穴墓 (第67

図)

N-9号横穴墓の東、

標高30～33mに穿たれて

いる、未完成の横穴墓で

ある。北北東方向に開口

している。

〔前庭・羨道〕

前庭部は残存長で4.0

m、 幅2.Omを測り、横断

面は「コ」の字状を呈し

ている。床面は羨道に向



0

第67図 N-lo号横穴実測図

-87-

2m



かつて徐々に高くなっている。羨道は前庭奥壁東寄りに穿たれており、長さ1.2m、 幅10mを測る

が、玄門入口で硬い流紋岩の岩盤に当たり途中放棄している。

遺物は何も出土していない。

S-1号横穴墓 (第68図 )

調査区西端の標高27～29mの 丘陵南側斜面に穿たれている。南方向に開口しており、玄室床面の

標高は27.5mである。

〔前庭・羨道・玄門〕

前庭部は先端部が削られているが、残存長で3.2m、 幅1.6～18mを測り、羨道側に開いている。

横断面は「コ」の字状を呈し、床面は羨道に向かって徐々に高くなっている。羨道部は比較的長い

もので、長さ2.Om、 幅0.9～ 1 lmを測る。玄門は長さ0.7m、 幅0.7m、 高さ1.05mを測り、羨道と

の境に長さ1.5m、 幅60cm、 深さ 5 cmの 閉塞用の濤を設けている。閉塞石は長さ0.9m、 幅0。 7m、 厚

さ10cmの板状の一枚石を使用しているが、羨道側に倒れた状態で検出した。

〔玄室〕 (第69図 )

玄室は奥行き1.85m、 幅は2.0～1.8mで奥壁側が狭く、高さ1.9mを測る。平面プランは正方形に

近い方形で、平入りの擬似四注式を呈している。床面は奥壁に向かって徐々に高くなっており、玄

室入口付近から中軸線に沿って、幅24cm、 深さ3～ 6 cmの浅い排水濤が延びている。四壁を画する

稜線は緩やかにカーブを描きながら天丼部に至るものであった。風化の為か壁面にノミ痕等は認め

られなかった。

遺物は玄門から玄室入日付近で須恵器蓋杯類と直刀が出上している。

〔出土遺物〕 (第 70・ 71図 )

須恵器蓋 7、 杯身 4、 直刀 1が出土している。

須恵器 蓋 (70図 1～ 7)は いずれも似た作りをしており、肩部に稜をもち、口縁部内面に沈線

を廻す。天丼部外面にヘラ削りを施している。不身 (8～ 11)は内傾気味に立ち上がる口縁部をも

ち、底部外面にヘラ削りを施す。

直刀 (71図 )刀 身の長さ29 5cmを 測り、全体に銹化が著しい。茎には目釘が残る。

S-2号横穴墓 (第72図 )

S-1号横穴の約40m東、標高31～33mの丘陵斜面に穿たれている。南方向に開口しており、玄

室床面の標高は31.3mである。

〔前庭・羨道・玄門〕 (第74図 )
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暗黄色砂質土

黒褐色砂質土

黄撮色砂質土

暗褐色砂質土

黒灰色土(攪乱土)

褐色砂質土

茶禍色砂質土(地山ブロックを含む)

明褐色砂質土(鶴乱土)
9 淡茶色砂質土
10.淡掲色砂質土(地山ブロックを含む)

00・ 8Z

2m0

28.00

|>

第68図 S-1号横穴実測図
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第69図 S-1号横穴遺物出土状況実測図

2

5

第70図 S-1号横穴玄室内出土遺物実測図
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（＼麒Ｐ判プｒヽ、）

― べ斡

前庭部は長さ4.6m、 幅2.9～ 3.lmで奥壁側が若千狭 くな

り、壁高は3.9mと、かなり高く作られている。床面は羨道に

向かって徐々に高くなっている。羨道部は長さ2.lm、 幅2.0

～2.2mを測るが、天丼部は崩壊のため不明であった。玄門入

口に閉塞石がはめ込まれていたが、床面から40cmの ところで

破損して、玄門側に少しずれ込んでいた。復原すると長さ1.3

m、 幅0.9m、 厚さ16cmを測る板状の一枚石であり、表面には

幅 3 cmの ノミ痕が認められた。玄門は長さ1.9m、 幅0,9～1.3

m、 高さ1.5mを測り、横断面は隅丸長方形を呈している。

遺物は羨道両袖・床面、前庭床面から多数の須恵器が出土

している。

〔玄室〕 (第73図 )

玄室は奥行き3.3m、 幅3.8m、 高さ2.38mを測り、平面プ

ランは正方形に近い方形で、擬似四注式の平入りである。断

面はややふくらんだ三角形を呈しているが、天丼部は若千崩

落していた。各壁面にノミ痕等は認められなかったが、奥壁

の中央には50× 30cm、 深さ10cmの楕円形の穴が穿たれており、

この穴の性格等については判断できなかった。玄室内には西

壁側に組合わせ式の家形石棺が置かれていたが、蓋石は落盤

のため、中央から割れていた。東袖隅には多角柱状の石柱が

2本、前壁に平行して一直線に並べられており、この石柱と

東袖隅の間に多数の須恵器が置かれていた。また、奥壁東隅

にも多数の須恵器が並べるように置かれており、その前方と

西隣りに遺存状態の悪い人骨片が散在していた。石棺の両側

石手前に一辺30cm、深さ12～14cmの方形の穴が穿たれており、

本来は前述の石柱を据えるための施設であったと考えられる

が、追葬時に抜き取られたものと思われる。

〔石棺〕

石棺は横口の組合わせ式家形石棺で、その前方には厚さ16

cm程度の三枚の板石を敷き並べており、中央の板石は長さ95

cm、 幅60cmと 大きく、石棺床石と接している。両側には高さ
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S-1号横穴出土鉄器実測図



1 明黄褐色砂質土
2 晴褐色砂質土
3 黒葉色砂質土
4 黒褐色砂質土
5 明褐こ砂質土       ‐
6 明褐色砂質土 (地山ブロツクを含む)

S-2号横穴実測図
2m0
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第73図  S-2号 横穴玄室内石棺及び遺物出土状況実測図
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第74図 S-2号 横穴前庭部遺物出土状況実測図

第 75図 S-2号 横穴石棺除去後実測図
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第76図 S-2号 横穴玄室内東隅出土遺物実測図
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S-2号横穴玄室内出上遺物実測図(1)
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10cm

第78図 S-2号横穴玄室内出土遺物実測図(2)

23cm、 幅12cmの板石を立てており、その前方に前述の方形状の穴が存在している。石棺身の長さ2.3

m、 幅1.2m、 高さ0.8mを測り、側石は横口を設ける前壁が 2枚、奥壁が大小 2枚、左右側壁各 1

枚で構成され、若千内傾ぎみに立てられていた。各側石の厚さは約14cmと 一定である。横田部は幅

1,Om、 高さ92cmを測る。床石は厚さ18cm程度の板石 1枚からなるが、横口側の側石との間に幅約15

cm、 厚さ18cmの石を2枚置いている。側石、床石ともに丁寧な加工が施されており、幅 4 cm程度の

ノミ痕が観察される。
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蓋石は 1枚の板石で作られていたが落盤のため中央で割れていたものの、平面形は全長2.4m、 幅

1.lm、 高さ30cmの方形を呈している。外面頂部には、長さ1.7m、 幅 8 cmの平坦面があり、その両

端から四隅に向かって稜線が延び、この平坦面と稜線で医画された面が屋根形を呈していた。側面

には幅12cmの平坦面が廻り、左右と前面平坦面に各 1本ずつ方形の縄掛突起が施されている。内面

には幅20cm程度の平坦面が廻り、その内側はU字形に掘りくばめられている。

石棺内には、少量の須恵器と人骨片が残存していただけであるが、前壁前方の板石上から単竜環

頭大刀の柄頭が出土している。

石棺下の床面には、左右側壁と前壁部分に、これらを設置するための掘り込みを設けていたが、

奥壁部分には掘り込みは認められなかった(第75図 )。 また、石棺除去後の西壁には、径約50cmの小

穴があいていた。

第79図  S-2号 横穴玄室内出土遺物実測図 (3)

-101-



4

7

S-2号 横穴前庭部出土遣物実測図(1)
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10cm

第81図 S-2号 横穴前庭部出土遺物実測図(2)

第32図 S-2号 横穴前庭部出土遺物実測図(3)
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第34図 S-2号 横穴出土環頭大刀、玉実測図
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〔玄室出土遺物〕

多数の須恵器と環頭大刀の柄頭、金属製品、玉類が出上している。須恵器については、出土状況

から判断すると、追葬時に分けられたものと思われ、ここでも玄室奥壁東隅と東袖隅のものを分け

て説明することにする。

奥壁東隅 (第 76。 77図) 蓋 6、 邦身14、 提瓶 1、 直口重 1がある。蓋は肩部に稜をもち、天丼

部外面にヘラ削りを施すもの (1～ 3・ 6)と 、肩部に稜がなく、天丼部外面はヘラ切り後ナデを

施すもの (4・ 5)がある。杯身は内傾気味に立ち上がる口縁部をもち、底部外面にヘラ削りを施

すもの (7～18)と 、内傾するが短い口縁部で、底部外面にヘラ切り後ナデを施すもの (19・ 20)

がある。提瓶 (21)は外傾してのびる口縁部に、偏平な体部をもつもので、体部前面にカキロを施

す。肩部に粘土紐を貼り付けた把手が付いている。直口重 (77図 1)は肩部がよく張り、胴部下半

にヘラ削りを施す。

東袖隅 (第 77・ 78・ 79図) 蓋 8、 杯身 9、 低脚郷 1、 増 2、 甦 2、 直口壺 5、 短頸重 2、 平瓶

1、 提瓶 2がある。蓋は肩部に稜をもち、天丼部外面にヘラ削りを施すもの (2～ 7)と 、天丼部

に輪状つまみが付くもので、口縁部が短 く屈曲するもの (17)、 口縁部にかえりのつくもの (18)が

ある。18の外面にはヘラ記号が認められる。杯身は立ち上がりを有するもの (8～13)と 、高台の

付くもの (14～ 16)がある。立ち上がりは内傾し、端部を丸くおさめる。底部外面にはヘラ削りを

施している。高台付杯は内湾してのびる国縁部で、端部は丸い。高台はハの字状に開く。低脚不 (19)

は内湾してのびる口縁部に、ハの字状に開く脚部が付き、三方向の透孔が入るものである。靖 (20・

21)は直立気味にのびる口縁部に、肩が張る体部をもつ。遂 (22・ 23)は いずれも頸部が狭く、日

縁部がラッパ状に開くもので、22は頸部に沈線と波状文を廻らせ、体部に櫛描刺突文を施している。

23は高台が付いており、頸部に沈線と波状文、肩部にかけてカキロを施している。直口壷 (78図 1

～ 4、 79図 3)は肩部が張るもので、胴部下半にヘラ削りを施すが、 4は底部の削りが不定形であ

り、肩部にカキロを施す。また、国縁部にはヘラ記号が認められる。79図 3は大形のものである。

短頸壼 (6・ 7)は内傾する短い口縁部で、端部は丸く、体部はよく張る。 6は肩部周辺にカキロ、

体部下半にヘラ削りを施す。7は肩部に櫛描刺突文を2段に飾り、下半にヘラ削りを施す。平瓶 (5)

は直立気味にのびる口縁部をもち、体部最大径が中位にある。体部上半カキロ、下半ヘラ削りを施

す。提瓶は 2点 (79図 1・ 2)あ り、 1は体部が球形を呈し、カキロを施す。 2は体部が偏平で、

外面にカキロを施す。いずれも肩部に粘土紐を貼り付けた把手が付く。

環頭大刀 (第84図) 1は 単竜環頭大刀の柄頭である。刀身の一部は玄室内に分散して出上して

いるが、全形は不明である。柄頭は金鋼製で環の長径6.4cm、 短径4.6cm、 厚さ1.lcmを測る。保存状

態は不良で緑青が全面に見られる。精円形の環体の内側に側方を向いた竜頭が透彫りされ、外環に

- 107-



竜身が表現されている。日は開口しているが、玉の有無については、銹が著しいため不明である。

茎は環体部分から端部にむけて1.5cmの ところで細 くなり、先端部の幅 5 11ullで突出する。環体から長

さ1.lcm、 幅 5 11ullの 不整形の目釘穴があるが、買通していない。茎部に巻かれていたと思われる繊維

質のものが少量ではあるが残っていた。 2は筒金具であるが、保存状態が悪く緑青が著しい。内部

には木質のみ残っていた。3は輪口金具と把縁金具・刀身の一部である。金具類は銹化しているが、

鍍金が認められる。刀身も銹化が著しいが、木質が残っている。 4は輪の筒金具と刀身の一部であ

る。他と同様に銹化が著しい。

耳環 (第83図) 6点 (1～ 6)あ り、 1・ 2は長径2.9cm、 短径2.6cm、 3は長径2.4cm、 短径2.2

cm、 4・ 5は長径1.9cm、 短径1,75cm、 6は長径1,7cm、 短径1.6cmを測る。3は金箔の象J落が著しく、

6は環の内側に金箔が少し残つている。

鉄製品 (第83図)刀 子 (7・ 8)、 大刀の刀身 (9)、 鉄斧 (10)、 不明鉄器 (11)、 釘 (12～ 19)

がある。刀子 7は茎部に木質が残り、8は両関で、関部に幅1.2cmの柄筒金具が付 く。 9は刀身の一

部で、県頭大刀の一部の可能性がある。鉄斧は着柄部が袋状のもので内部に木質が残る。11は不明

鉄器で断面長方形を呈し、端部を円形に折り曲げている。全体に銹が著しい。釘は 8本あり、すべ

て断面長方形を呈す。12・ 13は頭部が「 L」 字状をに折れ曲がつている。12以外は木質が多く残つ

ている。

玉類 (第84図) 10点あり、いずれも安山岩製の小玉で暗褐色を呈する。直径6.0～7.2cm、 長さ

4.1～ 6.2cm、 孔径0.8～ 1.4cmを測る。

〔羨道・前庭出土遺物〕 (第80～82図 )

須恵器蓋 8、 郷身11、 高杯 3、 甦 1、 子持壼の子壷 4、 重 1、 長頸重 1、 横瓶 1がある。蓋邦類

(1～19)は玄室内のものと同じ作りをしている。高不は 3点 (20～22)あ り、いずれも二段三方

向透孔である。20・ 22は杯部に 2重の稜が廻り、底部に櫛描刺突文を施している。庭 (81図 1)は

頸部が狭 く、ラッパ状に開く口縁部をもつ。子持壺の子壷 (2～ 5)は逐と同じ作 りである。底部

に穿孔が無く、叩き痕が残る。壷 (82図 1)は大形のもので、体部外面に叩きの後カキロを施して

いる。長頸壺 (2)は 口縁部を欠くが、頸部は外反してのび、 2条の沈線を施す。肩部がよく張つ

て高台が付き、底部外面にヘラ記号が認められる。横瓶 (3)は口縁部が短 く外反し、端部は丸み

をもつ。月同部は外面に平行叩きの後カキロ、内面には同心円状の叩きが施されている。

S-3号横穴墓 (第85図 )

S-2号横穴の東隣、標高33～35mで、S-2号 より約 2m高い位置に穿たれていた。南南西方

向に開口しており、玄室床面の標高は33.4mである。
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00・ ウε
1 褐色土 (攪乱土)
2_暗褐色土 (観乱土)
3 嗜葉褐色砂質土
4 茶褐色砂質土
5 明茶褐色砂質土
6 淡葉褐色砂質土
7 明葉色砂質土
8 地山の崩壊

2m0
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1 暗褐色砂質土
2 明茶色砂質土 (黒色土の塊を含む)
3 暗黄色砂質土
4 明褐色砂質土

A′

34.00

1 暗黄掲色砂質土
2 茶褐色砂質土
3 暗褐色砂質土
4 黄禍色砂質土
5 明黄色砂質土

A′

34.00

０
、
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第86図  S-3号 横穴玄室内石棺及び遺物出土状況実測図
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〔前庭・羨道・玄門〕 (第87図 )

前庭部は長さ4.Om、 幅約2.Omの長方形を呈し、床面は羨道に向かって公々に高くなっている。

羨道部は長さ1.9m、 幅1.1～ 1.3mを測り、天丼部は崩壊していた。玄門は長さ1.3m、 幅0.74～ 1.05

mを測り、玄室側に開いており、天丼部の高さは94cmを測る。玄門入口で羨道側に水平に倒れてい

る閉塞石を検出した。閉塞石は長さ1.lm、 幅64cm、 厚さ15cmと 、長さ0.7m、 幅38cm、 厚さ14餌の

2枚の板石を主閉塞にして、人頭大の石を支えにしていたようである。

遺物は前庭床面と埋土中から須恵器蓋イ類が出土している。

(玄室〕 (第86図 )

玄室は奥行き2.4m、 幅3.2m、 高さ2.38mを測り、平面プランは長方形の擬似四注式の平入りを

呈している。各壁面にノミ痕等は観察できなかった。玄室内には西壁と東壁側に横口式の組合わせ

家形石棺 2基を設置しており、西壁側を 1号石棺、東壁側を 2号石棺としたが、 2号石棺の蓋石は

玄室中央に動かされていた。閉塞石が倒れていたことから、内部には多量の上が流れ込んでおり、

両石棺内にも土が詰まっていた。また、 2号石棺除去後の玄室東壁には小穴が穿たれていた。

遺物は須恵器蓋杯類と鉄製品が出土している。

(1号石棺)

1号石棺は棺身の長さ1.9m、 幅80～ 90cm、 高さ50cmを測り、玄室奥壁側が広く作られている。側

石は横口を設ける前壁が 2枚、奥壁が大小 2枚、左右側壁各 1枚で構成され、若干内傾して立てら

れている。右前壁は左前壁に比べ小さなもので、右側壁に向けて「 L」 字状に割り抜かれていた。

2枚の奥壁の境目と玄室壁面の間に人頭大の石を置いて、奥壁を安定させている。側石の厚さは、

前壁の 2枚が 6～ 8 cmで、その他は12硼を測る。床石は厚さ8～ 10cmの 5枚の板石を並べており、

いずれも長方形を呈しているが、右側壁に向かつて徐々に大きくなっている。各床石はほとんど隙

間なく密着させて敷かれているが、右側壁に向かって若干高くなっている。床石の手前、横口を設

ける部分に板石が敷かれており、これを囲むように3枚の板石が敷かれていた。玄室奥壁寄りの板

石は横口部の板石と密着させるため、角が削り取られていた。

蓋石は長さ1.28m、 幅65～ 75cmと 長さ52cm、 幅62cmの大小 2枚の板石を組み合わせており、全長

で1.8m、 最大高20cmを測る。大きい方の蓋石は外面頂部に長さ96cm、 幅 6 cmの平坦面があり、右端

は角に向かって稜線が延びて、平坦面と稜線で区画された面が屋根形を呈するが、左端は稜線を施

さずに、この平坦面を削って傾斜をつけている。小さい蓋石は外面頂部が平坦面でなく、稜線を施

しており、断面三角形を呈している。これらの側面には幅10cmの平坦面が廻っている。内面には身

側石に安定させるため、幅15cmの平坦面が廻り、その内側は掘りくばめられている。蓋・身ともに

表面には幅 4 cm程度のノミ痕が明瞭に観察される。
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石棺内の床石と左側壁の間から須恵器蓋 (第89図 8)1個体が出上している。

(2号石棺)

2号石棺も横回の組合わせ家形石棺であるが、蓋石は玄室中央に動いていた。棺身の長さ1,98m、

幅70～ 85cln、 高さ55cmを測り、玄室入日側が広く作られている。側石は横口を設ける前壁が 3枚、

奥壁が 2枚、左右側壁各 1枚で構成されており、奥壁は垂直に立てられているが、その他の側石は

内傾して立てられている。玄室奥壁側の前壁は2枚の板石からなるが、ちょうど角に当たる側石は

「L」 字状に作り出され、側壁の一部となっていた。床石は厚さ9～■cmの板石を6枚敷き並べて

おり、いずれも長方形を呈しているが、右側壁に向かつて徐々に大きくなっている。床石上面は水

平に作られているが、右側壁に向かつて緩やかに傾斜している。横回の手前に大小 2枚の板石を床

石に接して敷いているが、小さい板石には前壁と重なる部分を削り取って、組み合わされている。

蓋石は玄室中央に動かされていたが、1号石棺同様に大小 2枚の板石を組み合わせたものであり、

小さいのは裏向きになっていた。大きい方は途中で割れていたが、長さ1.3m、 幅60～ 80cm、 小さい

のは長さ50cm、 幅65cmで、全長1.8mを測る。外面には長軸方向に稜線が延びて断面三角形を呈して

おり、側面には幅約10cmの平坦面が廻つている。内面には幅15～20cmの平坦面が廻り、その内側は

浅く掘りくばめられていた。蓋・身ともに表面にノミ痕が観察される。石棺床石上から須恵器邪身
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第87図 S-3号 横穴前庭部遺物出土状況実測図
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第88図  S-3号 横穴石棺除去後実測図

11

第89図  S-3号 横穴出土遺物実測図
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10cm

第90図 S-3号横穴出上金属製品実測図

(第89図 1)が 1個体伏せた状態で出上している。

石棺除去後の玄室床面には、石材を据えるための濤が設けられていた (第88図 )。

〔玄室出土遺物〕 (第89・ 90図 )

須恵器蓋邦類 9、 耳環 2、 刀子 1、 釘 5、 繕状鉄製品 1が出上している。

須恵器 蓋は4点 (89図 1～ 3・ 8)あ り、 8は 回縁部にかえりが付き、天丼部外面はヘラ削り
の後、宝珠状のつまみが付く。他は肩部に稜、日縁部内面に浅い沈線を施すもので、天丼部外面に

ヘラ削りを施す。郭身は 5点 (4～ 7・ 9)あ り、 9は高台の付くものであるが、他は内傾気味に

立ち上がる口縁部をもつもので、底部外面にヘラ削りを施す。

金属製品 耳環 (90図 1・ 2)はそれぞれ長径3.lcm、 2 6cm、 短径2.8cm、 2.4cmを 測り、銅部分
のみ残っている。刀子 (3)は関部に釦が若干残っているものである。釘 (4～ 8)は断面長方形

で、 4・ 8は頭部が「 L」 字状を呈す。 5・ 6・ 8は木質が多く残っている。搭状鉄製品 (9)は

命
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第91図 S-4号 横穴実測図
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第 S-4号横穴玄室及び前庭部遺物出土状況実測図
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崇

第93図 S-4号横穴出土遺物実測図

三叉状に先が別れるもので、着柄部を袋状に折り返している。

〔前庭出土遺物〕 (第89図 )

須恵器蓋郷類が出上している。蓋 (10～ 12)は肩部に稜をもち、天丼部外面にヘラ削りを施すも

ので、10。 11は 口縁部内面に沈線が廻る。不身 (13・ 14)は、13が直立気味に長く立ち上がる口縁

部をもち、14が内傾気味に立ち上がるやや短めの口縁部のもので、底部外面にヘラ削りを施す。

S-4号横穴墓 (第91図 )
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S-4号 横穴出上金属製品実測図
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S-3号横穴の東隣、標

高31～33mで、S-3号横

穴より約 2m低い丘陵斜面

に穿たれている。南方向に

開口しており、玄室床面の

標高は31.2mである。

5cm



〔前庭・羨道・玄門〕

前庭部は先端部分が削られており、残存長で3.6m、 幅3.3～4.Omを測り、横断面は「コ」の字状

に近い。前庭西袖側で、立てられた状態の須恵器甕 1個体を検出したが、内部には土以外に何も認

められなかった。羨道部は前庭奥壁中央に穿たれており、長さ1.5m、 幅1.2～ 1.5mを測り、玄門側

に開いているが、天丼部は崩壊のため不明である。玄門は長さ1.18m、 幅1.0～1.26m、 高さ1.2m

を測り、長方形の横断面を呈する。閉塞石は玄門入口で検出したが、床面から0.8～1.2m浮いた位

置で、羨道側に倒れた状態で検出した。長さ1.2m、 幅09m、 厚さ10cmの 1枚石で、表面にはノミ

痕が観察された。

〔玄室〕 (第92図 )

玄室は奥行き2.6m、 幅3.lm、 高さ2.14mを測り、平面プランは長方形で、平入 りの擬似四注式

を呈している。壁面は風化の為かノミ痕は観察できなかった。床面には玄門部から稼室床面2/3にか

けて幅1,1～ 1.25m、 深さ12cmの濤を設けて、「コ」の字状の屍床を形成していた。しかし、検出時

には、この屍床上ではなく、濤内に須恵器蓋を横に並べて置き、その周囲に人骨が散在していた。

人骨の検出状況からみて、追葬時等に動かされたものと考えられる。

遺物は須恵器の他に、金属製品が出土している。

〔玄室出土遺物〕 (第93・ 94図 )

須恵器蓋 6、 土師器杯 1、 金属器 3が出土している。

須恵器蓋 (93図 1～ 6)は、 6が口縁部にかえりをもつものであり、それ以外はほぼ垂直に短く

屈曲する回縁部をもつものである。天丼部に低い輪状つまみを付けている。土師器杯 (7)は 内湾

する口縁部で、端部を丸くおさめる。内面に螺旋状の暗文を施し、内外面に赤色顔料を塗布してい

る。金属器の 1は鏃の茎部で、外面は本質で覆われている(94図 1)。 断面は長方形を呈す。 2は責

金具で、幅3.511ullの鉄板を長径3.3cm、 短径1,9cmの倒卵形に曲げる。 3は径1.3cmの短筒状を呈し、

一方端が肥大するもので、大刀の付属品か。

〔前庭出土甕〕(第93図 8)口 縁部は外反してのび、端部は丸い。外面に沈線が 1条廻る。肩部が

よく張って、底部に至る。底部に他の上器片が溶着している。外面に平行叩き、内面に同心円状の

叩きを施す。

S-5号横穴墓 (第95図 )

S-1号横穴の東、標高28～29mの丘陵斜面に穿たれている、やや小型の横穴である。南方向に

開口しており、玄室床面の標高は28.lmで ある。

〔墓道・羨道〕

-121-
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S-5号 横穴玄室内出土遺物実測図

-122-

07

第96図
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墓道は長さ1.25m、 幅

4二   47～ 82cmを測る。横断面
28.50 

は「コ」の字状を呈し、

床面は平坦に作られてい

る。 羨道菩円イま長さ75cm、

幅50～75cmを測り、玄室

側に開いている。天丼部

の高さは65cmと 低いもの

であつた。羨門入口床面

に長さ75cm、 幅25cm、 深

さ4 cmの閉塞用の掘り込

みを持つが、閉塞施設は

確認できなかった。
0.5m

第97図 S-5号 横穴玄室内遺物出土状況実測図

〔玄室〕 (第97図 )

玄室は奥行き1.35m、

最大幅1.35m、 高さ85cmを測る。平面プランは卵形に近く、天丼は丸天丼形である。壁面にノミ痕

は観察できなかった。

床面から須恵器蓋杯類 7個体と碧玉製勾玉 1個が出土している。

〔玄室出土遺物〕 (第96図 )

須恵器蓋 (1～ 3)は肩部に稜をもち、口縁部内面に沈線を廻らせている。天丼部外面にヘラ削

りを施す。邪身 (4～ 7)は内傾気味に立ち上がる口縁部をもち、受け部は外上方に短くのびる。

底部外面にヘラ削りを施す。勾玉 (8)は碧玉製で、長さ3.Ocm、 厚さ1.Ocmを測る。穿孔は片面か

ら行われ、表面は丁寧に磨かれている。

S-6号横穴墓 (第98図 )

S-5号横穴の東、標高29mに位置するが、ほとんど削平されており、玄室奥壁の一部を検出し

〇
ゆ
．∞
［

第98図 S-6号 横穴実測図

ただけである。奥壁残存部分は長さ55cm、 幅1.35m、 高さ50cm

で、平面が半月状を呈していることから察すると、S-5号横

穴同様の丸天丼形であったと思われる。埋土中から須恵器片 1

片が出土していたが、実測は不能であった。
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土器棺墓

土器棺墓は 4基検出しており、 3基はE区西

端に位置する後背墳丘 1の盛上下地山面から、

1基は東へ約20m行つた地点の丘陵尾根上平坦

面から検出した。

1号土器棺墓 (第99図 )

E区西端の後背墳丘 1調査後の緩斜面に位置

し、N-5号横穴の後背南西側に当たる。墓壌

は長径60cm、 短径49cmの楕円形を呈し、深さは

36cmを測り、底部は丸底に近い。この墓墳内に

土師器の甕形土器を横倒しにして埋葬していた。

土器内部やその周辺からは何も出土していない。

甕 (第 103図 1)は複合口縁を有するもので、

口縁部が短く内傾してのび、端部は丸くおさめ

る。複合口縁部の稜はやや鈍いものである。体

部最大径が中央付近にあり、底部は丸底を呈し

ている。

0      20cm
半

第99図 1号土器棺実測図

これらの特徴から1号土器棺の時期は古墳時代中期前半頃と考えられる。

2号土器棺墓 (第 100図 )

1号土器棺の東約10mの丘陵尾根上平坦面に位置するが、墓墳は確認できなかった。土器棺は、

土師器の甕形土器を縦に真二つに割り、日縁部

を正反対に向けて伏せたもので、長さ60cm、 幅

30cmを測る。本来は墓墳内に納めた遺体を上器

片で覆ったものと思われるが、土器片の下方か

らは、何も出土していない。また、二つに割つ

た土器片の底部を重ねたところに、攀大の石が

支えのように置かれていた。

甕 (第 103図 2)は複合口縁をもつもので、口

縁部は大きく外傾してのびる。複合口縁部の稜

は鈍く厚みを帯びる。体部は倒卵形で底部を欠

いている。肩部に羽状文を施すが、半周しか廻っ

ｒ
一

ヽ

″
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第100図  2号土器棺実測図



1.黄掲色砂質土

0      20cm
崇

第101図  3号土器棺実測図

ていなかった。

2号土器棺の時期は古墳時代中期前半頃と考えられる。

3号土器棺墓 (第101図 )

2号土器棺の西隣で検出した。墓境は長径1.Om、 短径60cm、 深さ30cmを預より、平面形は楕円形を

呈している。土器棺は 3個体の上師器壺・甕形土器で形成されていた。まず、二つの壷・甕形土器

(第 103図 3・ 5)の底部を割り、一方の底部をもう一方の底部に挿入して重ね合わせて、口縁部が

東 。西方向の正反対に向くように横方向に置いていた。そして、この二つの回縁部を塞ぐために、

残った別の甕形土器 (第 103図 4)を縦に二つに割り、それを東向きの上器口縁 (第 103図 3)に は、

国縁部を南に向けるようにかぶせ、西側の土器口縁 (5)に は、北に向けてかぶせていた。上器棺

内や墓娠内からは何も出上していない。

3は東側の上器で、単純口縁を有する甕形土器である。口縁部は長く外傾してのび、回縁端部外

面に平坦面を作 り出す。体部は胴部中央に最大径をもつ。 5は西側の上器で、複合口縁を有する壷

- 125 -
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1.黄褐色砂質土

第102図  4号土器棺実測図

形土器である。口縁部は外傾してのび、端部は若干外側に肥厚して平坦面を作り出す。稜は横に突

出しているが、やや鋭さに欠ける。体部は球形に近い。 4は縦割りにした甕形土器である。口縁部

は複合口縁を有するが、 5に比べ稜は鈍く退化している。口縁部も短く外傾している。体部は肩部

付近に最大径をもつ。

これらの特徴から3号土器棺の時期は、古墳時代中期前半に属すると考えられる。ただ、 3の上

器については、当該期の類例がないため詳細な時期については判断できなかった。

4号土器棺墓 (第 102図 )

SI-05の東に位置する。墓境は径60cm、 深さ20側で円形に近く、底面は凸凹している。土器棺

は、土師器の壷か甕形土器であるが、日縁部は取り除かれていた。この体部だけの上器を、 3枚程

度の大きな破片に割って、かぶせるように伏せており、 2号土器棺と同様、墓墳内に納められた遺

体を上器片で覆ったものと考えられる。墓墳内から遺物は何も出土していない。

土器 (第 103図 6)は 口縁部を欠くもので、体部は肩部がよく張つて底部に至る。底部は丸底を呈

0      20cm
崇
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第 103図 土器棺実測図
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している。

4号土器棺の時期については、口縁部を欠くため判断しがたいが、体部の形態や調整などからみ

て、概ね他の土器棺と同時期頃と考えられる。

1号墓 (第 104図 )

横穴群の存在する東西に延びる丘陵が、南北に延びる丘陵と交差してT字形を呈しており、その

南北方向の丘陵南端尾根上に位置し、標高は臼コクリ遺跡の中で最高所の56mを測る。尾根の幅は

約13m程で、尾根幅いっぱいに築造されていた。

組粒風化花蘭岩の岩盤を削り出して地山整形した後、若千盛土を施して墳丘を造り出している。

墳丘の規模は、長軸で上端11.Om、 下端15.Om、 短軸で上端6.5m、 下端9.Omを測り、いびつな精

円形を呈していたが、かなり流出しており、本来は長方形を呈していたものと思われる。検出時の

高さは約1.3mを測る。

墳丘上には、 6基の埋葬施設があり、北東墳裾側には、尾根に直交するように濤が設けられてい

たが、墓域を区画するためのものと考えられる。

〔第 1主体部〕 (第 105図 )

墳丘の中央、やや西寄りにあり、短軸にほぼ平行している。当初、1基の埋葬施設と思われたが、

2基の上墳が切り合つていることが判明した。1基は長方形土墳、もう1つ は精円形の土墳であり、

長方形の土墳上から掘り込まれていた。長方形土墳は、長軸2,9m、 短軸1.2m、 深さ 8 cmを測る。

楕円形の上墳は2段掘りで、 1段目の掘り方は、長軸2.8m、 短軸1.4～0.8m、 深さ14cmを測る。 1

段目の掘り方の底面は、18～30cmの幅でほぼ水平になっている。そこからさらに掘り込まれている

2段目の掘り方は、長軸1.15m、 短軸70～ 30cm、 深さ30cmを測り、底面は平らに近い。また、この

楕円形の上墳は南東側が広く造られていることから、頭位は南東向きであつたと思われる。

遺物は楕円形土損上面から、弥生土器が少量出土している。

遺物 (第 109図) 1・ 2は複合口縁を有する甕形土器である。 1は 口縁部が直立してのび、端部    主

付近で外傾するもので、複合口縁部の稜は段状を呈している。 2は口縁部が短く、やや外傾しての

びるもので、複合口縁部の稜は下方に突出している。口縁部外面に平行沈線を施し、 1は肩部に平    ´

行沈線と貝殻腹縁刺突文を施している。 3は鼓形器台の脚台部である。細い筒部からハの字状に開

く裾部をもつ。

〔第 2主体部〕 (第 106図 )

第 1主体部の1.2m北東に位置し、墳丘短軸に平行である。長軸1,3m、 短軸0.8m、 深さ31cmを測

り、平面形は楕円形を呈し、底面は平らに近いものである。
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第104図 1号墓調査後測量図
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0          1m

第105図 1号墓第1主体部実測図

第 106図  1号墓第 2、 3主体部実測図
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第109図  1号墓出土遺物実測図

内部からは何も出土していなかった。

〔第 3主体部〕 (第 106図 )

第 2主体部の約1.Om北東に位置し、墳丘短軸に平行である。長軸1.75m、 短軸0。 78m、 深さ22cm

を測り、平面形は長方形を呈する。底面の北西側は、若干高くなり、幅も狭 くなっている。

内部から遺物は何も出土していない。

〔第 4・ 5・ 6主体部〕 (第 107図 )

第 1主体部の西に位置するが、周囲が攪乱されているため、正確な規模は不明である。第 4主体

部は長軸0.95m、 短軸0.5m、 深さ15cmを測り、平面形は長方形を呈す。第 5主体部は長軸1.25m、

短軸0.8m、 深さ13cmを測り、平面形は長方形を呈す。第 6主体部は長軸2.Om、 短軸1.0～0.3m、

深さ40硼を測り、平面形は楕円形で東側が広がっている。

内部から遺物は何も出上していない。

〔SD-01)(第 108図 )

丘陵尾根上に直交して延びる濤で、墓域を区画するためのものと思われる。長さ5,8m、 幅08～

1.4mを測り、やや墳丘側に弧を描くが、ほぼまっすぐに延びる。深さは40～60cmを測り、墳丘側が

若干高くなっているが、傾斜をもって掘り込まれていた。底面は平らに近く、中央がやや高くなっ

ている。埋土は 2層に分かれ、上層が暗茶色土、下層が明茶色土である。

遺物は底面からと、上層から弥生土器が出上している。

遺物 (第 109図) 4～ 7は第 1層、 8・ 9は底面出上のものである。 4・ 5は複合口縁を有する

甕口縁部である。 4は外傾する短めの口縁部をもち、複合口縁部の稜は下方に突出する。 5は 国縁
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1.表土
2 淡茶褐色土
3.茶褐色土

第110図  2号墓調査後測量図
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第2主体部
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1.暗黄掲色砂質土
2.暗黄色砂質土
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第111図 2号墓第 1、 2、 3、 4主体部実測図
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淡黄褐色土

暗黄褐色土
SX-01

SX-02

第112図 SX-01、 02実測図

端部を欠くものの、やや長めの口縁部をもち、複合口縁部の稜は横に短く突出する。いずれも外面

に平行沈線を施す。 6。 7は鼓形器台の脚台部で、外面に平行沈線を施している。 8。 9は複合口

縁を有する壼形土器である。 8は外傾する口縁部に、横方向に突出する稜をもつ。 9の複合口縁部

の稜は段状を呈するものである。 8の肩部外面には平行沈線と波状文、 9は頸部に斜行状の刺突文

を施している。

時期

遺物が第 1主体部とSD-01しか出土していないため、それぞれの主体部の新古関係については

不明であった。第 1主体部から出土した土器は、弥生時代後期後半に比定されるもので、 1号墓の

築造年代もこの時期と推定される。また、SD-01の上層と下層遺物を観察すると、上層は弥生時

代後期後半のもので、第 1主体部と同時期頃であるが、下層はやや新相を示しており、古墳時代初

頭頃と考えられる。このことから判断すると、 SD-01は 1号墓が造られた後に造られたものと思

われ、その後、 1号墓の土器が流出して、濤の上層に堆積したものと考えられる。

2号墓 (第 110図 )

南北に延びる丘陵の北側の、標高約48mの尾根上に位置する。おもに自然地形の高まりを利用し

て造られているため、墳裾が不明であつた。

1号墓同様、風化花蘭岩の岩盤を少し削りだして地山整形した後、若干盛上を施して、墳丘を築

造しているが、大部分が流出していた。墳丘の規模は、上端で長軸9.Om、 短軸3.Omを測り、平面

形は長方形を呈していたと考えられる。墳丘上から4基の埋葬施設を検出したが (第 111図 )、 周囲

に濤などは認められなかった。
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第113図  SX-03、 SD-02実 測図

〔第 1主体部〕

墳丘西端に位置し、墳丘短軸方向に平行である。長軸1.7m、 短軸0.6m、 深さ37cmを測り、平面

形は長楕円形を呈するが、北側が若千広くなっている。底面はやや丸みをもつが、小口穴などは認

められなかった。埋土は暗黄色砂質± 1層である。遺物は何も認められなかった。

〔第 2主体部〕

第 1主体部の1.6m東 に位置する。北側が削られており、残存長で長軸1.6m、 短軸1,lm、 深さ16

cmを測り、平面形は長方形を呈する。底面は平らで、小口穴などは認められなかった。東隅から幅

30cm、 深さ10cmの濤が第 3主体部に向かって延びているが、性格は不明である。埋土は暗黄褐色砂

質± 1層で、遺物は何も出土していない。

〔第 3主体部〕

第 2主体部の1.2m東に位置する。長軸2.35m、 短軸0,9m、 深さ20cmを測り、平面形は長方形を

呈している。底面は平らに近く、小口穴などは認められなかった。西側は第 2主体部から延びる濤

と複合しており、新旧関係は本埋葬施設の方が新しいものである。埋土は暗黄褐色砂質± 1層で、

遺物は何も出上していない。

〔第 4主体部〕

第 3主体部の0.7m東 に位置する。長軸1.8m、 短軸0.94m、 深さ13cmを測り、平面形は長方形を
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呈す。底面に小口穴などは認められなかった。埋土は暗黄褐色砂質± 1層で、遺物は何も出上して

いない。

時期

2号墓からは遺物が出土していないが、墳丘斜面下方から弥生時代後期後半の上器片が少量であ

るが出上しており、これが直接 2号墓に伴うものかは不確実であるが、墳丘の構築の仕方などから

判断して、 1号墓と同時期頃と推定される。

SX-01(第 112図 )

1号墓と2号墓の中間に位置し、標高約53mの、「L」字状に延びる濤の北端で検出した。長軸2.3

m、 短軸1.0～0.3m、 深さ30cmを測り、北側が広く造られている。濤と複合しているが、平面形は

楕円形を呈するものと思われる。

遺物は何も出上してないので時期は不明である。

SX-02(第 112図 )

SX-01の南に位置する。平面形は 2段掘りの長方形で、 1段目の掘り方は、長軸2.18m、 短軸

0.8～0.9m、 深さ13～17cmを測る。 1段目の掘り方のテラス状の底面はほぼ水平で、幅10～24cmを

1.暗茶褐色砂質土
2 暗黄茶色砂質土
3.淡茶褐色砂質土
4.白責色土

00° ,9

ィ日

}fぅ

SX-04

/P 而

応

SX-05
くヽ

〇
〇
．甘
ゆ

0          1m く
|

第114図  SX-04、 05実測図
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A

1.黄褐色砂質土

0          1m

第115図  SX-06実 測図

測り、そこから掘り込まれている 2段目の掘り方は、長軸1.9m、 短軸0.5～ 0.25m、 深さ30～42cm

を測る。底面は長軸1.82m、 短軸0.5～0.25mを測り、北側が高くなっている。また、壁面は垂直気

味に掘り込まれていた。 1段目の掘り方から底面までの深さは最大で59cmを測り、埋土は 2層 に分

かれ、遺物は上層から壺形土器と把手が出上している。また、本埋葬施設の南 lmの地山面から特

殊器台の破片が出土しており、注意を引いた。

遺物 壼形土器 (118図 1)は口縁部と胴部を欠くものであるが、複合回縁を有する。複合口縁部

の稜はやや下方に突出する。把手 (2)は磨減が著しいが甑形土器のものか。特殊器台 (7)は脚

台部の破片である。脚部は短く内傾するもので、端部は丸みをもつ。裾部との変換点には、つまみ

出した形の突帯が廻る。脚部内外面はヨコナデ、裾部内面にヘラ削りを施す。裾部外面には沈線文

が廻り、鋸歯文で飾られる。外面に丹の痕跡が認められる。

SX-03(第 113図 )

SX-02の南方に位置する。長軸1.85m、 短軸0.6m、 深さ22～30cmを測り、平面形は隅丸長方形

を呈する。底面は平らで、壁面は垂直気味に掘り込まれている。埋土は 2層に分かれるが、内部か

らは何も出上していないため、時期は不引である。

SX-04(第 114図 )

SX-03の南方に位置するが、東側は削られて低くなっている。平面形は長方形で、南北側面に

上
口
、

い
ヽ
・り
０
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耐 1赤黄褐色砂質土
2 黄褐色砂質土
3 暗赤褐色砂質土

0          1m

はテラスをもって

おり、長軸2.45m、

短軸1,1～ 1.3m、

深さ 6～42cmを測

る。側面のテラス

は上面から5～ 10

cmの深さにつ くら

れ、幅24cmで、東

側 は削 られてい

る。底面に小口穴

は認められない。

埋土は 2層 に分か

れ、上層から低脚第116図  SX-07実 測図

邦の脚部が出土している。時期は弥生時代後期後半～古墳時代初頭と思われる。

遺物 低脚杯 (第 118図 3)は脚部のみで、ハの字状に開く脚部で、外面にハケロを施す。

SX-05(第 114図 )

SX-04の南隣りで検出した小さな土墳墓である。長軸1.4m、 短軸0.24～ 0.4m、 深さ20cmを測

in l冒

∞

1.責赤褐色砂質土
)2 明赤褐色砂質土
3 黄茶褐色砂質土
4 責掲色砂質土

。
5.攪乱
    lm

第 117図  SX-08実 測図
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５ 10cm

第 118図  土境墓出土遺物実測図

り、東側が広く作られ、平面形は長楕円形を呈する。底面に小日穴等は認められなかった。遺物も

出土していないため、時期については判断できなかった。

SD-02(第 113図 )

SX-05の南で検出した。長さ3.2m、 幅0.78m、 深さ25cmを測り、西端は攪乱されていた。埋土

は2層に分かれているが、遺物は何も出土していないため、時期については判断できなかった。

SX-06(第■5図 )

SB-04・ 05の南側で検出した。周辺には多数のピットがあり、本埋葬施設もその影響を受けて

いた。長軸2.2m、 短軸1.4m、 深さ54cmを測り、平面形は長楕円形を呈す。埋土は黄褐色砂質± 1

層であり、遺物は何も出土していない。時期については判断できなかった。

SX-07(第 116図 )

後背墳丘 1調査後の地山面で検出した。長軸2.2m、 短軸1.lm、 深さ40cmを測り、平面形は攪乱

を受けているが、長方形を呈している。底面・側面も攪乱のため凸凹しており、小口穴などは不明

であつた。掘り方上面にはフイングラス状の土器が供献されており、また、本埋葬施設周辺から、

壺形土器と甕形土器が出上している。時期は弥生時代後期後半頃と考えられる。

遺物 (第■8図)6は 土墳墓上面出土のフイングラス状の上器で、ハの字に開く脚部をもつ。口

縁部を欠くが、体部は玉葱形を呈している。 4は体部に突帯を廻らせる壷形土器で、突帯の下に刺
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突文を施しており、特殊壷の類と思われる。 5は複合口縁の甕である。稜は鋭く横に突出し、日縁

部は垂直気味にのびる。胴部下半を欠くが、外面に波状文とハケロを施す。

SX-08(第 117図 )

調査区西端に位置し、後背墳丘の西側斜面で検出した。平面形は 2段掘りの隅丸長方形を呈して

いる。 1段目の掘り方は、長軸3.5m、 短軸1.6m、 深さ6～22cmを測る。 1段目の底面はほぼ水平

で、幅は18～22cmで ある。そこからさらに掘り込まれている 2段目の掘り方は、長軸2.84m、 短軸

0.8～ 1.06m、 深さ18～30cmを測る。底面の規模は、長軸2.6m、 短軸0.7～ 0.94mを測り、 1段目の

掘り方上面から底面までの深さは、最大で42cmを測る。底面南側には幅14cm、 深さ2～ 3 cmの小口

穴が認められた。

遺物は何も出土していないため、時期については判断できなかった。

SI-01(第 119図 )

調査区西端斜面から検出した。西側半分は流出し、南側はSI-03に よって切られていた。平面

形は残存部分から推定すると円形を呈すると思われ、床面規模は残存長で南北軸3.7m、 東西軸3.0

mを測り、床面標高は32.3mである。壁高は東壁側で最大60cmを測り、やや傾斜して立ち上がる。

周濤は幅 6～ 26cm、 深さ 6 cmで、壁沿いに廻つている。床面はほぼ平坦であるが、西端は削平され

て傾斜している。柱穴は 5個検出しているが、主柱穴に対応するものは確定できなかった。柱穴の

上縁径は30～ 70cm、 深さは10～47cmを測る。

遺物は何も出上していないため、時期については判断できなかった。

SI-02(第 120図 )

調査区西端の、南向き斜面で検出した。 2棟の住居跡が切り合つており、新旧関係で、新しい方

を02a、 古い方を02bと する。

(SI-02a) 南側は削平されていたが、平面形は復元すると、五角形を呈すると思われる。床

面規模は残存長で東西軸5,Om、 南北軸3.4mを測り、床面標高は29.2mである。壁高は北壁隅で最

大66饂を測り、やや傾斜して立ち上がる。壁沿いに周濤等は認められなかった。床面はほぼ平坦で

あるが、南端部分は若干傾斜していた。

床面から柱穴 4個 と中央ピット1個を検出した。柱穴の上縁径は40～ 50cm、深さ44～64cmを測り、

柱穴間の間隔は2.2～ 2.5mを測る。中央ピットは円形で、径約84cm、 深さ61cmを測り、壁面側に黒

褐色土 (炭入り)が堆積していた。

遺物は床面付近から弥生土器の甕 7点 と高邦 1点が出土している。

(SI-02b)02aの 北壁側、約70cm高 い位置で検出した。幅36～ 64cm、 長さ約50m、 深さ約14
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第119図  SI-01、 03実測図
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第 120図 SI-02実 測図
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cmの濤 と、径 36cm、 深さ42cmの ピットの

み検出したが、平面形は判断できなかっ

た。

―一
‐́
Ⅲ  遺物は何も出土していない。

＼、、、_、        1        //´ 一イ/1  出土遺物 (第 122図 )

第121図 SI-03出 土遺物実測図  9   'Cm 甕 (1～ 7)は、外反してのびる口縁

部で、外面に平行沈線を施すもの (1～ 5)と、直立気味にのびる回縁部で、平行沈線を施さない

もの (6・ 7)があり、いずれも口縁部片だけであつた。高不 (8)は、口縁部と底部の境に段を

有するものであり、日縁部は外反して開く。これらの遺物の時期は、弥生時代後期後半頃と考えら

れる。

SI-03(第 119図 )

調査区西端で、SI-01と切り合っている竪穴住居跡である。 SI-01の南側を少し削って掘り

込まれており、床面の高さはSI-01よ り、約20cm低 く位置する。南側半分は削平されていたが、

平面形は東・西壁が外に広がっていることから推定すると、六角形を呈していたと思われる。床面

規模は残存長で東西軸4.6m、 南北軸2.4mを涙1る 。壁高は北壁で最大77cmを測り、垂直気味に立ち

上がるが、壁沿いに濤等は認められなかった。床面はほぼ平坦で、地山を削り床としており、貼り

床等は確認できなかった。柱穴は 2穴検出しており、径50～ 64cm、 深さ23～44cmを測る。

遺物は床面から土節器甑が出上している。

出土遺物 (第 121図 )

第 122図  SI-02出 土遺物実測図
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第123図 SI-04実 測図
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第124図  SK-01、 o2、 03実測図

甑は把手を欠くが、体部に痕跡が認められた。口縁部は外傾してのび、端部は平坦に近い。外面

にハケロが施される。時期は古墳時代前期～中期頃と考えられる。

SI-04(第 123図 )

調査区西端、後背墳丘 1よ り東の尾根上平坦面に位置する竪穴住居跡である。住居内には多数の

柱穴を検出したが、その柱穴を切るように、浅い円形の掘り込みが認められた。これは建て替えが

ボ町鑑鵜囃圏嘲爛Ⅷ

チ
2

〉¬蕉《i
4

SI-04出 土遺物実測図

-151-

0 10cm



駆

絶
@◎

響1里
〇
〇

A

i

C

⑧

緯

鶴

／隠輸
g

ヽ
０

第126図

行われたことを示しており、建て替え前をS

北壁側は 3個の焼土土墳と切 り合つており、

(SI-04a)

A′

.34.00
:1.責

褐色砂質土

C′

34.00

0 0.5 1m
半

SI-05実測図

I-04a、 建て替え後をSI-04bと 呼称する。また、

これらを西から順にSK-01～ 03と する。
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第127図  SI-05出 土遺物実測図

平面形は円形を呈し、東西軸8.2m、 南北軸7.2mを測り、床面標高は33.2mである。壁高は西壁

で最大54cmを測るが、北壁側は 3個の土墳によって壁が削られていた。壁沿いには幅約12cm、 深さ

7～ 8 cmの濤が廻っている。床面の遺存状態は不良であったが、ほぼ平坦に作られており、貼り床

等は認められなかった。

床面で柱穴を多数検出しており、主柱穴はPl～ P5の 5本が対応するものと思われるが、本来

は 6本柱であつたと考えられる。これらは04bに よって若千削られているが、平面形が不整形で、

底面が 2段ないしは、ひょうたん形を呈していることから、建て替えの際に柱を抜き取ったものと

考えられる。柱穴の規模は、長軸1.Om、 短軸54～60cmを測り、深さは36～64cmを測る。柱穴の間隔

は2.8～3.Omである。

(SI-04b)

平面形は円形を呈するもので、東西軸5.4m、 南北軸5.6mを測り、規模が縮小されて建て替えら

れている。床面の高さは04aょ り約 8 cm低 く、周りに濤は廻つていなかった。また、貼り床等の痕

跡も認められなかった。
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第128図  SI-06実 測図

多数の柱穴のうち、主柱穴はP6～ P9の 4本が対応するものと思われ、上縁径46～62cm、 深さ

43～53cmを測り、柱穴の間隔は2.6～2.8mを測る。また、これら主柱穴の中央で、中央ピットを検

出した。平面形は不整形で、長軸1.4m、 短軸0,74m、 深さ29～52cmを測る。内部からは、少量の上

器片が出上している。

(焼土土墳)(第 124図 )

SK-01は、長軸1.Om、 短軸0。 9m、 深さ34cmを測り、平面形は隅丸方形を呈している。壁面は

焼土化していたが、底面には認められず、また、炭等も認められなかった。内部には李大の礫が約

10点程入っていた。 SX-02は、長軸0,9m、 短軸0.7m、 深さ44cmを測り、平面形は隅丸方形状を

呈している。壁面のみが焼土化しており、内部からは須恵器甕片が出上している。SX-03は、径

0.85× 0.8m、 深さ27clnを 測り、平面形は円形に近い。壁面が薄く焼けていたが、内部に炭等は認め

られなかった。

出土遺物 (第125図 )

床面遺物で図化できたものは、壺形土器 1、 甕形土器 2、 低脚不 1であった。壷形土器 (1)は、

挙2＼｀
■    と             ~~~~

第 129図  SI-06出 土遺物実測図
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第130図  EttS B-01、 02実測図
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第131図 SB-01、 02出土遺物実測図

複合口縁を有するもので、口縁部が外反してのび、外面に平行沈線を施す。頸部内面にヘラ磨き、

肩部外面に櫛描刺突文と平行沈線を施している。甕形土器 (2。 3)は、複合口縁の稜が横外方に

突出して、口縁部は外傾してのびるものである。低脚邦 (4)は不部と脚部を欠いている。これら

の時期は、 1が弥生時代後期後半、それ以外は古墳時代前期と考えられる。

SI-05(第 126図 )

SI-04の東隣りに接しており、床面標高が約20cm高い位置にある。上面がかなり削り取られて

おり、ほとんど床面だけの状態で検出した。住居跡内には、多数の柱穴と、 SI-04同様の掘り込

みが認められ、これが焼土面を切っていることから、建て替えが行われたことを示している。建て

替え前をSI-05a、 建て替え後をSI-05bと 呼称する。

(SI-05a)

平面形は濤の一部分しか残っていないが、復元すると隅丸方形を呈していたと思われる。規模は

10cm
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第132図 EttS B-03実 測図

推定で約6.Om、壁高は最大で20

cmを測る。床面で多数の柱穴と

焼上を検出したが、主柱穴につ

いては判断できなかった。

(SI-05b)

規模を縮小して建て替えられ

た住居跡で、05aの床面から約

8～ 10cm低い位置にある。南壁

部分しか検出できなかったた

め、平面形や規模については不

明である。また、主柱穴につい

ても判断できなかった。

出土遺物 (第 127図 )

遺物は弥生土器の甕 4、 底部

2、 石製品 3が出上している。

甕形土器 (1～ 4)は複合口縁

を有するもので、回縁部は外傾

および外反してのび、外面に平

行沈線を施すものである。 1は

肩部に平行沈線と貝殻腹縁刺突

文を施している。底部 (5・ 6)

はいずれも平底である。 7～ 9

は磨石である。 7は先端に使用

痕が認められる。 8・ 9は片面

に使用痕が認められる。これら

の時期は、林生時代後期後半と

考えられる。

SI-06(第 128図 )

後背墳丘 2の下方、北向き斜

面に位置し、東隣りにN-7号

横穴が存在する。北側が半分以

⑨
|>

◎
|>

Ｂ
一

0 0.5 1m
崇
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10cm

第133図  SB-03出 上遺物実測図

上削平されていた。平面形は隅丸方形を呈し、残存長で長軸5。 8m、 短軸3.Omを測る。壁高は南壁

側で最大72cIIlを測り、やや傾斜して立ち上がり、壁沿いには幅約10cm、 深さ 3 cmの濤が廻つていた。

床面はほぼ水平で、貼り床などは認められなかった。

柱穴は、主柱穴が 2本 (Pl・ P2)と 中央ピットがある。主柱穴は、上縁径50cm、 深さ37～46

cmを測り、柱穴の間隔は2.8mで ある。中央ピットは大部分が削られていたが、2段に掘り込まれて

いた。

遺物は床面から少量の上器片が出上している。

出土遺物 (第 129図 )

1は鼓形器台の器受部である。口縁部は外傾してのび、端部は丸い。2は甕形土器の回縁部片で、

複合口縁部の稜が横外方に突出するものである。 3は平底の底部である。これらの時期は、古墳時

代前期頃と考えられる。

SB-01(第 130図 )

調査区西端の南向き斜面で検出した掘立柱建物跡である。当初、西隣りに続 くSB-02と 同一の

建物跡と思われたが、 2棟の建物跡が切 り合つてることが判明した。やや急な斜面を削って平坦面

をつくりだしていたが、西側はSB-02に よって若干削られていた。また、壁側に 1段高いテラス

状の平坦面があることから、建て替えられた可能性もある。床面規模は現存長で長軸8.5m、 短軸2.6

寿
で
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第 134図 EttS B-04、 05実測図
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m、 床面標高は31.3mを測り、ほぼ平坦になっている。壁高は最大で1.lmを測り、やや傾斜して立

ち上がる。建物跡は、桁行 2間 (5.4m)を検出しており、柱穴の規模は上縁径30～ 32cm、 深さ48～

54cmを測る。床面南端で40× 50cmの範囲で焼土を検出した。

SB-02(第 130図 )

SB-01の西隣りに位置し、壁は01の やや手前から削り込まれていた。床面規模は長軸6.9m、 短

軸1,0～2.4mを測り、床面レベルは01よ り約10cm低 く、ほぼ平坦になっている。壁高は北壁で最大

85cmを測り、傾斜して立ち上がる。建物跡は桁行 1間 (2.5m)を検出しており、柱穴の規模は上縁

径26～ 34cm、 深さ23～27cmを測る。床面には幅約14cm、 深さ6 cmと 、幅約50cm、 深さ 6～28cmの 2

本の濤が、床面長軸と平行に走っていた。壁側に幅約20cmの テラス状の平坦面があることから、建

て替えが行われた可能性がある。

遺物は埋土中から甕形土器 5、 高杯 1、 石器 1が出上しているが、SB-01と 02が混在している。

出土遺物 (第 131図 )

甕形土器 (1～ 5)は複合口縁を有するものであり、口縁部外面に平行沈線を施すもの (1・ 2)

と、平行沈線は無く、複合口縁部の稜が、横方向に突出するもの (3～ 5)がある。高杯 (6)は、

脚裾部のみである。 7は台石で、表面がくばんでいる。これらの時期は、 1・ 2が弥生時代後期後

半、その他が古墳時代前期初頭と考えられる。

SB-03(第 132図 )

SB-01・ 02の下方、SI-02の西隣りに位置する。斜面を削つて平坦面をつくりだしている。

床面規模は残存長で長軸約9,Om、 短軸1.4～ 1.9m、 床面標高は29,lmを測り、ほぼ平坦に近い。壁

高は最大で1.15mを 測り、傾斜して立ち上がる。東端側に幅約40cmの テラス状の平坦面があること

から、建て替えが行われた可能性もある。建物跡は桁行 2間 (5.Om)を検出しており、柱穴は上縁

径20～ 44cm、 深さ31～65cmを測る。また、床面に24× 58cmの焼土面を検出した。

遺物は床面上と埋土中から、甕形土器 7、 三形土器 1、 底部 3、 高郭 3が出土している。

出土遺物 (第 133図 )

甕形土器は、いずれも複合口縁を有するものである。口縁部が内傾して短くのび、外面に凹線を

施すもの(1)、 口縁部が外傾してのび、外面に平行沈線を施すが、複合口縁部の稜があまり突出せ

ず、屈曲するもの (3～ 7)、 稜が下方にのびるもの (2)がある。壺形土器 (8)は頸部片である

が、複合口縁を有するもので、頸部に穿孔がある。底部 (9～■)はすべて平底である。高不 (12

～14)は杯部が内湾するもの (12)、 口縁部と底部の境に段を有するもの (14)、 脚部でハの字形に

開くもの (13)がある。これらの時期は、弥生時代後期前半～古墳時代初頭にかけてのものと考え

られる。
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SB-04(第 134図 )

SI-05の東隣りで検出した。平

坦面に柱穴を安ったもので、現存で

桁行 2間 (3.3m)×梁間 1間 (2.2

m)の建物跡である。柱穴は上縁径

0.5～ 1.lm、 下縁径44～ 58cm、 深さ

50～64cmを測り、比較的大きなもの

である。また、この建物の中央から、

4号土器棺を検出している。

SB-05(第 134図 )

SB-04と重複している建物跡で

ある。現存で桁行 1間 (1.6m)×梁

間 1間 (1.6m)の規模である。柱穴

は上縁径50～ 68cm、 下縁径26～42cm、

深さ50-74(�を測る。

遺物が何も出上していないため、

時期については判断できなかった。

SK-04・ 05・ 06(第 135図 )

S-4号横穴の後背斜面で検出し

た焼土土墳である。SK-04は長軸

86cm、 短軸74cm、 深さ18cmを測り、

平面形は楕円形を呈する。 SK-05

は長軸1.6m、 短軸1.14m、 深さ26cm

を測り、平面形は精円形を呈する。

SK-06は長軸1,9m、 短軸1.5m、

深さ54cmを測り、平面形は楕円形を

呈している。内部から遺物は出上し

ていない。また、これらの性格につ

いては不明であつた。
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第135図  SK-04、 05、 06実測図
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臼コクリ遺跡は発掘調査の結果、弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居跡、弥生時代後期～奈

良時代の掘立柱建物跡、弥生時代後期頃の上壊墓、古墳時代中期頃の上器棺墓と古墳、古墳時代後

期の横穴墓群と多量の遺物が検出された。近年、これらについては当地域において調査例が増加し

ており、徐々にその様相等が明らかになりつつある。以下にはこれらの成果を援用しながら、当遺

跡の遺構や遺物について若千の検討を行い、まとめとしたい。

(1)横 穴 墓

E区の丘陵斜面から計16基検出された。このうち10基が北側斜面に、残り6基が南側斜面に存在

していた。北側斜面の横穴墓群については、N-10号横穴墓が未完成のままで放棄されているが、

これは地形的な制約よりも地質的なものが影響していたと考えられる。N-1～ N-9号横穴墓の

穿たれている地山は細粒風化花聞岩であるが、N-10号横穴墓からの地山は、花蘭岩の層を流紋岩

の岩脈が買くことによって熱水変質した花蘭岩である。前庭部・羨道部は風化花開岩の軟らかい層

を穿って造られていたが、中断部分には硬い流紋岩の層が覗いており、これによつて放棄せざるを

えなかったもののようである。築造工程を観察すると、前庭部は丁寧に加工調整されて完全に仕上

げられていたが、羨道部はやや粗い面を残しており、これは陰田横穴墓群で考察された横穴墓の築

造工程と一致している。当初、N‐ 10号横穴墓の東にも横穴墓の存在が考えられたが、この状況か

ら判断して、N-10号横穴墓が北側斜面の東限に位置するものと推測される。

また、本報告では北側斜面・南側斜面の 2グループに分けて説明したが、これらの横穴墓群が遺

存する丘陵尾根上には、 2つの後背墳丘が存在しており、この後背墳丘を中心に横穴が穿たれてい

ることからみれば、本来は後背墳丘 1を 中心とするグループ (N-1～ 6・ S-1・ 5・ 6)と後

背墳丘 2を中心とするグループ (N-7～ 10。 S-2～ 4)の群構成で捉えるべきかもしれない。

ただ、これらも北側・南側等で小支群に細分されるものと思われるが、ここでは墳丘を中心に考え、

これらをA群 (後背墳丘 1)と B群 (後背墳丘 2)と してみることにする。A群・B群でみた場合、

若子の相違が認められ、その特徴を示すと以下のとおりである。

A群

1)標高25～30mの割囲に穿たれている。

2)大形のものと、やや小形の横穴が混在しており、玄室形態は大形のものが擬似四注式平入り、

小形の横穴は丸天丼形を呈している

3)玄室内に須恵器屍床を形成するものがある (N-1～ 3)。
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4)玄室中軸線に沿った排水濤を有する。

5)閉塞施設に石材を使用するものと使用しないものがある。

B群

1)標高30～35mの範囲に穿たれている。

2)玄室が大形で、天丼は擬似四注式を呈し、平入りである。

3)玄室内に石棺を内蔵するものがある。(N-7号 も本来は石棺を内蔵していたものであろう)

4)玄室壁面沿いに排水濤を有するものがある。

5)閉塞施設に石材を使用する。

この様にA群とB群を比較すると、大雑把であるが以上のような相違が認められる。ただ、遺構

の規模、副葬品等にはさほど相違が認められず、これらの時期的な差異については後述するが、追

葬や盗掘等があり、明瞭には判断できなかった。以下、A・ B群を中心に、 2、 3の 問題点につい

て、さらに検討してみたい。

(横穴墓の構造)

横穴墓の構造分類 。名称等は、これまでの報告・研究論文等で玄室の天丼形態によって行われ、

様々に呼称されてきた。本報告書では横穴墓の構造を玄室・玄門・羨道。前庭として説明しており、

これは横穴墓と石棺式石室を比較検討し、前庭から玄室にいたる総体的構造による検討の必要性が
鬱)

あることを明らかにした、安来市高広遺跡の報告を基にしている。以下、これらについて簡単に説

明したい。

前庭部は大きく掘り込まれ、横断面が逆台形を呈するものが主流となっている。特徴的なものに

N-2号横穴墓がある。前庭部はかなり広く造られ、ここに土墳墓 4基が掘り込まれていた。これ

は当初から土墳墓を掘り込むことを前提として広く作り出されていたのではないかと考えられ、玄

室内に埋葬される人々と前庭に埋葬される人々の存在が指摘できる。松江市のヒノサン山横穴群や

は)

奥山遺跡では横穴墓の脇に土墳墓が穿たれているものがあり、類例は少ないものの、当時の墓制を

知る上で貴重な資料となるであろう。また、N-5号横穴墓の西壁側から小横穴 1基を検出した。

安来市の高広遺跡、松江市の狐谷横穴群・十三免横穴群にも小横穴の存在が認められており、それ

らの性格については、埋葬用と供献用の二通りの考えが示されているが、それらを裏付ける遺物が

何も検出されなかったため、その性格を捉えることはできなかった。

羨道部は、長さが lmを越えるものが多く、S-2号横穴墓のそれは2.lmと 長いものであり、幅

は玄門部に向かつて広がるのが普通である。N-7・ 9号横穴墓のように、前庭部より1段高くな

るものもみられる。

玄門部は奥行き0,7～ 1.9mま でのもので、S-2号横穴を除けば lm前後におさまり、羨道より

- 164 -



も狭 く、天丼部も低くなる。横断面形は釣鐘形か方形を呈している。

玄室については、天丼形態と平面形に分けてみることにする。天丼形態は、天丼と四壁に境界線

の無い擬似四注式が11例、丸天丼系が 4例認められ、擬似四注式のものはすべて平入りを呈してい

る。N-9号 に関しては、天丼と壁との境に掘り込みを設けて軒先を表現しており、家形をかなり

意識していると思われ、「便化家形」の範疇に属すると思われるが、断面形が他の横穴と同様に三角

形を呈していることから、ここでは一応擬似四注式に属するものと考えた。丸天丼系のものは、や

や小形の横穴墓のみに認められる現象で、四注式系との間に時期差は認められなかつた。平面形は、

丸天丼系のものを除けば、ほぼ正方形か横長の長方形を呈しているが、N-9号横穴墓は五角形な

いしは六角形を呈しており、断面形も家形を意識した作りであることから、他の横穴墓と若千様相

を異にしている。

(排水溝)

玄室床面に排水濤を有するものが多く認められる。しかし、これが排水用のためだけでなく、玄
●)

室内部を区画するものと両者の性格を有するものがあることが指摘されているが、ここでは一応,F

水濤として呼ぶことにする。本横穴墓群の排水濤を検討すると、先述のA群 とB群で様相が違って

おり、A群のものは玄室中軸線に沿って直線的に走るもので、B群のものは中央と周囲に設けられ

ている。A群では 9基中 5基に認められ、N-1～ 3号横穴墓は玄室内に須恵器屍床を形成するも

ので、N-1号 は濤の左側、N-2・ 3号は右側に須恵器破片が敷き詰められていた。これは須恵

器屍床によって玄室が区画されているが、濤を挟んで左右どちらかに形成されていることからみれ

ば、排水はもとより、濤によつて玄室を区画することも意識していたと思われる。B群では7基中

2基に認められ、玄室中央から左右どちらかの壁に廻るものであることから、排水とともに、屍床

を意識したものと考えられる。

(石棺・須恵器屍床)

本横穴群中、S-2号横穴墓から1基、 S-3号横穴墓から2基の計 3基の石棺が内蔵されてい

た。N-7号横穴墓も玄室内には遺存してないが、前庭部に石棺蓋が置かれていたことからみれば、

本来石棺を内蔵していたものと思われ、計 4基内蔵していたことになる。このように出雲地方では、

横穴墓の内部に石棺を内蔵するものが多数報告されており、現在知るところでは57遺跡63例あ
る(第

3表 )。 このうちの15遺跡16例が安来平野で確認されており、石棺を内蔵する横穴墓の集中する地域

でもある。また、これら石棺のほとんどが組合せ横国家形石棺であり、この種の石棺の系譜は九州

の横穴式石室に置かれた平入りの横口家形石棺が、石屋形化する流れの中に求めることができる
と

G)

されている。

ここで本横穴墓の石棺についてみると、N-7号横穴の石棺身については不明であるが、他 3基
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についてはいずれも組み合わせ式で、横口をもつ家形石棺である。材質は、通称「荒島石」と呼ば

れる角礫凝灰岩を使用している。S-2号横穴の石棺は、玄室西壁に沿って置かれており、前壁 2

枚、奥壁 2枚、側壁各 1枚、床石 1枚、蓋石 1枚 と前方に 3枚の板石を敷いて構成されている。蓋
0)

は頂部に平坦面をもち、方形状の縄掛突起が 3箇所施されるもので、若千古い様相を呈している。

S-3号横穴の石棺は、玄室東壁・西壁に沿って置かれていた。 1号石棺は前壁 2枚、奥壁 2枚、

側壁各 1枚、床石 5枚、蓋石 2枚 と前方に3枚の板石で構成され、 2号石棺は 1号石棺と類似の形

態をもつが、前壁が 3枚、床石が 6枚、前方の板石が 2枚 と若子の差異が認められる。また、 1号

石棺は玄室奥壁側が、 2号石棺は玄室入口側が広がっており、頭位は逆方向に埋葬されたもののよ

うである。

これら3基の石構のうち、S-2号横穴墓の石棺側石の前方床面に 2個の穴が穿たれており、石

棺に付属する何らかの施設と考えられた。最近調査された宮内遺跡H区 1号穴にも石棺が内蔵され

ていたが、この石棺は、前方に石柱を有する特異な構造をするものであった。本横穴墓の玄室内に

も、柱状の石が遺存していることから、本来は宮内遺跡同様に石柱が立てられていたと考えられる。
αD             α)

このような例は他に、松江市御崎山古墳、福岡県寿命大塚古墳に認められるものの、どのような意

味あいをもつのか捉えることができなかった。今後、他の横穴墓や古墳に内蔵される石棺を詳細に

検討していけば、同様な例が発見される可能性も高く、類例を待つて検討したい。

須恵器屍床を有する横穴墓は、N-1～ 3号横穴墓の 3例である。これらは須恵器の大甕をと、

2個破砕して、玄室内の左右どちらかに敷き詰めたものである。近年の調査で須恵器屍床を伴う横

穴墓が増加しており、松江市狐谷横穴群、島根町宮尾横穴群、米子市陰田遺跡、同大熔山横穴群、
は9

同東宗像遺跡等で確認されている。陰田遺跡の報告では、屍床に用いられる奏は、大小の 2個がセッ

トになって構成されると指摘されているが、N-2号横穴墓の須恵器屍床は、回縁部を欠く大甕 1

個体と大甕の底部下半のもので構成されており、器種構成や破砕の仕方等について、今後慎重に検

討する必要があるものと思われる。

(閉塞)

本横穴墓群の閉塞状況をみると、盗掘をうけていたり、何らかの原因で横倒しになっていたりし

て、全体の状況を把握できないが、石材を使用しているものと、石材を使用しないものの 2通 りが

ある。石材を使用しているものは、B群 (N-8・ 10号を除く)と A群のN-5号、S-1号横穴

墓の 7例である。このうちS-1・ 2・ 4号の 3例は 1枚の板石で塞ぎ、これらを除く4例は 2枚

の板石を使用して塞いでいたと考えられる。これらの材質は、石棺と同様の「荒島石」を使用して

いた。石材を使用しないものは上記以外のものであり、いずれも閉塞部の床面に、横長の濤を有し

ている。これは閉塞施設を固定させるために掘 り込まれたものの可能性が高く、閉塞施設としては、
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板材の使用が考えられる。玄室内まで土砂が入り込んでいることから、閉塞に使用した板材の腐朽

によって土砂が流入したものであろう。ただ、N-1・ 3号横穴の玄室内堆積土は意図的に埋めら

れた可能性があり、あえて閉塞を必要としなかったとも考えられる。

(後背墳丘)

臼コクリ遺跡では、横穴の存在する斜面の後背丘陵尾根上に 2基の墳丘が存在する。墳丘 1は直

径約10m、 高さ lmの 円形を呈しており、旧表土上に直接盛土をしたものであらた。墳丘上には埋

葬施設の存在は認められず、周濤も確認できなかった。墳丘 2は大半が流出していたものの、北側

で盛土を確認した。残存部分から察すると、規模は不明だが、墳丘 1と 同様に円形の盛土墳丘であっ

たと考えられる。埋葬施設、周濤等は確認していない。この墳丘周辺に横穴墓が穿たれていること

から、主体部が横穴墓であった可能性が高い。近年、墳丘を有する横穴墓の調査例が増加しており、

鳥取県米子市の陰田横穴墓群で 9基、同大熔山横穴群で 2基、臼コクリ遺跡に隣接する宮内遺跡で
は0      -

1基、大原遺跡で 1基の後背尾根上に墳丘を伴う横穴墓が確認されている。大熔山横穴墓群では、

墳丘はすべての横穴墓に伴うものではないとされ、墳丘を有する横穴墓は、墳丘を有さない横穴墓

より、規模、副葬品、立地等において優位にあり、小支群の核となる横穴墓が墳丘を伴つている傾

向が窺えるとされ、また、陰田横穴墓群では各小支群中で、最古期に築造された横穴墓に伴つてい

るとされている。宮内遺跡 。大原遺跡の横穴墓は単独で存在するものの、内部には石棺を内蔵して

おり、宮内遺跡のそれは、副葬品も優秀であり、横穴構造も古い様相を呈していることから、先の

傾向が容易に当てはまる。本横穴墓群では、墳丘を中心に大きく分けてA・ Bの 2群に分かれるも

のと考えた。墳丘がすべての横穴墓に伴わないとするならば、墳丘直下に存在するN-5号横穴墓

が墳丘 1、 N-7号横穴墓が墳丘 2を有する横穴墓と考えられる。ただ、この 2つの横穴墓は、盗

掘等により明確な構築時期や遺物が不明であり、他の横穴墓との優位性についても確かめることが

できなかった。A群では須恵器屍床や円頭大刀・玉類を伴うN-1～ 3号横穴墓が、B群では石棺

を安置し、単竜環頭大刀を副葬するS二 2・ 3号横穴墓が各群のなかで卓越しているが、直接墳丘

を有している訳でもなく、他の横穴墓との時間的な差があまり認められない。このことから考えれ

ば、本来は 1基の横穴墓のために構築された墳丘であっても、高塚古墳を強く意識する被葬者集団

の要求に伴つて、墳丘周辺に構築された後期群集墳の一形態として把握できるかもしれない。

(環頭大刀)

S-2号横穴墓から出上した単竜環頭大刀は、破砕された状態で出上したため、全体を把握する

ことは困難であるが、玄室内に分散して出土した把筒金、把縁金具、輪回金具、輪の筒金具が出土

していることから、ある程度復原が可能と思われる。柄頭は銹化が著しく、細部が明瞭でないが、

環体が偏平で、竜頭の角が長 く延び、竜の頸の後ろに小さな翼をもっている。これに類似した例は、
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大阪府高槻市塚原Pl号墳、千葉県香取郡小見川町城山 1号墳、岡山県赤磐郡山陽町岩田14号墳、

長野県飯田市川路古墳出土のものがあり、そのうちもっとも類似したものとして、城山 1号墳出土

品があげられ、これらは穴沢味光・馬目順一氏らによって、「塚原系列」と称されているものである。

年代については、岩田14号墳や城山 1号墳出土品からみて、 6世紀後半頃に比定されるものと考え

られる。

日本国内における単竜 。単鳳環頭大刀の出土例は穴沢啄光・馬目順一両氏によれば、出土地が判

明しているもので108例、出土地不明等のものが30例以上あるのではないかとされている。島根県で

での単竜・単鳳環頭大刀の出土例は、安来市元鷺の湯病院横穴と益田市鵜ノ鼻古墳群出土品の 2例

が知られており、自ヨクリ遺跡出土品は 3例目となる。またこのほかに、島根県内で出土した環頭

大刀には、双竜環頭のものが 5例知られているが、このうちの 2例が安来平野に認められるもので、

高広遺跡Ⅳ-1号横穴とかわらけ谷横穴出土品がある。ここで注目されるのが、単竜・単鳳環と双

竜環合わせて 8例のうち 4例が安来平野に集中しており、さらにこの 4例がいずれも横穴墓から出

土していることである。この事については、高広遺跡の報告の中で詳細に検討されており、今回新

たにもう 1例発見されたことは、家形石棺を内蔵することと合わせて、古代の安来平野における横

穴墓が一体何を象徴するものなのか考えていかなければならないであろう。

次に環頭大刀の出土状態についてみると、石棺前方の板石の上に、柄頭と把筒金等が置かれてい

たが、輪の筒金具はこれらと離れて置かれていた。これが故意に破砕されたのか、追葬に際して寄

せられたものか問題となるところであるが、銹化が著しく、打撃痕は観察できなかった。意図的に

破砕されたものとして、高広遺跡、福島県いわき市平神谷作白穴東 1号横穴・同平下高久八幡24号

横穴、静岡県榛原郡榛原町仁田山ノ崎古墳出土の 6世紀末以降の双竜環頭大刀に認められるが、 6

世紀後半の単竜・単鳳環頭大刀にはそれほど多くないとされている。このことから考えれば、本遺

跡出上の単竜環頭大刀は興味ある資料と言える。

(時期)

本横穴墓の年代について、出土遺物から検討してみたい。本来なら本遺跡の中での編年案が必要

であると思われたが、今回はそれを怠った。そこで、同じ安来市の高広遺跡の報告の中で、詳細な

編年が試みられているので、ここではそれを援用して、本横穴墓の時期についてみることにする(第

2表 )。

築造時期は、A・ B群ともに、S-4号横穴墓を除くとさほど時期差がなく、高広 IA期 (6世

紀後半頃)か ら構築され始め、最終埋葬時は、A群ではN-2号横穴墓が前庭部に墓墳が穿たれて

いることから、追葬の時期にやや幅をもつが、他は高広 IA～ IB期のごく短期間で最終埋葬が終

了している。B群では高広ШB期 まで追葬がみられ、特に石棺を内蔵する横穴墓に認められる。こ
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の中でS-4号横穴墓は、他の横穴墓が最終埋葬を終える頃の、ごく短期間に営まれており、本横

穴墓群の中では特異な存在である。

以上のことから、本横穴墓群はほぼ同時期に築造され、追葬を含めながら、A群は 7世紀前半、

B群は 7世紀末～ 8世紀前葉まで営まれたものとすることができる。

修)土 墳 墓 群

今回の調査で墳丘墓 2基、土壊墓 8基を検出した。墳丘墓は流出しているため本来の形態を留め

ていなかったが、長軸で10m前後の長方形状を呈していたものと思われる。 1。 2号 ともに地山を

削り出して墳丘基盤を形成し、盛土を行つている。周囲に貼石等は認められなかうたが、 1号墓に

は墓域を区画するための濤を有していた。ただこの濤は、 1号墓が構築された後に掘り込まれたと

考えられ、隣接する土墳墓の構築に関連するのかもしれない。 1号墓の主体部は 6基、 2号墓は 4

基検出しているが、 1号墓の第 1～ 3主体部は、墳丘の短軸方向にほぼ平行することから、同時期

と考えられるものの、第 4～ 6主体部は規則性が認められず、後出的なものといえる。 2号墓の主

体部は、いずれも墳丘の短軸方向に平行することから、ほぼ同時期と考えられる。遺物は 1号墓の

第 1主体部から弥生時代後期後半の土器が出土しているだけで、 2号墓からは何も出土していない

が、墓壌の穿たれ方に同様の規則性が認められ、おそらく1号墓の時期とほぼ同じくするものと理

解される。土墳墓については、立地からみて、墳丘墓に隣接してつくられるものと、そこから約200

m離れてつくられたものがあり、 2つのグループの存在が指摘できる。遺物を伴うものが少なく、

時期決定の決め手に欠くが、墳丘墓と同時期、もしくは若千後出するものが混在していると思われ

る。出土遺物の中で注意されるのが、特殊器台と特殊壷形土器の存在である。いずれも小片で全体

を窺い知ることはできないものであったが、出雲地方においては本遺跡のものを含めて、出雲市西

谷墳墓群、同矢野遺跡、伯太町カウカツ遺跡の 4例 しか認められず、古代吉備との関係を考えるう

えで貴重な資料となるであろう。

●)土 器 棺 墓

本遺跡の丘陵尾根上平坦面から4基の上器棺墓を検出したが、これらはいずれも違う構成をして

いた。ここでもう一度簡単に触れると、 1号土器棺は 1個体の甕形土器を横倒しにして埋葬するも

の、 2号土器棺は 1個体の甕形土器を縦に真二つに割り、日縁部を正反対に向けて伏せて、遺骸を

覆つたものである。 3号土器棺は 3個体の壺 。甕形土器で構成されるもので、 2つの上器の底部を

割って底部を重ね合わせたものに、残りの 1個体の上器を縦割りにして、 2つの土器の口縁部を塞

いだものである。 4号土器棺は回縁部を取り除いた土器 1個体を大きな破片に割つて伏せたもので

ある。 4基 とも内部に遺物が伴つていないことから、被葬者については判断できなかった。また、

これら土器棺は、複合日縁を呈するものであったが、 3号土器棺の 3個体のうちの 1個体は、他の
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土器と様相が異なっており、他地域との関連も考慮しなければならないであろう。

い)竪穴住居跡・掘立柱建物跡

E区から弥生時代後期後半～古墳時代初頭の竪穴住居跡 6棟 と掘立柱建物跡 5棟を、D区から古

墳時代後期～奈良時代頃の掘立柱建物跡 5棟を検出した。

竪穴住居跡については、 SI-02・ 04・ 05が弥生時代後期後半、 SI-03・ 06が古墳時代前期～

中期と考えられ、平面プランは、円形、多角形、隅丸方形が混在しており、重複するもの、建て替

えが行われたものが認められた。 SI-02・ 06に は中央ピットが付属しており、SI-02の それに

は炭化物が含まれていた。竪穴住居跡の中で注目されるのは、 SI-04・ 05の存在である。これら

は丘陵尾根上の狭い平坦面いっぱいにつくられていた円形住居で、SI-04は径約8,Om、 05は径約

6.Omを浪1る やや大型のものであつた。両者とも建て替えが行われており、SI-04は 径約6.Om、

05に ついては明確にし得なかったが、規模を縮小して建て替えられていた。この縮小が何に起因す

るものなのか把握できなかったが、立地や規模等が他の住居と比較すると差異が認められることか

ら、特殊な用途の建物跡であつた可能性も考えられ、今後の資料の増加を待つて検討したい。

掘立柱建物跡は、E区で検出したものは竪穴住居跡と同時期で、D区のものは古墳時代後期～奈

良時代頃と考えられる。これらの建物跡は斜面を垂直に削り込んで平坦面と壁面を作りだし、その

平坦面に建物を構築したものが多く認められる。斜面であるが故に、そのほとんどが流出していた

ため、正確な規模や形態については捉えることができなかった。このように斜面をカットして建物

を建てる例は多数見つかつており、安来市では宮内遺跡、越峠遺跡、島田南遺跡、高広遺跡などが

ある。E区の掘立柱建物跡は、竪穴住居跡と併存しており、当時の集落形態や規模を考えるうえで

新しい資料を提供したものと思われる。

(5)お わ り :こ

以上、簡単ではあるが臼コクリ遺跡で検出された遺構・遺物について検討してきた。横穴墓につ

いては、古墳時代後期に特徴的な横穴式石室の認められない安来平野において横穴墓の研究は重要

であり、今回の調査で16基もの横穴墓を発見したのは貴重な成果であつた。今回は横穴墓の構造、

石棺や環頭大刀等について簡単に触れただけであり、横穴墓の被葬者等の問題について、今後さら

に検討していかなければならないであろう。
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番号 遺  跡  名 所  在  地 棺 型 式 官勢 玄室形態 主要 遺 物 時   期 文献 備 考

1 臼ヨクリ遺跡S-2号 安来市佐久保町 組合せ、家形、
横口

1
凝似四注式
(平入り)

単竜環頭大刀 6c末～7c初
後背墳丘
あり

2 臼ヨクリ遺跡S-3号 安来市佐久保町 組合せ、家形、
横口

2
凝似四注式
(平入り)

6c禾～ 7c初
後背墳丘
あり

3 大原 1号横穴 安来市佐久保町 組合せ、箱形 1
擬似四注式
(平入り)

大 刀 Ⅳ期
後背墳丘
あり

4 穴神横穴 安来市吉佐町
組合せ、家形、
横口

1 便化家形 鉄刀 Ⅳ 期 ③Э
棺蓋に丹
塗りあり

5 堤谷横穴 安来市宮内町 組合せ、厨子形 1 丸天丼 耳環、玉類 Ⅲ期 ③③

6 鳥木横穴 安来市鳥木町
組合せ、家形、
横口

1 便化家形
圭頭大刀、金
銅冑

Ⅲ期 ③③

7 矢田横穴群 1-3号 安来市矢田町 くり抜き、家
形、横回

1 丸天丼 ⅡI～Ⅳ期 ②Э

8 矢田横穴群 2-1号 安来市矢田町 組合せ、家形、
横口

1 便化家形 Ш期 ②⑪

9 矢田横穴群 2-2号 安来市矢田町 組合せ、家形、
横口

ユ 便化家形 Ⅳ期 ②①

矢田横穴群 3-1号 安来市矢田町 組合せ、家形、
横口

l ②Э

矢田横穴群 消滅 安来市矢田町 組合せ、家形 l ②①

矢田横穴群 (広江宅) 安来市矢田町 家形 l ②Э

元鷺の湯病院横京 安来市植田町植田
組合せ、家形、
(口無し)

l

大

蜘ヽ馬具
単

刀 ①①

高広遺跡 4-1号 安来市黒井田町
組合せ、家形、
横口

l
擬似四注式
(平入り)

双竜環頭大刀 6c末～7c初 ③

宮内横穴 安来市宮内町
組合せ、家形、
横口

l 丸天丼 馬具、太 刀 III期 ④
後背墳丘
あり

湯谷横穴 1号 東出雲町 組合せ、厨子形 l 便化家形 Ⅲ期 ⑤

東光台横穴 松江市東津田 組合せ、家形 l
四注式
(平入り) ⑥

狐谷横穴群 2号 松江市山代町狐谷 組合せ、横口 l
擬似四注式
(妻入り)

Ⅳ 期 ⑥

狐谷横穴群 3号 松江市山代町狐谷
組合せ、家形、
横口

l
擬似四注式
(平入り) ⑥

狐谷横穴群15号 松江市山代町狐谷 組合せ、横口 l
擬似四注式
(妻入り)

Ⅳ期 ⑥ 壁画あり

狐谷横穴群16号 松江市山代町狐谷 組合せ、横口 l
擬似四注式
(妻入り)

Ⅳ期 ⑥

十二免横穴群 2号 松江市矢田町十王免
組合せ、家形、
横口

1 家形 Ⅳ期 ⑦ 線刻壁画

十三免横穴群20号 松江市矢田町十王免
組合せ
(石棺痕)

l ③

十三免横穴群21号 松江市矢田町十王免
組合せ
(石棺痕)

l ③

桜崎横穴 松江市東奥谷町桜崎 組合せ、厨子形 1 ③③

稲磯横穴群 1-1号 松江市佐草町 霜 形 1 ①①

ヒヤクダ横穴 松江市比津町 家形 l 家形 ①①

北小原横穴 松江市西浜佐陀町
横口式家形、
横口式組合せ

2
四注式
(妻入り)

Ⅳ期 ⑨
閉塞石の
陽刻

論田横穴 2号 松江市西津田町論田
組合せ、家形、
横口

1 ⑩

第 3表 石棺を内蔵する横穴一覧
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番号 遺  跡  名 所  在  地 棺 型 式 官数 玄室形態 主要 遺 物 時   期 文献 備  考

弥陀原横穴 1号 松江市乃白町 組合せ、横□ ユ 家 形 ⑫

亀田横穴 松江市東奥谷 l ⑪

御津貝塚横穴 2号 鹿島町御津 箱式 1 擬似四注式 Ⅳ期～ O

徳連場横穴 玉湯町玉造徳連場 便化家形 2 蒲鉾形 ①

花立横穴群 1号 玉湯町玉造 箱形 1 蒲鉾形 Ⅲ期 ⑬

花立横穴群 2号 玉湯町玉造 箱形 l ⑩

花立横穴群 4号 玉湯町玉造 箱形 2 蒲鉾形 ④

卜金松横穴 玉湯町湯町 1 ⑬

穴薬師横穴群 玉湯町林村別所 1
寄棟
(平入り)

⑬

山崎横穴 玉湯町布志名 1 ⑬

栗屋山横穴群 3号 宍道町上来待 組合せ、厨子形 1 家形 ⑪⑭

松石横穴 宍道町東来待 組合せ、家形 1 Ⅲ期 OO

下倉横穴墓群 2号 宍道町白石
組合せ、家形、
横口

1 家形 ⑭

女ケ峠横穴墓 宍道町白石 組合せ、箱式 1 丸天丼 金環、鉄鏃 ⑭
棺床に須
恵器片

角田横穴墓群 1号 宍道町上来待 箱式 1 ⑭ 埋没

平田横穴群 1号 加 茂 町岩 田 箱形 1
四注式
(妻入り)

Ⅲ期後半 ③

上塩冶横穴群32-1号 出雲市上塩冶町
組合せ、家形、
横口

2
四注式
(妻入 り)

Ⅳ期 ⑮

上塩冶横穴群32-6号 出雲市上塩冶町
組合せ、家形、
横口

1 丸天丼 Ⅳ期 ⑮

井上横穴群C-5号 出雲市古志町 家形 2 銀装大刀 ①

妙蓮寺横穴 出雲市古志町
家せ、紳

△
口
，
い

組
形

1 ①

福知寺横穴群 1号 出雲市知井宮町
組合せ、家形、
横口

1 家形 ①

小浜横穴 出雲市神西沖町小浜 家形、横口 1 ①

東谷横穴 出雲市神門
組合せ、家形、
横口

l 四注式 ①

八幡宮横穴群 4号 湖陵町西二部
組合せ、家形、
横口

l
擬似四注式
(妻入り)

Ⅳ期 ⑮

下阿井横穴 仁多町下阿井 略式箱形 l 便化家形 ①

滝ノ尻谷横穴墓 横田町稲原 箱式 l
擬似四注式
(妻入り)

⑪

小池奥 7号 横田町中村 箱式 1 擬似四注式 ⑩

天狗松 5号 横田町下横田 箱式 l
四注式
(妻入り)

⑩
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宍道町教育委員会『宍道町歴史史料集 (古墳時代編 I)』  1993年

・島根県教育委員会『出雲・上塩冶地域を中心とする埋蔵文化財報告』 1980年

近藤正「湖陵・二部八幡宮横穴群」『島根県埋蔵文化財調査報告書』第 I集  1969年

鹿島町教育委員会『御津貝塚横穴群発掘調査報告書』 1 1984年

横田町教育委員会『滝ノ尻谷横穴発掘調査概報』

横田町教育委員会『小池奥横穴群発掘調査概報』 1989年

横田町教育委員会『天狗松横穴群発掘調査概報』 1990年
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10図 -1 周 溝 内 須 恵 器 蓋
２ｃｍ
鯨

径

高

口

器
綴密 良好 肉面淡灰色、外面濃灰色 回転ヘラケズリ、回転ナデ

10図 -2 周 溝 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 5cm

器 高 6 5cm 長石粒を少
々含む 良好 内、外、断面ともに淡灰色 回転ヘラケズリ、回転ナデ

10図 -3 周 溝 内 円筒埴輪 最大径  25cm
2 5aulま での砂粒

を含む
良好 内面茶褐色、外面橙褐色 ケヽロ、ナデ

10図 -4 周 違  内 円筒埴輪
回 径 28 8cm
残存高 24 8cm

密 良好 内、外面 ともに橙褐色 ハケロ

17図 -1 加工段床面 土 師 器 甕
帥
枷
帥

径
高
径大

国
器
最

2511mま で の砂粒

を含む
良好 内、外面ともに橙褐色 指頭圧痕、ナデ、ヘラ肖」り

17図 -2 加工段床面 土 師 器 奎

径
高
径大

回
器
最

11 4cm
10 1cm
12 8cm

2 ndま での砂粒を

含む
良好
内面黒褐色暗褐色、外面橙

褐色
ヘラ削り、ナデ、指頭圧痕

W図 -3 加工段床面 上 師 器 甕

回 径 13 2cH
器 高 101m
最大径 14 0cm

3Emま での砂粒を

含む
良好 内、外面 ともに黄橙色 ヘラ削り、ナデ、指頭庄痕

17図 -4 加工段床面 土 師 器 手控土器
帥
　
釦

径

高

口

器

1 5ndま で の砂粒

を含む
良好 内、外面ともに橙褐色 手づ くね

17図 -5 加工段床面 土 師 器 甕
ｃｍ
ｍ
ｍ

径
高
径
存
大

日
残
最

2 unま での砂粒を

含む
良好 内、外面ともに黄褐色 ヘラ削り、ナデ、ハケメ

17図 -6 加工段床面 土 師 器 甑
鉤
ｍ
的

径
径
高

回
底
器

2mま での砂粒を
含む

良好 内、外面 ともに黄褐色 ヘラ削り

17図 -7 加工段床面 土 師 器 甑
ｍ
　
帥

径

一局

口

器

3 maま での砂粒を

含む
良好 内面黄褐色、外面橙褐色 ヘラ削り、ナデ、ハケメ

23図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
ｃｍ
　
帥

径

高
口

器
lal密、微粒子含む 良好 内、外面ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

23図 -2 ヱ  軍  肉 察 恵 器 麗
ｃｍ
　
伽

径

高

回

器
緻密、微粒子含む 良好 内、外面ともに黒灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

23図 -3 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 6cll

器 高 4 7cm 緻密、微粒子含
む
やや

不良
内、外面 ともに灰白色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

23図 -4 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回

器

径 11 6cm

高 4 6cm
lBl密 、微粒子含む 良好 内、外面ともに濃灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

23図 -5 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
ｃｍ
∽
ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

lFl密 、微粒子含む 良好 内、外面ともに灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

23図 -6 玄 室 内 須 恵 器 郵   身
Ｃｍ
∽
伽

径
径
高
部
回
受
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面ともに灰色 回転ナデ、ナデ、削 り

23図 -7 玄  室  内 須 恵 器 不   身
ｃｍ
ｍ
ｃｍ

径
径
一局

部
回
受
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

23図 -8 玄 室 内 須 恵 器 イ   身
Ｃｍ
Ｃｍ
帥

径
径
高
部
口
受
器

lal密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰白色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

23図 -9 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 8cm
器 高 34伽 lgl密、微粒子含む 艮 好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

23図 -10 前 庭 部 須 恵 器 蓋
日 径 13 6cm
器 高 4 4cm 緻密、微粒子含

む 良好 内、外面ともに灰自色 回転ヘラ肖Jり 、回転ナデ、ナデ

23図 -11 54 前 庭 部 須 恵 器 蓋
径

高

日

器
緻密、 l IIIa前後の

粒子含む
良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ剖り、回転ナデ、ナデ

23図 -12 54 羨 遣 須 恵 器 蓄
口

器

径 13 4cm

島 4 5cm
級密、 1～ 2m弱
の砂粒含む

良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ

23図 -13 羨 道 須 恵 器 蓋
径

高
回

器
級密、 1～ 2画弱
の自色砂粒含む

良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ヘラ肖」り、回転ナデ

臼 コ ク リ 土 器 観 察 表
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23図 -14 羨 道 須 恵 器 蓋
回 径 13 0cn

器 高 3 2cln
緻密、 l mm前 後の

砂粒含む
良好 内、外面ともに淡～濃灰色 回転ナデ

23図 -15 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径 107m
器 高 4 8cn 緻密、微粒子含む 良好 肉、外面 とも

に灰色 回転ヘラ剖 り、回転ナデ、ナデ

23図 -16 前 庭 部 須 恵 器 郷   身
口

器

径 11 lcm

高 4 8cm
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ肖」り、回転ナデ、ナデ

23図 -17 羨 逼 須 恵 器 tTN  身
回 径 10 6on

器 高 4 2cm 綴密、微粒子含む 良好 肉、外面 とも
に灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

23図 -18 羨 道 須 恵 器 郷   身
口

器

径 11 lcm

高 4 0cll

緻密、 l lag前 後の

白色砂粒含む
良好 肉面淡灰色、外面濃灰色 回転 ナデ

23図 -19 羨 逼 須 恵 器 不   身
日

器

径 11 0cm

高 4 0cm
緻密、 1～ 2 mI弱
の自色砂粒含む

良好 内面淡灰色、外面濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ

23図 -20 羨 道 須 恵 器 不   身
回

器

径 110t41

高 3 7cm
緻密、 1～ 2Ш弱
の自色砂粒含む

良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ

23図 -21 羨 道 須 恵 器 直 口 壷
器

底
高 10 3cll

径 5 6clH
緻密、 lm前 後の
自色砂粒含む

良好 内、外面ともに淡灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ

23図 -22 前 庭 部 須 恵 器 直 口 壷
口

器

径 9 4cal

高 12 2cm
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

23図 -23 羨 道 須 恵 器 一望
口

器

径 8 4cm
高 13 8cm

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ
カキロ

24図 -1 羨 道 須 恵 器 臨
径 10 5cH

高 10 7cm器
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色 回転ヘラ削り、回転ナデ

24図 -2 羨 道 須 恵 器 高   琴
口
器
底

径 13 2cm
高 11 0cm
径 10 7ca

級密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色 回転 ナデ、 ナデ

24図 -3 羨 道 須 恵 器 堤   瓶
口

器

径 11 4ca

高 21 5cnl

1～ 2m前後の自
色砂粒含む

艮 好 内面灰黒色、外面暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、平行タ

タキ

30図 -1 57 玄 室 内 察 恵 器 蓋
口

器

径 12 0cl

高 4 3cl
やや粗、 5 mmま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、テデ

30図 -2 57 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
径
径
高
部
口
受
器

蒟
画
面

やや粗、 2 mmま で

の砂粒含む
艮好 内面青灰色、外面暗灰色 回転ナデ、ナデ

30図 -3 玄 室 内 須 恵 器 臨
回

器

径 11 2cm

高 13 6cnl

やや密、 4 attま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ

30図 -4 玄 室 内 須 恵 器 臨
口

器

径 10 9cm

高 14 2cll
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

30図 -5 玄 室 内 須 恵 器 高   郷
ω
∞
鰤

径
径
高
部
口
脚
器

やや衝、 3山 まで
の白色砂粒含む

良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、ナデ

30図 -6 玄 室 Fl 須 恵 器 堤   瓶 飾
�
輸

径
径
高
大
回
最
器

密、 34dま での砂
粒含む

良好 内、外面ともに灰黒色 回転ナデ、格子状タタキ

30図 -7 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶
径
径
高
大
回
最
器

14 8cm
21 0cm
23 8cm

やや密、 811ま で
の砂粒を含む

良好 内面灰色、外面暗灰色 回転ナデ、回転カキロ

31図 -1 玄 室  内 須 恵 器 堤   瓶
口

器

径 10 4cm

高 18 0cm
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色

回転ヘラ削り、回転ナデ、回転ナ

デ後カキロ

31図 -2 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶 銅
　
Ｃｍ

径

高

口

器
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色

回転ナデ、回転ナデ後タタキ、カ

キロ

31図 -3 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶
伽
帥
∞

径
径
高
大
国
最
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色 回転ナデ、回転ナデ後カキロ

31図 -4 玄 室 内 須 恵 器 堤  瓶
日

器

径 10 0cm

高 19 8cH
緻密、微粒子含む 艮 好 内、外面 ともに灰色 回転ナデ、回転ナデ後カキロ

32図 ― ] 玄 室 内 須 恵 器 高   郷
ｃｍ
側
ｃｍ

径
高
径

口
器
底

密 良好 内、外面ともに灰黒色 回転ナデ、静止ナデ
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32図 -2 玄 室 内 須 恵 器 高   郷
曰 径 15 2cm
脚部径 11 0cm
器 高 12 3cm

やや粗、 5噸 まで
の白色砂粒含む

良好 内面暗灰色、外面灰色 回転ナデ、静止ナデ

32図 -3 玄 室 内 察 恵 器 高   不
径
一局
径

口
器
底

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

32図 -4 玄 室 内 須 恵 謡 直 口 壷 輸
輸
臨

径
径
高
大
回
最
器

やや密、 3 mnま で

の砂粒を含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -5 玄 室 内 須 恵 器 直 口 重
口 径 9 4cm
最大径 12 0cn
器 高 11 5cm

やや密、 6mま で
の砂粒を含む

良好 内面暗灰色、外面灰黒色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

32図 -6 羨 道 須 恵 器 蓋
口 径 12 4cm

器 高 4 3ctl
やや密

や

良

や

不
内面淡灰色、外面灰白色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -7 羨 道 須 恵 器 蓋
回 径 13 0cnl

器 高 4 4cn
密 良好 内面暗灰色、外面灰黒色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -8 羨 道 須 恵 器 蓋
回 径 12 8cm
器 高 4 5cn

密
やや

不良
内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -9 羨 道 須 恵 器 蓋
口 径 12 8cal
器 高 3 9cm 密 良好 内面青灰色、外面灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静上ナ

デ、ヘラ切 り痕あり

32図 -10 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 130m
器 高 3 4cm

密 良好 肉、外面ともに青灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -11 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口

器

径 11 0cm

高 4 2cm
やや密、 4 Eatま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、ヘラ切 り痕あ り

32図 -12 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 6cm
器 高 3 9cm 緻密、微粒子含

む 良好 内面灰色、外面淡灰白色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

32図 -13 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 1cm

器 高 4 0cnl
織密、微 粒子含 む 良好 内面濃灰色、外面灰色 回転ヘラ肖」り、回転ナデ、ナデ

32図 -14 前 庭 部 須 恵 器 蓋
ｍ
　
伽

径

高
口

器
白色小砂粒含む 良好 内、外面ともに灰自色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

32図 -15 前 庭 部 須 恵 器 蓋
回 径 12 0cm
器 高 3 6cn 緻密、

微粒子含む 良好 内、外面 ともに濃灰色
回転ヘラ肖Iり 、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切り痕あり

32図 -16 羨 道 須 恵 器 蓋
鰤

飾

径

高
回

器
白色砂粒含む 良好 内面淡青灰色、外面灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -17 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 6cal

器 高 3 5cm 緻密、微粒子含
む 良好 内、外面ともに灰色

回転ヘラ肖」り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

32図 -18 前 庭 部 須 恵 器 不   身
口 径 11 2dl
受部径 14 2cll
器 高 4 8cm

やや粗、 5卿 まで
の自色砂粒含む

や

好

や

良 内面黄灰色、外面灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -19 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径 10 6cm
受部径 13 6cm
器 高 3 8cll

密
やや

不良
内面暗灰色、外面淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -20 羨 道 須 恵 器 不   身
口 径 11 2cn
受部径 14 0oll
器 高 4 2cm

密
やや

不良
内面灰色、外面淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -21 前 庭 部 察 恵 器 杯  身
日 径 10 8cm
受部径 134飩
器 高 3 5cn

密 良好 内面黒灰色、外面暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

32図 -22 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
ｍ
帥
Ｃｍ

径
径
高
部
回
受
器

密 良好 内面青灰色、外面暗灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

33図 -1 前 庭 部 須 恵 器 杯   身 飾
輸
飾

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

33図 -2 前 庭 部 須 恵 器 不   身
伽
帥
Ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

練密、微粒子含む 良好 内、外面ともに灰白色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

33図 -3 前 庭 部 須 恵 器 ITN  身
ｍ
ｍ
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

窪 良好 肉、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止サ

33図 -4 羨 芭 須 恵 器 不   身
輸
輸
飾

径
径
高
部
口
受
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに青灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ
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33図 -5 羨 道 須 恵 器 不   身
口 径 105伽
受部径 13 5cm
器 高 41枷

白色小砂粒含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

33図 -6 前 庭 部 須 恵 器 不   身
ｍ
釦
ｍ

径
径
高
部
日
受
器

lal密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

33図 -7 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径 ■ lcm
受部径 14 1cm
器 高 4 1cm

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

33図 -8 前 庭  部 須 恵 器 邦   身
ｍ
ｍ
帥

径
径
高
部
日
受
器

白色砂粒含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

33図 -9 前 庭 部 須 恵 器 直 口 壷
径
径
高
大
口
最
器

9 2cm
l1 8cm
12 6cm

やや密、 3 ddま で

の白色砂粒含む
良好 内、外面 ともに暗灰褐色 回転ヘラ削り、回転ナデ

33図 -10 前 庭  部 須 恵 器 直 口 壺
枷
廻
伽

径
高
径

大最
器
底

密 良好 肉、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

33図 ―H 61 羨 道 須 恵 器 直 口 壷

径
径
高
大
口
最
器

96嗣
11 9cm
12 2cm

密 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

33図 -12 前 庭 部 須 恵 器 直 口 壷
曰 径 9 1cm
最大径 11 0cH
器 高 H5cal

絞密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

33図 -13 前 庭 部 須 恵 器 子 持 壷 ∞
　
∞

径

高
口

器
密 良好 内面暗灰色、外面灰黒色 回転ナデ、テデ、ヘラ切 り痕あり

33図 -14 羨 道 須 恵 器 堤   瓶 噛
飾
�

径
径
高
大
国
最
器

やや密、 3mま で
の白色砂粒含む

良好 肉、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、カキロ

34図 -1 S X 01 須 恵 器 麗
４Ｃｎ
豹

径

高

口

器

05～ lmの 自砂
粒含む

艮 好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

34図 -2 S X 01 須 恵 器 杯   身
口 径 10 6cn
受部径 13 4cm
器 高 4 2fll

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ、
ヘラオコン

34図 -3 S X 02 須 恵 器 壷 底 部 高台径 7 6cn
器 高 6 7cm 密 良好 内面暗灰色、外面灰色 回転ナデ、ナデ、静止ナデ

34図 -4 S X 02 須 恵 器 堤  瓶 帥
　
Ｃｍ

径

高

口

器
緻密、微粒子合む 良好 灰色、濃灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ、
ヘラオコン

40図 -1 玄 室 内 須 恵 器 堤  瓶
曰

器

径 16 4cm

高 30 7cH
級密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、カキロ後タタキ

41図 -1 羨 道 須 恵 器 蓋
Ｃｍ
　
ｍ

径

一局

口

器
lSl密、微粒子含む 良好 内面灰白色、外面灰黒色

回転ヘラ肖」り、回転ナデ、ナデ、
ヘラオコシ

41図 -2 羨 道 須 恵 器 蓋
口

器

径 12 6cln

高 4 3cm
緻密、微粒子含む 良好

内面淡灰色、外面灰黒色―

部灰色
回転ナデ、ナデ、ヘラ切 り未調整

41図 -3 羨 道 須 恵 器 蓋
回

器

径 12 0cm

高 3 8cm
lal密 、 14m前後の
粒子含む

良好 内、外面ともに灰自色 回転ヘラ割 り、回転ナデ、ナデ

41図 -4 羨 道 須 恵 器 蓋
口 径 13 4cm
器 高 4 2cm 自色微砂粒合

む 良好
内面淡青灰色、外面灰色一

部灰黒色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

41図 -5 羨 道 須 恵 器 蓋
日

器

径 12 7cm

高 4 0cm

2～ 3mの 白色砂
粒含む

良好 内面灰色、外面灰黒色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

41図 -6 羨 道 須 恵 器 杯   身
枷
ｍ
∞

径
径
高
部
回
受
器

緻密、微粒子含む 良好
内面灰色、外面灰黒色 と灰

色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ、
ヘラ切 り痕あり

41図 -7 羨 道 須 恵 器 邪   身
口 径 10 2cm
受部径 13 0cm
器 高 4 1cm

緻密、 2 mm前後の

粒子含む
良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

41図 -8 羨 道 須 恵 器 邪   身
ｍ
ｍ
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ナデ、ナデ、ヘラオコン

41図 -9 鼓 道 須 恵 器 不   身
回 径 11 0cm
受部径 13 8cm
器 高 4 1ca

緻密、 2～ 3 ddtま
での粒子含む

良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

41図 -10 羨 道 須 恵 器 不   身
銅
∞
帥

径
径
高
部
回
受
器

白色小砂粒含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ナデ、ナデ、ヘラ切 り痕あり
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41図 -11 羨 道 須 恵 器 高   邦
ｃｍ
ｃｍ
師

径
高
径

口
器
底

l lm前 後の白色小

砂粒含む

やや

不良
内、外面 ともに灰色 回転ナデ、回転カキロ

43図 -1 N 須 恵 器 塞
回

器

径 50 6cm

高102 8cm
lgl密 、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 ナデ、カキロ、タタキ

43図 -2 N 2 須 恵 器 墾
胴部の推定径

100cm
器 高107 8cn

微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 カヤロ、タタキ

43図 -3 N 須 恵 器 甕 最大径 610伽 微粒子含む 良好 内、外面ともに灰色 カキロ、タタキ

46図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 5cm
器 高 4 4cm

1～ 2 Hal程 度の砂
粒含む

良好 内面黄褐色、外面暗黄褐色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

46図 -2 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
枷
ｍ
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

l nd程 度の砂粒台
む

不 良 内、外面 ともに灰白色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

46図 -3 前 庭 部 察 恵 器 蓋
口 径 13 2cm

器 高 4 3cm
1～ 2m程度の砂
粒含む

良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ナデ、ナデ

46図 -4 前 庭 部 須 恵 器 直 口 壷
ｍ
伽
ｃｍ

径
径
高
大
口
最
器

2 1da程度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

50図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 122伽
器 高 4 4cm 微粒子含

む 艮好 内面暗紫灰色、外面淡灰色 回転ヘラ肖」り、回転ナデ、ナデ

50図 -2 玄 室 内 須 恵 器 郷   身
ｃｍ
伽
帥

径
径
高
部
回
受
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

50図 -3 玄 室 内 須 恵 器 杯  身
銅
鉤
ｍ

径
径
高
部
日
受
器

微粒子含む 良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

50図 -4 玄 室 内 須 恵 器 高 台 jT
口 径 14 1cm

器 高 6 7cm 密 不良 内、外面ともに淡黄褐色 回転ナデ、ナデ、回転糸切 り

50図 -5 玄 室 内 須 恵 器 郷

飾
苅
輸

径
高
径

口
器
底

緻密、微粒子含む 不良 内、外面 ともに淡黄褐色 回転ナデ、回転糸切 り

50図 -6 68 玄 室 内 須 恵 器 底 脚 坪
ｃｍ
伽
ｍ

径
高
径

口
器
底

緻密 不良 内、外面 ともに淡白桃色 回転ナデ

50図 -7 玄 室 内 須 恵 器 底 脚 不 器 高 3 1cla
脚部径 6 4on

砂粒含む 不良 内、外面ともに淡黄赤褐色 回転ナデ、ナデ

50図 -8 玄 室 内 須 恵 器 高  ITN ｃｍ
　
鉤

径

高

日

器
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色 回転ナデ、ナデ

50図 -9 玄 室 内 土 師 器 土   錘 長 さ 6 5cm
最大径 1 9cm

緻密、微粒子含む 良好 白、わずかに褐色 摩滅のため不明

50図 ―H 前 庭 部 須 恵 器 不   身 輸
晰
助

径
径
高
部
回
受
器

2 mmま での自砂粒

多く含む
良好 肉面灰自色、外面淡青灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

50図 -12 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径
受部径
器 高
輸
蜘
蛎

211ま での自砂粒

多く含む
良好 内、外面 ともに青灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

50図 -13 前 庭 部 須 恵 器
ｃｍ
枷
帥

径
径
高
大
口
最
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

50図 -14 前 庭 部 須 恵 器 子  壷
最大径
器 高
底 径

帥
ｃｍ
ｍ
微粒子含む 不良 内、外面 ともに明赤褐色 ナ デ

50図 -15 前 庭 部 須 恵 器 子   壺
国 径 31帥
最大径 5 8cm

微粒子含む 不良 内、外面ともに明赤褐色 ナ デ

50図 -16 前 庭 部 須 恵 器 子   壷 最大径 6 3cm lal密、微粒子含む 不 艮 内、外面ともに茶褐色 ナ デ

50図 -17 前 庭 部 須 恵 器 子   壷
口  径
最 大 径
器  高
底  径

釦
ｃｍ
ｍ
ｃｍ

微粒子含む 不良 内、外面 ともに明赤褐色 ナ デ

50図 -18 前 庭 部 須 恵 器 子   壼 最大径 6 0cm 微粒子含む 不良 内、外面 ともに明赤褐色 ナ デ
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50図 -19 前 庭 部 須 恵 器 子   壺
伽
帥
伽

径
径
高
大
口
最
器

微粒子含む 不良 内、外面ともに明赤褐色 ナ デ

50図 -20 前 庭 部 須 恵 器 子   壺 最大径 5 5cm
底 径 5 0cm 微粒子含 む 不良 内、外面 ともに明赤褐色 ナ デ

50図 -21 前 庭 部 須 恵 器 親   壷 タガ径 19 2cn 緻密、微粒子含む 不良 内、外面 ともに明桃褐色 ナ デ

54図 -1 71 墓 道 須 恵 器 蓋
回 径 126t・ n
器 高 4 4cv 密 良好 内面灰色、外面灰黒色 回転ナデ、ナデ

54図 -2 71 墓 道 須 恵 器 邪   身
帥
枷
師

径
径
高
部
口
受
器

小砂粒含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ヘラ削 り、回転ナデ、ナデ

58図 -1 71 玄 室 内 土 師 質 不
帥
伽
ｍ

径
一〔
径

口
器
底

微小砂粒少々含む 不良 内、外面 ともに黄褐色 摩滅のため不明

58図 -2 71 玄 室 菌 土 師 質 高 台 郷
帥
師
∞

径
高
径台

口
器
高

l dI程度の砂粒合
む

不良 内、外面 ともに黄白色 回転ナデ、ナデ

58図 -3 71 玄  室  内 土 師 質 高 台 郷 器 高 6 8cm
高台径 10 4cm

とDm大 の砂粒含む 良好 内、外面ともに黄白色 回転ナデ、回転糸切 り

58図 -4 71 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口
器
径 13 7cm
高 4 7cm 長石、石英含

む 良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、ナデ

58図 -5 前 庭 部 須 恵 器 蓋 口 径 9 5cal
I IIm程度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに淡灰色 回転 ナデ

58図 -6 7] 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
帥
伽
銅

径
径
高

口
受
器

長石微粒含む 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

58図 -7 71 前 庭 部 須 恵 器 不   身 受部径
14 5cm

器 高 4 0cm
1～ 2 nd程 度の砂
粒含む

良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

58凶 -8 7] 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径 10 4cm
受部径 13 7cm
器 高 4 4cm

l Da程度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

58図 -9 7] 前 庭 部 須 恵 器 高 台 郷
径
高
径台

口
器
高

l od程 度の砂粒含
む

良好 内、外面ともに茶灰色 回転ナデ、静止ナデ

58図 -10 71 前 庭 部 須 恵 器 高 台 杯
伽
Ｃｍ
Ｃｍ

径
高
径台

口
器
高

211程度の砂粒含
む

艮 好 内、外面ともに淡灰色 回転ナデ、静止ナデ

58図 -11 前 庭 部 土 師 器 底 脚 雰 器 高 3 1cH 2 mm程 度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに黄灰色 ナ デ

64図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回

器

径 14 0cm

高 4 3cm
3 mmま での砂粒多

く含む
不長
内、外面 ともに暗赤褐色、

内面赤色顔料付着

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ
デ

64図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
∞
　
∞

径

高

口

器

2 ma程度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

64図 -3 玄  室  内 須 恵 器 蓋
帥
　
Ｃｍ

径

高

口

器

l aal程度の砂粒含
む

良好 内、外面ともに淡灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

64図 -4 玄 室 内 須 恵 器 蓋
径

高
口

器

lDB程 度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

64図 -5 玄  室  内 須 恵 器 蓋
口

器

径 13 5cm

高 4 1cm

やや粗、微粒子含
む

不良 内、外面ともに灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

64図 -6 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
口 径
受部径
器 高
駒
飾
蛎

1 5mm程度の砂粒
含む

良好 内、外面 ともに濃灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

64図 -7 玄 室 内 須 恵 器 ITN  身 飾
助
蜘

径
径
高
部
口
受
器

やや粗、砂粒含む 不良 内、外面 ともに灰黒色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

デ、ヘラ切 り痕あり

64図 -8 72 玄 室 内 須 恵 器 添   身
口 径 10 3cm
受部径 12 9cln
器 高 4 0cm

2Ш弱の砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

64図 -9 玄 室 内 須 恵 器 不   身
帥
帥
Ｃｍ

径
径
高
部
回
受
器

l aa程度の砂粒含
む

良好 内、外面 ともに黒褐色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ
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64図 -10 玄 室 内 須 恵 器 郷   身
口 径 10 4cm
受部径 12 9cm
器 高 3 8dn

1 5mm程 度の砂粒

含む
良好 内、外面ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静 止ナ

64図 -11 玄 室 内 須 恵 器 高   杯
口

器

径 14 8cm

高 7 2cln

1 5ramま での自砂

粒多く含む
良好 内、外面ともに暗灰色 回転ナデ、静止ナデ、回転カキロ

64図 -12 玄 室 内 須 恵 器 直 口 壷
口

器

径 8 6cm
高 12 0cm

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ

64図 -13 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶 ｍ
　
ｍ

径

高

日

器

31Eま での白砂粒

多 く含む
良好 内、外面 ともに淡青灰色 回転ナデ、静止ナデ、回転カキロ

65図 -1 羨 道 須 恵 器 蓋
口

器

径 11 9cI「

高 3 9tln

1 5dm程 度の砂粒

含む
良好 内、外面 ともに濃灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

65図 -2 73 羨 道 須 恵 器 蓋
口

器

径 13 8cm

高 5 0cm
2 mm弱の砂泣多 く

含む

やや

不良
内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

65図 -3 羨 道 須 恵 器 蓋
口 径 12 7cm
器 高 4 1cm 微小砂粒少

し含む 良好 内、外面ともに灰白色 回転ナデ、静止ナデ

65図 -4 羨 道 須 恵 器 蓋
口 径 12 6cm
器 高 4 1cal

やや粗 良好 内、外面ともに灰白色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静上ナ

65図 -5 羨 道 須 恵 器 杯   身
ｃｍ
伽
帥

径
径
高
部
口
受
器

白、黒砂粒多く含

む

やや

良好
内、外面 ともに淡青灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

65図 -6 羨 道 須 恵 器 不   身
ｃｍ
Ｃｍ
伽

径
径
高
部
口
受
器

密、微小砂粒少 し

含む
良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ナデ、静止ナデ

65図 -7 羨 道 須 恵 器 邦   身
飾
輸
輸

径
径
高
部
回
受
器

やや粗 良好 内、外面ともに灰白色
回転ヘラ剖 り、回転ナデ、静上ナ

デ、ヘラ切 9痕あり

65図 -8 羨 道 須 恵 器 不   身
伽
ｃｍ
Ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

微小砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ肖」り、回転ナデ、静上ナ

65図 -9 鼓 道 須 恵 器 直 回 壺
日 径 9 3cI
最大径 11 3cln
器 高 12 8cm

l da程度の砂粒含

む
良好 内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

65図 -10 羨 道 須 恵 器 高   邪
口 径 16 1cm
脚部径 11 8cn
器 高 m7伽

lmま での自砂粒
多く含む

艮好 内、外面ともに淡青灰色 回転ナデ、静止ナデ

70図 -1 玄 室 内 察 恵 器 蓋
口

器

径 12 9cu

高 4 3cm

1～23面 前後の
長石、石英少し含
む

や

好

や

良
内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

70図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
日

器

径 12 5cm

高 4 4cm

1～ 211d前 後の長
石、石英含む

や

好

や

良
内面灰色、外面淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ

70図 -3 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回

器

径 12 0cm

高 4 1cn
I IIm前後の長石含

む
良好 内面灰黒色、外面暗灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

70図 ―迪 75 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 9cm
器 高 4 4cm

l ndま での長石、

石英含む
良好 内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

70図 -5 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口

器

径 12 2cm

高 4 6cm
l mIIま での長石、

石英含む
良好 内面暗灰色、外面灰黒色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

70図 -6 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 13 1cm
器 高 4 6cm

l lm前 後の長石、

石英少し含む

や

好

や

良
内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

70図 -7 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 13 0cm

器 高 4 6cm
lamま での石英少

し含む
良好 内面灰自色、外面灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

70図 -8 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
ｍ
ｃｍ
ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

lmま での長石、
石英含む

や
好
や
良
内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止サ

70図 -9 玄 室 内 須 恵 器 不   身 獅
輸
噛

径
径
高
部
口
受
器

l IEま での砂粒含

む
良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、静止ナデ

70図 -10 玄 室 内 須 恵 器 イ   身
口 径 10 7en
受部径 13 9cm
器 高 3 9cm

l mm前 後の長石、

石英含む
良好 内面灰黒色、外面暗灰色

回転ヘラ肖1り 、回転ナデ、静止ナ

70図 ―コ 玄 室 内 須 恵 器 イ   身
枷
ｃｍ
Ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

l mdt前後の長石、

石英少し含む
良好 内、外面ともに暗灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ
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76図 ― i ア室東隅 須 恵 器 蓋
ｍ
　
伽

径

高

口

器
やや密 良好

内面灰色、外面黒褐色、

色

灰 回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

76図 -2 玄 室 東 隅 須 恵 器 蓋
輸

噛

径

高

口

器
密 良好 内、外面 ともに淡青灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

76図 -3 玄 室 東 隅 須 恵 器 蓋
口

器

径 14 0cm

高 5 0cm
やや密 良好 内、外面ともに灰白色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

76図 -4 76 玄 室 東 隅 須 恵 器 蓋
口

器

径 11 3cm

高 4 0cm
密 良好 内、外面ともに薄灰色 回転ナデ、静止ナデ

76図 -5 玄 室 東 隅 須 恵 器 蓋
日

器

径 116∞
高 4 6cm

密 良好 内、外面 ともに薄灰色 回転ナデ、静止ナデ

76図 -6 玄 室 東 隅 須 恵 器 藍
口 径 13 0cm

器 高 4 4cm
密 良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ肖Jり 、回転ナデ、静止ナ

76図 -7 玄 室 東 隅 須 恵 器 杯   身
口 径
受部径
器 高

ｍ
帥
伽

密、 3Dmま での砂
粒少し含む

良好 内面淡灰色、外面薄灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

76図 -8 玄 室 東 隅 須 恵 器 外   身
ｃｍ
帥
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内面淡灰色、外面暗灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

76図 -9 玄 室 東 隅 須 恵 器 」TN  身
口 径 11 0cm
受部径 14 0cm
器 高 4 4cm

緻密 良好 内面薄灰色、外面灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静上ナ

76図 -10 玄 室 東 隅 須 恵 器 イ   身
口 径
受部径
器 高
獅
輸
的
密 良好 内面灰白色、外面灰色

回転ヘラ肖」り、回転ナデ、静止ナ

76図 ―■ 玄 室 東 隅 須 恵 器 不   身
口 径
受部径
器 高
勁
姉
飾
密

や

好

や

良
内面薄茶色、外面灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

76図 -12 玄 室 東 隅 須 恵 器 不   身
口 径
受部径
器 高

伽
∞
∞

密 長好 内面薄灰色、外面濃灰色
回転ヘラ剖 り、回転ナデ、静止ナ

76図 -13 玄 室 束 隅 須 恵 器 イ   身
径
径
高
部
回
受
器

赫
獅
的
密 良好 内面灰白色、外面灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静上ナ

″6図 -14 玄 室 束 隅 須 恵 器 郷   身
径
径
高
部
口
受
器

蜘
３ｃｍ
飾

密、 l dalま での砂

粒少 し含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

76図 -15 77 玄 室 東 隅 須 恵 器 イ   身
径
径
高
部
口
受
器

的
飾
輸
密 良好 内、外面ともに灰色 回転ナデ、静止ナデ

76図 -16 玄 室 東 隅 須 恵 器 杯   身
Ｃｍ
ｍ
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

密、 4EDま での砂

粒少し含む
良好
内面やや暗い灰色、外面暗

灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

76図 -17 玄 室 束 隅 須 恵 器 邦   身
径
径
高
部
口
受
器

輸
噛
６ｃｍ
密 良好 内、外面ともに灰白色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止サ

76図 -18 玄 室 東 隅 須 恵 器 不   身
痴
輪
飾

径
径
高
部
口
受
器

やや密、1 5anlま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

76図 -19 玄 室 東 隅 須 恵 器 不   身
口 径 9 5cm
受部径 12 0cln
器 高 3 8cm

密 良好 内面薄茶灰色、外面灰色 回転ナデ、静止ナデ

76図 -20 玄 室 東 隅 須 恵 器 不   身
ｍ
ｍ
∽

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内面薄茶灰色、外面灰色 回転ナデ、静止ナデ

,6図 -21 玄 室 東 隅 須 恵 器 提   瓶
ｍ
ｃｍ
ｍ

径
径
高
大
国
最
器

1～ 2 Hal前 後の白
色砂粒含む

や

好

や

良
内面暗灰色、外面灰黒色

回転ヘラ削り、回転ナデ、タタキ、
カキロ

77図 -1 77 玄 室 東 隅 須 恵 器 直 口 壷
飾
晰
臨

径
高
径

口
器
底

2 dtEま での白色砂

粒含む
良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ

77図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回 径 13 4cm

器 高 4 4cm
密

や
良
や

不

内、外面 ともに暗灰色及び

淡灰色

回転ヘラ肖」り、回転ナデ、静止ナ

77図 -3 玄 室 内 須 恵 器 蓄
口 径 12 4cm
器 高 4 4cnl

密 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転チデ、静止ナ

77図 -4 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 9cm

器 高 4 7cm
緻密 貞好 内、外面ともに灰黄色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ
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77図 -5 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回 径 13 4cm

器 高 4 2cm 砂粒を含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

77図 -6 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口

器

径 12 0cm

高 3 5em
密、 3 mmま での砂

粒含む
良好 内、外面 ともに暗灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

77図 -7 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口

器

径 12 2cm

高 4 6cm
l wd前 後の自色砂

粒少し合む
良好 内面灰色、外面暗灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

デ、ヘラ切 り痕あり

77図 -8 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
ｃｍ
卿
伽

径
径
高
部
口
受
器

密 艮 好 内、外面 ともに灰黒色 回転ナデ、静止ナデ

77図 -9 玄 室 内 須 恵 器 郷   身
伽
ｃｍ
伽

径
径
高
部
回
受
器

小砂粒少 し含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ音」り、回転ナデ、静止ナ

77図 -10 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
４Ｃｍ
飾
輸

径
径
高
部
回
受
器

小砂粒少 し含む 良好 内、外面ともに濃灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

77図 ―ロ 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
ｃｍ
帥
ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

緻密、微粒子含む 不良 内、外面ともに灰白色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

デ、ヘラ切 り痕あり

77図 -12 玄 室 内 須 恵 器 不   身 嚇
臨
輸

径
径
高
部
口
受
器

4Ш までの砂粒少
し含む

良好 内、外面ともに灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

77図 -13 玄 室 内 須 恵 器 不   身 飾
駒
輸

径
径
高
部
口
受
器

やや密、 41aま で

の砂粒含む
良好 内、外面ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

77図 -14 玄 室 内 須 恵 器 高 台 不 輸
‰
飾

径
高
径台

口
器
一島

密 良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ナデ、静止ナデ

77図 -15 玄 室  内 須 恵 器 高 台 坪 衝
衝
揃

径
高
径台

口
器
高

密、砂粒含む 良好 内、外面ともに淡灰色 回転ナデ、静上ナデ

77図 -16 玄 室 内 須 恵 器 高 台 雰 臨
５ｃｍ
揃

径
高
径台

口
器
高

密、砂粒含む 良好 内、外面ともに暗灰色 回転ナデ、静止ナデ

77図 -17 玄 室 内 須 恵 器 蓋

飾
廟
３ｃｍ

ｌ
　
径

径
高
み

口
器

つ

I～ 2 E II程 度の砂
粒含む

艮好 内、外面 ともに緑灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ
デ

77図 -18 玄 室 内 須 恵 器 蓋
ｍ
伽
帥

１
　
径

径
高
み

口
器

つ
小砂粒少し含む 良好 内、外面ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

77図 -19 玄 室 内 須 恵 器 高   不 輸
噛
飾

径
径
高
部
口
脚
器

緻密 良好 内面灰黄色、外面灰黄緑色 回転ナデ、静止ナデ

77図 -20 玄 室 内 須 恵 器 用
口 径 4 0cn
器 高 5 8cm

緻密、151m程度の
砂粒多 く含む

良好 内、外面ともに明灰青色 静止ナデ

77図 -21 玄 室 内 須 恵 器 増
口 径 4 2cm
器 高 5 7cm

やや密、 3 1taま で

の白色砂粒含む
良好 内、外面 ともに灰色 回転ナデ、静止ナデ

77図 -22 玄 室 内 須 恵 器 臨
口

器

径 11 3cm

高 13 5cn
緻密、微粒子含む 良好 内、外面ともに濃灰色 回転ヘラ削り、回転ナデ、カキロ

77図 -23 玄 室 内 須 恵 器 臨
口

器

径 10 9cm

高 15 4cn
緻密、微粒子含む 不良 内、外面 ともに灰自色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、カキロ

78図 -1 玄 室 内 須 恵 器 直 口 壷
帥
ｍ
ｍ

径
径
高
大
国
最
器

緻密、微粒子含む 艮 好 内、外面ともに灰白色
回転ヘラ剖 り、回転ナデ、静止ナ

78図 -2 玄 室 内 須 恵 器 直 口 壷
径
径
高
大
国
最
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面ともに濃自色
回転ヘラ肖」り、回転ナデ、静止ナ

78図 -3 玄  室  内 須 恵 器 直 回 壺
径
径
高
大
国
最
器

9 6cm
12 4cm
12 6cm

緻密、微粒子含む 艮 好 内、外面 ともに灰白色 回転ヘラ削り、回転ナデ

78図 -4 玄 室 内 須 恵 器 直 口 壷
口 径 9 4cm
最大径 12 6cm
器 高 13 0cm

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、カキロ

78図 -5 玄 室 内 須 恵 器 平   瓶
銅
ｍ
ｃｍ

径
径
高
大
口
最
器

緻密、微粒子含む 良好 肉、外面 ともに濃灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、カキ目

78図 -6 玄 室 内 須 恵 器 短 頸 壷
銅
∞
∞

径
径
高
大
国
最
器

密、 3 mmま での砂

粒含む
良好
内面暗灰色、外面灰色及び

灰白色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、カキロ
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挿図番号
写
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78図 -7 玄 室 内 須 恵 器 短 頸 壺
ｍ
∽
伽

径
径
高
大
国
最
器

1～ 211前後の石
英、白色砂粒含む

良好 内面暗灰色、外面灰黒色
回転ヘラ肖」り、回転ナデ、静止ナ

79図 -1 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶
径
径
高
大
口
最
器

緻密、微粒子含む
不良
内、外面 ともに灰色

回転ナデ、静止ナデ、カキロ、タ

タキ

79図 -2 玄 室 内 須 恵 器 堤   瓶
伽
ｍ
卸

径
径
高
大
口
最
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに濃灰黒色 回転 ナデ、 カキロ

79図 -3 玄 室 内 須 恵 器 直 口 壺
帥
ｃｍ
ｃｍ

径
径
高
大
回
最
器

密、 2mま での自
色砂粒少 し含む

良好 内面灰色、外面暗灰色
回転ナデ、ヘラ削 り、平行タタキ

同′b円 状タタキ

80図 -1 前 庭 部 須 恵 器 蕃
口

器

径 13 2cm

高 4 3cm
やや組 良好 内、外面ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -2 前 庭 部 須 恵 器 蓋
鉤
　
Ｃｍ

径

高

日

器
密 良好 内、外面 ともに淡青灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -3 前 庭 部 須 恵 器 蓋
ｍ
　
ｃｍ

径

高

口

器
やや祖、砂粒含む 良好 内、外面ともに灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

80図 -4 前 庭 部 須 恵 器 蓋
帥
　
∞

径

高

口

器

やや祖、 7 mmま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ

80図 -5 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 4cm
器 高 4 2cm 密、

砂粒少し含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静上ナ

80図 -6 前 庭 部 須 恵 器 蓋
帥
　
Ｃｍ

径

高
口

器
やや祖、砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静上ナ
デ

80図 -7 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口

器

径 13 3call

高 5 1cH
やや祖、 3 mmま で

の砂粒含む
良好 内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

80図 -8 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 9cun
器 高 4 4cI やや祖、砂粒含

む 良好 肉面灰白色、暗灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

80図 -9 前 庭 部 須 恵 器 杯   身
口 径 12 8cm
受部径 12 9cl
器 高 3 8cal

小砂粒少し含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -10 前 庭 部 須 恵 器 不   身
ｃｍ
伽
ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

やや密、 3 ddま で

の砂粒含む
良好 内、外面ともに暗灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -11 前 庭 部 須 恵 器 邦   身
ｃｍ
ｃｍ
伽

径
径
高
部
口
受
器

砂粒含む 艮 好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -12 前 庭 部 須 恵 器 不   身
帥
帥
Ｃｍ

径
径
高
部
回
受
器

密、 2111ま での砂

粒含む
良好 内、外面 ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -13 前 庭 部 須 恵 器 不   身 飾
�
噛

径
径
高
部
口
受
器

砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -14 前 庭 部 須 恵 器 不   身
枷
ｍ
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

やや粗、砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

デ、ヘラ切 り痕あり

80図 -15 前 庭 部 須 恵 器 郷   身
ｍ
ｍ
枷

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -16 前 庭 部 須 恵 器 不   身
ｃｍ
帥
Ｃｍ

径
径
高
部
口
受
器

やや密、 4mま で
の砂粒含む

良好 内、外面 ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 ―W 前 庭 部 須 恵 器 不   身
ｃｍ
ｃｍ
師

径
径
高
部
口
受
器

やや密、 2mま で
の砂粒多く含む

良好 内、外面ともに青灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -18 前 庭 部 須 恵 器 郷   身
ｃｍ
ｍ
枷

径
径
高
部
口
受
器

やや粗、砂粒含む 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ剖 り、回転ナデ、静止ナ

80図 -19 前 庭 部 須 恵 器 イ   身
∞
帥
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

密、砂粒含む 良好 内、外面ともに淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

80図 -20 前 庭 部 須 恵 器 高   邦 回 径 11 4cm
1噸前後の白色砂

粒少し含む
員好 内面灰褐色、外面青灰色 回転ナデ

80図 -21 前 庭 部 須 恵 器 高   杯
径
高
径

口
器
底

緻密、微粒子含む 良好 内、外面ともに灰色 回転ナデ、静止ナデ
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80図 -22 前 庭 部 須 恵 器 高   跡
飾
輸
噛

径
高
径

口
器
底

織密 良好
内、外面 ともに灰黄緑色及

び黄白色
回転ナデ、静止ナデ

81図 -1 前 庭 部 須 恵 器 魅
口 径 8 1cn
器 高 10 5cln

緻 密 艮 好 内、外面ともに灰黄色 回転ヘラ削り、回転ナデ

81図 -2 前 庭 部 須 恵 器 子 持 壺
回
器
底

径 9 5cm
高 102℃n
径 6 8cHl

1～ 21m前 後の自
色小砂粒含む

不良 内面灰色、外面灰白色 回転ナデ、指頭圧痕あり

81図 -3 前 庭 部 須 恵 器 子 持 壺 ∞
　
帥

径

高

口

器
砂粒含む 良好 内、外面ともに暗灰色 回転ナデ、タタキ、指頭圧痕あり

81図 -4 前 庭 部 須 恵 器 子 持 壺
日 径 9 3cm
器 高 7 0cm 砂粒含

む 良好 内、外面ともに淡灰色
回転ナデ、静止ナデ、タタキ、指

頭圧痕あり

81図 -5 前 庭 部 須 恵 器 子 持 壷
口 径 8 9cm
器 高 6 7cm 砂粒含

む 艮 好 内、外面 ともに暗灰色
回転ナデ、静止ナデ、指頭圧痕あ

り、はりつけ痕あり

82図 -1 前 庭 部 須 恵 器 壷
ｃｍ
ｃｍ
ｍ

径
径
高
大
国
最
器

密 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ナデ、ヘラ削 り、カキロ、同

心円状タタキ、平行タタキ

82図 -2 前 庭 部 須 恵 器 長 頸 壷
ｍ
伽
ｍ

径
径
高

台
大
高
最
器

密 良好 内、外面 ともに暗灰色 回転ナデ、ヘラ削り

82図 -3 前 庭 部 須 恵 器 横  瓶
卸
餌
銅
甑

径
径
径
高

口
長
短
器

緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 回転ナデ、カキロ、タタ■

89図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口

器

径 13 6cm

高 4 0cnI
砂粒含む 良好 内、外面ともに淡灰色

回転ヘラ削り、回転チデ、静止ナ
デ

89図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口 径 12 0cal

器 高 3 8cm 砂粒含む 良好 内面暗灰色、外面淡灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -3 玄 室 内 須 恵 器 蓋
曰

器

径 12 8cm

高 4 1cm
砂粒含む 良好 内、外面 ともに黒褐色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -4 玄 室 内 須 恵 器 不   身
∞
帥
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -5 玄 室 内 須 恵 器 不   身
口 径 11 3cm
受部径 13 1cn
器 高 3 9cm

密 良好 内面暗灰色、外面灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -6 87 玄 室 内 須 恵 器 杯   身 ８ｃｍ
輸
蛎

径
径
高
部
日
受
器

密 良好 内、外面 ともに灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -7 玄 室 内 須 恵 器 郷   身
口 径 11 2cm
受部径 13 5cm
器 高 4飩 m

密 良好 内、外面ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -8 玄 室 内 須 恵 器 蓋
口

器

径 13 6cm

高 2 1cm
微粒子少 し含む 良好

内面暗灰色、外面灰色及び

黒色
回転ナデ、静止ナデ

89図 -9 玄 室 内 須 恵 器 高 台 郷
Ｃｍ
帥
伽

径
高
径台

口
器
高

密 良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ナデ、静止ナデ、ヘラ切り痕

あり

89図 -10 前 庭 部 須 恵 器 議
口

器

径 12 8cm

高 3 7cm
密 艮 好 肉、外面 ともに暗黄灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 ―H 前 庭 部 須 恵 器 蓋
口 径 12 4cm
器 高 3 5cm 密

良好 内、外面 ともに暗灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止チ

89図 -12 前 庭 部 須 恵 器 蓋
回

器

径 12 4cm

高 4 0cn
密 具 好 内面灰色、外面暗灰色

回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -13 前 庭 部 須 恵 器 不   身
ｍ
∞
ｍ

径
径
高
部
口
受
器

密、 2m程度の砂
粒少し含む

良好 内、外面ともに白褐色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

89図 -14 前 庭 部 須 恵 器 郷   身
銅
ｍ
銅

径
径
高
部
口
受
器

密 良好 内面灰色、外面灰黒色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ
デ

93図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
伽
ｃｍ
帥

１
　
径

径
高

み

口
器

つ
密 良好 内面灰色、外面暗灰色 回転ナデ、静止ナデ

93図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
∞
ｍ
ｍ

ｌ
　
径

径
高
み

口
器

つ
やや粗、砂粒含む 良好 内、外面ともに暗灰色 回転ナデ、静止ナデ
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93図 -3 玄  室  内 須 恵 器 蓋
∞
ｃｍ
ｍ

ｌ
　
径

径
一局
み

口
器

つ
密 良好 内、外面ともに暗灰色 回転ナデ、静止ナデ

93図 -4 玄 室 内 須 恵 器 蓋

姉

輸
７ｃｍ

ｌ
　

径

径
高

み

口
器

つ
微小砂粒含む 良好 内、外面 ともに淡灰色 回転ナデ、静止ナデ

93図 -5 玄 室 内 須 恵 器 蓋
ｃｍ
ｍ
ｃｍ

ｌ
　
径

径
高
み

口
器

つ

やや密、 3mま で
の砂粒含む

やや

良好
内面淡灰色、外面灰色

回転ナデ、静止ナデ、ヘラ削り痕
あり

93図 -6 玄 室 内 須 恵 器 蓋
ｍ
ｃｍ
ｃｍ

ｌ
　
径

径
高

み

曰
器

つ
密 良好 内面灰色、外面やや暗灰色

回転ナデ、静止ナデ、ヘラ削り痕
あり

93図 -7 玄 室 内 上 師 器 邪   身
口

器

径 11 2cm

高 2 9cm
密 良好 内、外面ともに赤褐色 ヘラ磨 き

93図 -8 前 庭 部 須 恵 器 甕
径

高
口

器
緻密、微粒子含む 良好 内、外面 ともに灰色 静上ナデ、カキロ、タタキ

96図 -1 玄 室 内 須 恵 器 蓋
∽
　
帥

径

高
回

器
緻密、微粒子含む

やや

良好
内、外面 ともに灰白色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

96図 -2 玄 室 内 須 恵 器 蓋
回 径 12 2cII

器 高 4 0cm 綴密、微粒子含
む 良好 内、外面ともに灰白色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

96図 -3 玄 室 内 須 恵 器 蓋
ｍ
　
ｍ

径

高

口

器
緻密、 l an程 度の

粒子含む
良好 内、外面 ともに灰色

回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

96図 -4 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
口 径 10 6cm
受部径 13 2cm
器 高 3 6ca

やや粗、 211H程 度
の粒子含む 不良

内、外面 ともに灰色
回転ヘラ肖1り 、回転ナデ、静止ナ

96図 -5 玄 室 内 須 恵 器 lTN  身
径
径
高
部
口
受
器

緻密 良好 内、外面ともに灰色
回転ヘラ削 り、回転ナデ、静止ナ

96図 -6 玄 室 内 須 恵 器 杯   身
ｍ
伽
帥

径
径
高
部
口
受
器

緻密、微粒子合む 良好 内、外面 ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

96図 -7 玄 室 内 須 恵 器 不   身
ｍ
伽
釦

径
径
高
部
日
受
器

緻密 艮 好 内、外面ともに灰色
回転ヘラ削り、回転ナデ、静止ナ

103図 -1 91 E 区 土 師 器 壷
ｍ
ｍ
ｃｍ

径
径
高
大
口
最
器

微粒子含む 良好 内、外面 ともに淡黄褐色 ヘラ割 り、 ヨコナデ、ハケロ

103図 -2 91 E 区 土 師 器 士霊
Ｃｍ
ｃｍ
伽

径
径
高
大
国
最
器

やや組、微粒子含

む
良好
内面灰黒色、外面淡茶桃色、

黒色斑点あり
ヘラ肖」り、ヨヨナデ、ハケロ

103図 -3 E 区 土 師 器 一豆
口 径 21 2cm
最大径 31 5cm

微粒子含む 良好
内、外面 ともに黄褐色 淡
黒色部あり

ヘラ削り、ヨヨナデ、ハケロ

103図 -4 E 区 土 師 器 一霊
ｃｍ
Ｃｍ
ｍ

径
径
高
大
口
最
器

微粒子含む 良好 内、外面ともに淡灰黒色 ヘラヘラ削り、ヨヨナデ、ハケロ

103図 -5 E 区 土 師 器 壷
帥
ｃｍ
ｍ

径
径
高
大
国
最
器

微粒子含む 良好
内、外面 ともに黄褐色 黒
色部あり

ヘラ削 り、ハケロ

103図 -6 E 区 土 師 器 一更
最大径 42 0cm

器 高 419m 微粒子含む 良好 内、外面 ともに淡黄褐色 ヘラ肖」り、ハケロ、平行沈線

109図 -1 第 1主体部 土 舗 器 奎
口

器

径 14 6cm

高 5 3cn
311dま での砂粒多
く含む

良好 内、外面 ともに淡橙褐色 ヘラ肖」り、平行沈線

100図 -2 第 1主体部 土 師 器 墾
日

器

径 11 6cm

高 3 3cm

2 mmま での砂粒多

く含む
良好 内、外面ともに淡暗褐色 摩滅のため不明

109図 -3 第 1主体部 土 師 器 鼓形器台
脚部径 13 0cn

器 高 9 5cm
3 amま での砂粒多

く含む
良好
内面黄褐色、外面黄褐色一

部橙褐色
ヘラ削り、 ヨコナデ、指ナデ

109図 -4 SD-01
第 1層

上 師 器 墾
径

高
口

器

2 EIま での白色砂

粒少 し含む
良好 内面暗黄褐色、外面黄褐色 ヘラ肖」り

109図 -5 SD-0]
第 1層

上 師 器 甕 不明
2 maま での砂粒含
む

良好 内面黄褐色、外画褐色 摩滅のため不明、平行沈線あり

109図 -6 SD-01
第 1層

土 師 器
鼓形器台

の  脚 不明
211ま での自色砂
粒少し含む

良好 内、外面ともに黄褐色 ヘラ削 り
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挿図番号 出土地点 種  類 器 種 法 量 胎 土 焼成 色 調 調 整

109図 -7 SD-01
第 1層

土 師 器
鼓形器台

の  脚
最大径 14 6cm

器 高 3 7cm
l IIま での砂粒少

し含む
良好 内、外面ともに黄褐色

ヘラ削り、ヘラ磨 き、平行沈線あ

り

109図 -8 SD-0ユ
第 2層

土 師 器 密
口

器

径 17 4cm

高 14 4cm

1 5mttま での砂粒

含む
良好
内面橙褐色、外面やや赤褐

色
ヘラ削り、平行沈線あり

109図 -9 SD-01
第 2層

土 師 器 一豆 器 高 7 9cm
4dmま での砂粒含
む

良好 内面黄褐色、外面褐色
ヘラ削り、ヨヨナデ、指頭圧痕あ
り

118図 -1 SX-02
埋土中

土 師 器 一霊 器 高 3 3cm
3 mmま での砂粒含
む

良好 内、外面ともに黄橙色 摩滅のため不明

118図 -2 SX-02
埋土中

土 師 器 把   手 長 さ 4 8cn
1511ま での砂粒
含む

良好 内、外面 ともに黄褐色 摩滅のため不明

118図 -3 SX-04
第 2層

弥生土器 高不脚部
脚部径 11 0cm

器 高 4 9cm 密、砂粒少し含む 良好 内、外面 とも
に黄褐色 ヨヨナデ、ハケロ

118図 -4 SX-07周 辺 弥生土器 壺型土器
最大径 17 2ctl

器 高 4 7cm 微粒子少
し含む 艮 好 内、外面 ともに黄褐色 ヘラ削り

118図 -5 SX-07周 辺 土 師 器 甕
口 径 16 0cm

器 高 9 7cm 密、砂粒少な
t 良好 内、外面 ともに黄褐色 ヘラ削り、 ヨヨナデ、ハケロ

118図 -6 SX-07上 面 弥生土器
ン
状
器

イ
赤
フ
グ
上

∞
ｃｍ
飩

径
径
高

部
大
脚
最
器

211mま での自色砂

粒少し含む
良好
内、外面 ともに黄褐色、外

面に少し赤色顔料付着
ヘラ削り、 ヨコナデ、ハケロ

118図 -7 E-4区
畦畔表採

弥生土器 特殊器台
脚部径 38 0cm
器 高 6 0cm
タガ径 414帥

51nま での砂粒含
む

良好 内、外面ともに橙褐色
ヘラ削り、 ヨコナデ、凹線文、鋸

歯文

121図 -1 ス 面 土 師 器 甑
日 径 28 11cn

器 高 9 8cm
l lf」 nま での砂粒少

し含む
良好
内面黄褐色、外面黄褐色一

部黒色
ケヽロ

122図 -1 埋 土 中 弥生上器 塞
ｃｍ
　
帥

径

高

回

器
密、 lШ までの砂
粒含む

良好 内、外面ともに褐色 ヘラ削 り、 ヨコナデ、ヘラ磨 き

122図 -2 埋 土 中 弥生土器 甕
口 径 18 0cn

器 高 4 5cn
1 51aIま での砂粒

含む
良好 内、外面ともに橙褐色 ヘラ肖」り、 ヨコナデ、ヘラ磨 き

122図 -3 埋 土 中 弥生土器 奎
回 径 16 4cm
器  高  4 1cm

3 5ndtま での砂粒

含む
良好 内、外面 ともに黄褐色 摩滅のため不明

122図 -4 埋 土 中 弥生土器 甕
ｃｍ
　
帥

径

高
口

器

2 5mmま での砂粒

含む
良好
内面黒色一部褐色、外面褐

色一部暗褐色
ヘラ肖」り、ヨコナデ、ヘラ磨き

122図 -5 埋 土 中 弥生土器 甕
口 径 18 8cm
器 高 4 7cm

3mま での砂粒多
く含む

良好
内面暗灰色、淡黄橙色、外

面黄橙色
摩滅のため不明

122図 -6 埋 土 中 弥生土器 甕 口 径 14 4cm 41Eま での砂粒多
く含む

不良 内、外面ともに赤黄褐色 摩滅のため不明

122図 -7 埋 土 中 弥生土器 姿 口 径 24 0cm
l atま での砂粒多

く含む
良好
内、外面 ともに暗黄褐色、

赤黄褐色
摩滅のため不明

122図 -8 埋 上 中 弥生土器 高   郭
国

器

径 24 2cm

高 10 2cm

31」 Iま での砂粒含
む

良好 内、外面ともに橙色

125図 -1 床 面 弥生土器 甕
回

器

径 15 0cm

高 10 9cm

211ま での砂粒台

む
良好
内、外面 ともに黄褐色、外

面に黒斑あり
ヘラ削 り、 ヨコナデ、ヘラ磨き

125図 -2 床 面 土 師 器 甕 密、砂粒少な▼ 良好 内、外面ともに淡黄色 摩減のため不明

125図 -3 床 面 上 師 器 甕
口 径 18 6cm
器 高 5 0cm

1 5amま での砂粒

含む
良好 内、外面 ともに淡黄色 摩滅のため不明

125図 -4 床 面 上 師 器 低 脚 不
3 mmま での砂粒含
む

良好 内、外面ともに黄橙色 摩減のため不明

127図 -1 床 面 弥生土器 甕
口

器

径 15 6cm

高 5 8cm
211mま での砂粒少

し含む
良好
内面暗黄色、外面黄橙色

口縁部スス付着

ヘラ削 り、ヨヨナデ、凹線文、員

殻腹縁刺突文

127図 -2 豚 面 弥生土器 甕
径

高

口

器

2 EEま での白色砂

粒多 く含む
艮 好
内面黄褐色、外面黄褐色

口縁部黒褐色
ヘラ削り、平行沈線
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挿図番号 出土地点 種  類 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調 調 整

127図 -3 床 面 弥生土器 甕
回 径 15 4cm
器 高 5 4cm

4 mmま での砂粒含
む

良好
内面黄褐色、外面黄褐色

口縁一部黒褐色
ヘラ削り

127図 -4 床 面 弥生土器 甕
口

器

径 14 4cm

高 7 6cm
3 5ttuま での砂粒

多く含む
良好 内面暗黄褐色、外面橙褐色 ヘラ削り

127図 -5 床 面 弥生上器 甕 底 部
器

底
高 20m
径 6 6cn

3 5mnま で の砂粒

含む
良好 内面暗褐色、外面暗赤褐色 ヘラ削 り

127図 -6 床 面 弥生上器 甕 底 部
器 高 51伽
底 径 5 4cm

4 1amま での自色砂

粒含む
良好
内面暗褐色、外面暗橙色一

部黒色
ヘラ削り

129図 -1 床 面 上 師 器 鼓形器台
口 径 15 0cm
器 高 8 7cm

密 良好 内、外面ともに黄褐色 摩滅のため不明

129図 -2 床 面 上 師 器 甕
1 5mIま での砂粒

含む
良好 内、外面ともに黄橙色 ヨヨナデ

129図 -3 床 面 土 師 器 姿 底 部
器 高 2 3cn
底 径 3 8Ql

2511mま での砂粒

含む
良好 内、外面ともに黄褐色 ヘラ削り

131図 -1 埋 土 中 弥生土器 甕
口 径 14 8cm
器 高 50m

2 amま での白色砂

粒多 く含む
良好 内面黄褐色、外面橙褐色 ヘラ削り、平行沈線

131図 -2 埋 土 中 弥生土器 甕
回 径 18 7cm

器 高 4 0cl
2画 までの砂粒含
む

良好 内面掲色、外面黄褐色 ヨコナデ、平行沈線

131図 -3 埋 上 中 土 師 器 甕
回 径 16 4cn

器 高 3 7cm
2 5atま での砂粒

含む
良好
内面淡黄褐色、外面淡黄橿

色
摩滅のため不明

131図 -4 埋 上 中 土 師 器 甕
口 径 13 0cn
器 高 2 9cm 密、微粒子含

む 良好 内、外面 ともに黄褐色 摩減のため不明

131図 -5 埋 土 中 上 師 器 憂
口 径 18 6cm

器 高 4 1cln
4 1HIま での砂粒含
む

良 好 内面黄褐色、外面黒色 摩滅のため不明

131図 -6 埋 土 中 土 師 器 高  杯 脚部
径 14 0cal

器 高 1 6crd
l II Iま での砂粒含
む

良好 内、外面ともに黄褐色 摩減のため不明

133図 -1 埋 土 中 弥生土器 壺型土器 鉤
　
ｍ

径

高

日

器

2 EIEま での砂粒含

む
良好 内、外面ともに橙褐色 ヘ ラ削 り、 ヨコナデ

と33図 -2 埋 土 中 弥生土器 甕
ｍ
　
卿

径

高

口

器
密、砂粒少なヤ 良好 内面暗黄掲色、外面暗褐色 ヘラ音Jり 、ヨコナデ

133図 -3 埋 土 中 弥生土器 甕
日

器

径 21 2cm

高 47m
密、 3 1uIま での砂

粒含む
良好 内、外面ともに橙黄色 摩滅のため不明

133図 -4 埋 土 中 弥生土器 一豆
帥
　
ｍ

径

高

口

器

2 mmま での砂粒含

む
良好 内、外面ともに橙黄色 摩滅のため不明

133図 -5 埋 上 中 弥生土器 甕
ｃｍ
　
枷

径

高
日

器

4 mmま での白色砂

粒少し含む
良好 内、外面 ともに黄褐色 摩滅のため不明

133図 -6 埋  上 中 弥生土器 甕
口

器

径 23 8cH

高 4 3cal

3 mmま での砂粒含
む

良好 内、外面 ともに橙黄色 摩滅のため不明

133図 -7 埋 土 中 弥生土器 甕
1 5matま での砂粒

合む
良好 肉面暗黄褐色、外面暗褐色 摩減のため不明

133図 -8 埋  土 中 弥生土器 壺型土器
2mま での砂粒含
む

良好 内、外面 ともに暗黄色 穿孔あり

133図 -9 埋  上 中 弥生上器 壷型上器
高

径

器

底

2Ш までの砂粒多
く含む

良好
内面茶褐色、外面褐色及び

黒褐色

ヘラ割り、ヨコナデ、指頭圧痕あ

り

133図 10 埋 上 中 弥生土器 底   部 器 高 2髄
m

底 径 6 4cm
3 1taま での砂粒含

む
良好 内面灰褐色、外面赤橙色 ヘラ削 り

133図 11 埋 土 中 弥生土器 底   部 卿
　
∞

一凸
径

器

底

5 daま での砂粒多

く含む
良好 内面褐色、外面暗橙色 摩減のため不明

133図 12 埋 土 中 弥生土器 高   不
回

器
径 17 6cnl

高 4 8cm

21mま での砂粒少
し含む

良好 内面橙褐色、外面赤橙色 摩滅のため不明



挿図番号 出土地点 種  類 器  種 法 量 胎 土 焼成 色 調 調 整

133図 13 埋 土 中 弥生土器 高   郷
脚部径 16 4cm

器 高 4 8cn
3 mmま での砂粒含
む

良好 内、外面 ともに橙黄色 摩滅のため不明

133図 14 埋 土 中 弥生土器 高  不
輸

輸

径

高

口

器

2 Famま での自色砂

粒少し含む
良好 内、外面ともに橙褐色 摩滅のため不明

挿図番号
写真
図版

出 土 地 点 種 類 最  大  長 最 大 幅 最 大 厚 備 者

25区 -4 N-1号 横穴 刀 子 9 1cm 1 lm 0 5cm 銹が著 しヤ

35図 -1 N-2号 横穴 太 刀 54 6cm 2 8cll 0 9cln 銹が著しい、茎に木質が残る

35図 -2 N-2号 横穴 大刀 27 8cn 3 0cm 1 3cm 銹が著 しい、茎に目釘孔あり

35図 -3 N-2号 横穴 刀子 2 8cm 0 8Ql 0 25cn 銹が著 しt

35図 -4 N-2号 横穴 鏃 2 8cll 0 7ca 0 3cm

35図 -5 N-2号 横穴 刀子 4 5cll ユIcm 0 4cm 銹が著 し,

35図 -6 N-2号 横穴 刀子 3 8cm 0 7cm 0 4cn

35図 -7 N-2号 横穴 鏃 1 7cm 0 3cm

35図 -12 N-2号 横水 馬具 (辻金具 ) 8 4cm 8 5cll 2 9cH 金メッキが残る

42図 -1 66 N-3号 横穴 大刀 427m 3 3cm 0 9cm

42図 -2 N-3号 横穴 鏃 11 4cm 0 4cln 0 3cm 銹が著 し,

42図 -3 N-3号 横穴 鏃 11 5cH 0 4cnl 0 2cm 銹が著 しヤ

42図 -4 N-3号 横穴 鏃 13 2cll 0 9cm 0 4cH

51図 -1 N-5号 積穴 鏃 7 8cH 1 5cm 0 3cal 木質が残る

51図 -2 N-5号 横穴 鍾 6 2cI 2 6cm 0 4cm 銹が著 し,

51図 -3 N-5号 横穴 鏃 14 0cal 4 0cm 0 4Qn 銹が著 しい、茎に本質が残る

59図 -1 N-7号 横穴 刀子 26 9cm 2 3cm 0 5cm 銹が著 しt

59図 -2 72 N-7号 横穴 刀子 23 8cm 2 4cln 0 5cal 茎に木質が残る

59図 -3 N-7号 横穴 弓飾金具 3 2cll 12師 0 5cn

66図 -3 74 N-9号 横穴 釘 4 9cm 0 6cm 0 5cH 木質付着

66図 -4 N-9号 横穴 釘 8 7cm 0 6cm 0 5cm

66図 -5 N-9号 横穴 鏃 12 3cm 1 0cll 0 7cn

71図 -1 S-1号 横穴 直刀 35 4cll 2 3cn 0 6cm 銹が著 しヤ

83図 -7 S-2号 積穴 刀 子 9 5cm 1 lcal 0 4cH 茎に本質が残る

83図 -8 S-2号 横穴 刀 子 11 3cm 0 6cm

83図 -9 S-2号 横穴 大刀 11 5om 2 6cn 銹が著 し,

83図 -10 S-2号 横穴 鉄 斧 10 5cll 3 7cal 2 5cm 袋部に本質が残る

83図 ―H S-2号 横六 不明 17 0cH 2 9cal 1 3cm 銹が著 しサ

83図 -12 S-2号 横穴 釘 6 1cm 1 lcm 0 7cm 木質が残 る

臼 コ ク リ 鉄 製 品 観 察 表
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挿図番号
真
版
写
図 出 土 地 声 種 類 最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 備 考

83図 -13 S-2号 横穴 釘 33卿 0 7cl 0 7cm 木質が残 る

83図 -14 S-2号 横穴 釘 6 3cm 0 7cm 0 7cm 木質が多 く残る

83図 -15 S-2号 横穴 釘 5 2cm 0 8cnl 0 5cm 木質が残 る

83図 -16 S-2号 横穴 釘 5 9cll 0 5cla 0 5cln 本質が残る

83図 -17 S-2号 横穴 釘 3 9cm 0 8cI 0 55cn 本質が残 る

83図 -18 S-2号 横穴 釘 37m 0 5cnl 0 4on 木質が残 る

83図 -19 S-2号 横穴 釘 4 2cm 0 5cm 0 4un 木質が残 る

84図 -1 S-2号 横穴 単竜環頭大刀 長径6 4cm 短径4 6cm 1 lcl 銹が著 しヽ

84図 -2 S-2号 横穴 筒金呉 4 2cm 4 0cm 2 5cll

84図 -3 S-2号 横久 輪口・ 把縁金具 18 05cIE 4 9cnl 2 6cll

84図 -4 S-2号 横穴 輪筒金具 4 3cm 3 9cm 2 1cH

90図 -3 S-3号 横穴 刀子 77伽 l� 0 5cm

90図 -4 S-3号 横穴 釘 5 8cll 0 5cll 木質が残る

90図 -5 S-3号 横穴 釘 7 0cm 1 9cal 0 55cn 全体が木質で被われている

90図 -6 S-3号 横穴 釘 5 5cH 1 5cm 0 4ta 木質が多 く残る

90図 -7 S-3号 横穴 釘 3 7cm 0 7cm 0 5cn 銹が著 しヤ

90図 -8 S-3号 横穴 銘 6 2cH 1 lQn 0 8cI 木質付着

90図 -9 S-3号 横穴 ヤ ス 13 2cln 11 4cl 3 3cn 銹が著しヤ

94図 -1 S-4号 横穴 鏃 6 4cm 1 0cm 0 8cl 木質で被われている

94図 -2 S-4号 横穴 責金具 長径3 3ca,短径 1 9cl 03飾 0 2cll

94図 -3 S-4号 横穴 太刀の飾金具 13∞ 0 9cm 0 2dl

臼 コ ク リ 耳 環 観 察 表

挿図番号
写真
図版

出 土 地 点 長 径 (cm) 短 径 (飩 ) 備 考

25図 -1 N-1号 横穴 銅環

25図 -2 N-1号 横穴 26 銅環

25図 -3 N-1号 横穴 銅環

35図 -8 N-2号 横穴 31 銅環に金鍍金

35図 -9 N-2号 横穴 銅環に金鍍金

35図 -10 W-2号 横穴 30 銅環に金鍍金

35図 -11 N-2号 横穴 30 27 銅環

66図 -1 74 N-9号 横穴 銅環

66図 -2 N-9号 横穴 銅環

83図 ― l S-2号 横穴 29 銅環、腐蝕著しヽ

83図 -2 S-2号 横久 29 銅環、腐蝕著 しし



挿図番号
写真
図版 出 土 地 点 長 径 (m) 短 径 (cm) 備 考

83図 -3 S-2号 横穴 24 22 銅環に金鎖金

83図 -4 S-2号 横穴 19 銅環、腐蝕著 し,

83図 -5 S-2号 横穴 1 75 銅環、腐蝕著しヽ

83図 -6 S-2号 横穴 19 1 75 銅環、腐蝕著しヽ

90図 -1 S-3号 横穴 31 銅環、腐蝕著 しい

90図 -2 S-3号 横穴 銅環、腐蝕著 し,

挿図番号
真
版
写
図 出 土 地 点 種  類 材   質 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 備 考

36図 -1 N-2号 横穴 勾  玉 メノウ 12

36図 -2 N-2号 横穴 勾  玉 水 晶 0 75

36図 -3 凝-2号横穴 勾  玉 滑  石 13

36図 -4 N-2号 横穴 管  玉 05

36図 -5 N-2号 横床 管  玉

36図 -6 N-2号 横穴 切子玉 水 晶 2 18 15

36図 -7 N-2号 横穴 切子玉 水 晶 1 12

36図 -8 N-2号 横穴 小  玉 ガラス 02

36図 -9 N-2号 横穴 小  玉 03

36図 -10 N-2号 横穴 /1ヽ  玉 0 22

36図 -11 N-2号 横六 /1ヽ  玉 ガラス 0 27 0 37

36図 -12 N-2号 横穴 小  玉 ガラス 0 73

36図 -13 N-2号 横穴 /1ヽ  玉 ガラス 0 75 0 85

36図 -14 N-2号 横穴 小  玉 ガラス 0 72 0 81

36図 -15 N-2号 横穴 小 玉 ガラス

36図 -16 N-2号 横女 小 玉 ガラス 0 71

36図 -17 N-2号 横穴 小  玉 ガラス

36図 -18 凩-2号 横穴 小  玉 ガラス 0 72

36図 -19 N-2号 横穴 小  玉 ガラス 0 65 0 82

36図 -20 N-2号 横穴 小  玉

36図 -21 N-2号 横穴 刀ヽ  玉 ガラス 06

36図 -22 N-2号 横穴 小  玉 ガラス

36図 -23 N-2号 横穴 卜 玉 ガラス

50図 -10 N-5号 横穴 砥  石 132

84図 -5 S-2号 横床 小 玉 安山岩 0 72

84図 -6 S-2号 横穴 小  エ 安山岩 0 57

臼 コ ク リ玉 ・ 石 製 品 観 察 表
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挿図番号
写真
図版

出 土 地 点 種  類 材  質 長さ (clll) 幅 (c ll) 厚さ (all) 備 考

84図 -7 86 S-2号 横穴 ガヽ 玉 安山岩 0 66

84図 -8 S-2号 横穴 小  玉 安山岩 0 62

84図 -9 S-2号 横穴 ガヽ 玉 安山岩 0 67

84図 -10 S-2号 横穴 小  玉 安山岩 066

84図 -11 S-2号 横穴 イヽ 玉 安山岩 0 59 0 65

84図 -12 S-2号 横穴 小  玉 安山岩

84図 -13 S-2号 横穴 小  玉 安山岩 0 51 0 65

84図 -14 S-2号 横穴 小  玉 安出堵

96図 -8 S-5号 横穴 勾  玉 碧  玉 10

127図 -7 SI-05 磨  石 10 7

127図 -8 SI-05 磨  石

127図 -9 SI-05 磨  石 55

131図 -7 SB-01 台 石
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跡ｕ退原大V

1調 査 の 概 要

大原遺跡は、伯太川東岸の安来平野を臨む北東から南西に延びる低丘陵地に位置する。丘陵南西

端の尾根上から南東側斜面が今回の調査対象地である(第 1図 )。 調査の結果、尾根上から古墳時代

中期の玉作工房跡 2棟を検出した。斜面からは、弥生時代中期～奈良時代にかけての竪穴住居跡 3

棟、掘立柱建物跡多数と、古墳時代後期の横穴墓 2基を検出した。このうち掘立柱建物跡について

は、斜面に存在しているため、ほとんどが流出していた。また、斜面下方から水田部にかけて、厚

さ約 4mの遺物包含層が堆積しており、弥生時代中期～奈良時代の上器と碧玉 。馬増片が多量に出

土している (第 2図 )。

SI-01【玉作工房跡】(第 3図 )

調査区北東側の尾根上平坦面に位置する玉作工房跡で、竪穴住居と同一の形態をしている。風化

花商岩の岩盤に掘り込まれているため、床面の遺存状態はあまり良くなかったが、ほぼ水平であり、

床面標高は約19mを測る。また、住居跡の南北軸から西壁の間に試掘トレンチが穿たれているため、

X=-64400

、 中
く｀
′k＼

0         50m
tO

I遷

第 1図 大原遺跡調査区位置図
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この部分の遺物の出土状況については把握できなかった。

平面形は、北西壁と南東壁が若千張り出すが、長方形を呈すると思われ、規模は上縁で長軸6.6m、

短軸5.6mを測る。壁高は約40cmを測り、かなり傾斜をつけて掘り込まれていた。床面壁沿いに幅 8

～20cm、 深さ 4 cm、 断面U字形の濤が廻っていたが、北西壁内側でさらにもう1本検出した。この

濤は幅10～24cm、 深さ 3 cmを測り、床面北隅から弧状に延びて、西隅付近でPlに よって切られて

いた。この状況から判断すると、規模を拡張して建て替えが行われたものと思われる。建て替え前

の建物の規模は不明であるが、平面形は内側に見られる濤より推定すれば、円形を呈していたと考

えられる。また、床面には多数の柱穴が安たれていたが、これに伴う柱穴は判断できなかった。

建て替え後の建物跡に伴う柱穴は、Pl～ P4の 4個が対応するものと思われる。これら主柱穴

の規模は、上縁径44～ 50cm、 深さ40～50cmを測り、各柱穴間の距離は南北方向が2.7m、 東西方向が

3.Omを測る。

北東壁側の床面中央で、壁濤からさらに南西に延びる2本の濤と、それに挟まれたピットを検出

した。濤は幅18～44cm、 深さ6～ 10cmを測り、約1.4m延びて途切れている。ピットは楕円形を呈し

ており、長軸66cm、 短軸56cm、 深さ14cmを測る。やや浅めのピットであるが、濤に挟まれている事

から判断すれば、工作用ピット等の特殊な用途のピットであつた可能性も考えられる。

出土遺物は、土師器甕、高不、碧玉製管玉未製品、同勾玉未製品、馬嗜製勾玉未製品、滑石製勾

玉未製品、同臼玉未製品、碧玉・馬騎の象」片多数、砥石、鉄滓等がある (第 4図 )。 検出状況をみる

と、各層から出上しているがくおもに床面付近で多く、床面全体に分布している。また、この中で

注意されるのが、鉄滓が出土していることである。鉄滓の出土状況を観察すると、住居跡西隅に多

く認められ、各層から出土している。残念なのは鉄滓の集中している部分が試掘 トレンチによって

空白地帯となり、出土状況が把握できなかったことである。ただ、床面上・ ピット内から数点出土

していること、土層堆積状況に攪乱等が認められないことから、他の遺物と同時期頃と思われる。

上師器 (第 5図) 甕形土器は4点 (1～ 4)あ る。 1は複合口縁を有するもので、口縁部は直

立気味にのび、複合口縁部の稜は若干鈍くなり、全体的に厚いつくりをしている。 2～ 4は単純口

縁のもので、口縁部は外傾してのびる。高邦は 4点 (5～ 8)あ り、 6・ 7は邦部外面に段をもつ

もので、口縁部は外反してのびて端部に至る。 5は内湾する体部を有する邦部のものである。 8は

脚部で脚裾部はハの字に開く。

五未製品 (第 6・ 7図) 玉材として管玉・勾玉の原石・未製品、自玉未製品が出上している。

管玉未製品類は 4点 (第 6図 1～ 4)出上しており、いずれも碧玉製である。 1・ 2は方柱状に

分割したもので、側面調整を施していない段階のものである。 3は方柱状に分割したものに研磨を

施す段階であり、 1側面および両端部に施されている。 4は方柱状のものに研磨を施して多角柱を
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第 3図  SI-01実 測図
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1 暗黄茶色砂質土
2.暗黄色砂質土
3 黒色砂質土
4 晴黄褐色砂質土
5 暗掘色砂質土
6 灰黄色砂質土

第 4図  SI-01遺 物出土状況図
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第 5図  SI-01出土遺物実測図

作りだして、穿孔を行う段階のものであるが、仕上研磨の途中で失敗したものと思われ、側面に4ヶ

所象1離面が認められる。また、穿孔は両面から行われている。

勾玉未製品類は 7点 (第 7図 1～ 7)出上しており、 2・ 3・ 6は碧玉製、 1。 4は垢増製、 5。

7は滑石製である。 1は形割で作り出された石核である。 2・ 3・ 4は勾玉用石核片をC字状に調

整したもので、研磨は認められない。 5・ 6は全面に研磨を施すが、穿孔が認められないものであ

る。 7はほぼ完成した形態をもつが、研磨の稜が若干認められる。穿孔は両面から行われている。

臼玉未製品は 6点 (第 7図 8～13)出土しており、いずれも滑石製である。表裏に荒い研磨痕が
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第6図  SI-01出土管玉製品実測図
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第 7図  SI-01出 土勾玉、臼玉未製品実測図
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残る。

砥石 (第 8図) 1は 安山岩製のもので、 4面 とも研磨による凹面をもち、細かい磨滅痕が認め

られる。 2は細粒砂岩製のもので、 4面のうち 1面のみ凹面になり、キメの細かい磨滅痕がみられ

る。 3は珪化木の内磨き砥石で、U字形を呈する側面に細かい磨耗痕が認められる。

SI-02【玉作工房跡】 (第 9図 )

SI-01の南西約20m、 丘陵先端頂上部の調査区最高所に位置し、調査前はここに径約10m、 高

さ60cmの 円墳状の高まりが存在していた。調査の結果、主体部や周濤等の古墳に関する施設や遺物

は認められなかったが、人為的に盛られたものと考えられる。後述するが、この盛上の下方南東斜

面で横穴墓を検出していることから、横穴墓の後背墳丘の可能性が高い。本工房跡は、この墳丘直

下の地山面から掘り込まれていた。

SI-01同様に風化花蘭岩の地山に掘り込まれているため、床面等の遺存状態はあまり良くなく、

貼り床等の有無については確認できなかった。また、床面中央から南東にかけて試掘 トレンチが穿

たれているため、この部分の遺物出土状況についても把握できなかった。

平面形は方形を呈すると思われるが、南西・南東壁が流出して残存していなかった。規模は 1辺

第 3図  SI-01出 土砥石実測図
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暗褐色砂質土

黄褐色砂質土

黄褐色粕質土

0          1m

第10図  SI-02工作用ピット実測図

約 8mを測る大型のものである。壁高は最大で40cmを測り、やや傾斜をもって掘り込まれていた。

壁沿いに幅約10cm、 深さ4 cmの断面U字形の濤が廻っているが、北東壁側の中央では、SI-01と

同様に長さ約1.2m、 幅約20cm、 深さ 6 cmを測る2本の濤が南西に向かつて延びていた。また、この

周濤内に 3個の小ピットが掘り込まれていた。床面上から多数のピットを検出しているが、主柱穴

はPl～ P4の 4個が対応すると思われる。平面形は円形および不整な楕円形を呈しており、長軸

44～ 80cm、 短軸44～76cm、 深さ58～62cmを測り、柱穴の間隔は3.0～ 3.5mを測る。

北東壁側で 2本の濤に挟まれたピットを検出した(第 10図 )。 このピットは、長軸1.lm、 端軸0.85

m、 深さ44cmを測り、平面形は長方形を呈する。底部に厚さ 8 cm程度の黄褐色粘上が貼られており、

これは目張り用のものと考えられることから、工作用ピットに該当すると思われる。

出土遺物は、土師器甕、鼓形器台、小形丸底壼、高杯、須恵器蓋、F醇、碧玉製管玉未製品、同勾

玉未製品、巧璃製勾玉未製品、碧玉・弱嗜の象J片多数、砥石がある。検出状況をみると、各層から

まんべんなく出土しているが、特に工作用ピット周辺において集中的に検出された (第■図)。

土師器 (第 12図) 甕形土器は 2点 (1・ 5)あ り、 1は若干退化しつつある複合口縁を有する

甕口縁である。5は単純口縁の甕で、床面直上から出土した。口縁部は外傾してのび、端部は丸い。

球形の体部をもち、外面にハケロ、内面にヘラ削りを施す。 2は鼓形器台の受け部で、国縁部は外

傾してのび、端部付近でさらに開いて端部に至る。 3は小形丸底壺である。外傾して延びる口縁部

と胴部がよく張る体部をもつ。 4は高都の脚部で、裾部がハの字状に開く。

須恵器 (第 12図) 蓋は 3点 (6～ 8)あ り、 6・ 7は口縁端部内面に段をもち、 8は内傾する
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平坦面をもつ。肩部外面に稜をもつが、6はやや退化したものである。9は甦の口縁部である。ラッ

パ状に開く口縁部で端部内面に段をもつ。頸部外面に波状文を施している。

玉未製品 (第 13・ 14図) 玉材として管玉・勾玉の未製品が出上している。

管玉未製品類は12点 (第 13図 )出上している。 8は滑石製で、他は碧玉製である。 1は原石を荒

割して作り出された板状の石核である。 2・ 3は方柱状に分割したもので、側面調整を施していな

い段階のものである。 4・ 5は方柱状のものに研磨を施す段階であるが、 1側面のみに研磨が認め

られる。 6。 7は さらに研磨を施して多角柱状を呈するものである。 8は全面に研磨が施されて打

撃痕を残さず、研磨工程の終了段階にあるものと思われる。 9～ 12は全面に研磨を施して多角柱を

作りだし、穿孔を施す段階である。両面から穿孔が施されているが、貫通していない。■は穿孔途

中で失敗したものと思われ、端部が破損している。12は製作途中で破損したものとみられるが、穿

孔が 2孔認められる。

勾玉未製品類は10点 (第 14図 )出上しており、馬璃および碧玉を使用している。 2・ 4・ 5・ 6。

8。 9は馬瑞製、 1・ 3・ 7・ 10は碧玉製である。 1・ 2は形割によって作り出された石核である。

3は勾玉用石核の素材をC字状に調整したものである。 4～ 6は C字状および半月状に調整した石

核片に研磨を施しているが、 5は表裏、 4・ 6は表裏と側面に研磨を施している。 7は全面に研磨

を施して、片面から穿孔されつつあるが、 2 11ull程度で放棄されている。 8・ 9は整形研磨の終了段

階にあるが、いずれも破損している。10は ほぼ完成品に近く、片面から穿孔されているが、仕上研

磨の段階で破損したものと思われ、研磨の稜が若千認められる。

砥石 (第 15図) いずれも内磨き砥石である。 1・ 2は結晶片岩製のものであるが、破損のため

使用痕は認められない。 3は珪化木のもので、破損しているが断面U字状の側面に磨耗痕が認めら

れる。

SI-03(第 16図 )

SI-02の南側下方の緩斜面に位置する。 SB-03と 切り合つており、両者はSI-03(新 )、 S

B-03(古)の新旧関係になる。斜面につくられているため、南側は削平されていた。住居内から

大小合わせて■個のピットと2本の濤を検出しているが、内側の濤が柱穴と壁沿いに廻る濤によっ

て切られていることから、建て替えが行われたことを示している。建て替え前をSI-03a、 建て

替え後をSI-03bと 呼称する。

(SI-03a)

平面形は円形を呈しており、残存長で長軸5.2m、 短軸3.3mを測る。濤は幅10～ 16cm、 深さ 5 cm

を測り、半円状に延びている。床面は平坦で、貼り床等の形跡は認められなかった。主柱穴はPl

～P3の 3個が対応するものと思われ、柱穴の規模は、上縁径34～ 40cm、 深さ30～48cmを測り、柱
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10cm

第12図  SI-02出 土遺物実測図

穴の間隔は2.3～ 2.4mを測る。

(SI-03b)

平面形は03aの平面プランを踏襲してそのまま拡張したもので円形を呈しており、床面も段差が

つかず同一レベルであった。住居跡の規模は南側が削平されているが、長軸6.Om、 短軸4.Omを 測

る。壁高は北壁側で最大値64cmを測り、やや傾斜をもって掘り込まれている。壁沿いに幅10～16cm、

深さ 5 cmの濤が廻っており、これが03aの濤と切り合っていた。柱穴はP4～ P6の 3個が対応す

るものと思われる。柱穴の規模は、上縁径24～26cm、 深さ34～52cmを測り、03aょ りも少し小さい

ものであった。柱穴間の距離は2.6～ 2.8mを測る。

住居跡床面中央で不整形な中央ピットを検出した。若干攪乱を受けていたが、元は楕円形を呈し

ていたと思われ、長軸1.4m、 短軸1.lm、 深さ50cmを測る。東側と西側に幅30～40cmの平坦面を伴

い、 2段状になっていた。柱穴の配置状況からみて、元は03aに付属していたと思われるが、03b

に建て替えられてからも共有していたと考えられる。

遺物は床面西側から弥生土器の壺が立てた状態で出上している。

出土遺物 (第 17図) 1は弥生時代後期前半の壷である。口縁端部を内傾させ上下にやや拡張す

 ́//′

'
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第13図  SI-02出 土管玉未製品実測図

る、くりあげ口縁を有し、端部外面に 2条の凹線文を施している。円筒状の頸部から強く外反して

口縁部に至る。 2は 1の底部と思われる。

SI-04(第 18図 )

調査区南東斜面下方の平坦面から検出した竪穴住居跡である。平面形は方形を呈するが、南側は

遺物包含層によって削平されており、床面も南に向かって緩やかに下っていた。残存長で東西軸4.2
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第15図  SI-02出 土砥石実測図

m、 南北軸4.4mを測り、床面標高は6.9mと低い位置にある。壁高は北壁で最大値80cmを測り、傾

斜をつけて掘り込まれていた。北壁から東壁にかけては壁沿いに幅 8～ 14cm、 深さ 3 cmの浅い濤が

廻るが、西壁側には認められなかった。また、北壁側周濤の中央付近から南へ向かう濤も検出した。

この濤は周濤より若干深く掘られており、深さ O cmを測る。床面から大小10個のピットを検出して

いるが、主柱穴は判断できなかった。ピットの規模は、上縁径18～ 44cm、 深さ22～36cmを測る。

遺物は埋土中から弥生土器、土師器が出土している。

出土遺物 (第 19図 ) 1は 弥生中期の壷である。大きく外反する口縁をもち、端部は肥厚する。

端部外面に 3条の凹線文を施している。 2・ 4は弥生後期の甕で、複合口縁を有する。口縁部は外

反するもので、 2は外面に平行沈線を施している。 3・ 5～ 7・ 9は土師器甕である。 3・ 5は退

化した複合口縁を有するもので、他は単純口縁のものである。 7・ 9は口縁端部が内側に若干肥厚

する。 8は直立してのびる口縁部をもつ土師器壺である。10は土師器小形丸底壼で、外傾してのび

る口縁部に、肩部がよく張る体部をもつ。11～ 13は土師器高邦で、郷部は湾曲するものである。12

の脚柱部には円形の透かし孔が施されている。

SI-05(第 20図 )

SI-04の北東に位置し、 SB-05・ 06・ 08・ 09と 重複していた。南側半分は流出していたが、

平面形は楕円形を呈するものと思われる。残存長で東西軸11.3m、 南北軸4.Omを測るかなり大型の
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第17図  SI-03出 土遺物実測図

住居跡である。床面は南に向かつて緩やかに下つており、標高は約10mを測る。壁高は最大で44cm

を測り、傾斜をもって掘り込まれていた。東壁から北壁中央にかけて幅28～ 80cm、 深さ3～ 8 cmの

濤が廻つていた。ピットは 7個検出しており、主柱穴は明確には判断できないが、壁側のピットが

東西方向に並ぶことから、これらが柱穴の可能性がある。柱穴の規模は、上縁径24～ 32cm、 深さ24

～42cmを測る。

遺物はおもに周濤内から出上しており、弥生時代中期中葉の壺・甕等がある。

出土遺物 (第21図) 壺は4点 (1・ 6～ 8)ある。 1は大きく外反する口縁部で、端部は肥厚

する。端部外面に 2条、口縁内面に 5条の凹線文を施している。 6は円筒状の頸部から外反する口

縁部を有し、口縁端部は肥厚して内傾する平坦面をもつ。端部外面に 2条の凹線文を施し、頸部下

方に 2条の突帯が廻る。体部は肩部がよく張って底部に至る。 7・ 8は頸部片で、 7は頸部から上

方が逆「ハ」の字状に長くのび、外面に突帯を貼り付け、下半に平行沈線を施している。 8は細長

い頸部で、外面に平行沈線を施すものである。甕は 4点 (2～ 5)あ る。いずれも口頸部が「く」

の字状に屈曲し、日縁端部が肥厚する。 3～ 5は端部平坦面に 2条の凹線文を施し、 2は 日頸部の

屈曲部外面に指頭圧痕文帯をもつ。 9は高杯の脚部である。ハの字状に開く脚部で、端部は肥厚し

て内傾する平坦面をもつ。 3 cm程度の間隔で二等辺三角形状の透孔を施す。

SB-05(第 20図 )

調査区南東側の緩斜面に位置し、SB-06に よって切られていた。残存していたのは、平坦面と

ピットだけであり、床面標高は約1lmを測る。床面は残存長で長軸4.3m、 短軸1.4mを測る。ピッ

トは上縁径30～ 50cm、 深さ20～ 35cmの ものを 4個検出したが、建物跡は復元できなかった。

遺物は埋土中から弥生土器と土師器が出土している。

出土遺物 (第22図) 1～ 6は弥生後期の甕である。口縁部は複合口縁を有し、直立気味および

やや外傾してのびる。外面に平行沈線を施すが、 4は波状文も施している。また、 1は頸部から肩
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第18図  SI-04実測図

部にかけて櫛描刺突文、 4・ 5は平行沈線を施している。 7・ 8は土師器甕で、 7は単純口縁、 8

は退化した複合口縁を有するものである。 9は土師器小形丸底壷で、日縁部は短く外傾してのび、

体部は胴部に最大径をもつものである。10・ ■は壷で、■は外傾してのびる回縁部である。11は直

立してのびる口縁部をもつ。12～ 16は土師器高杯である。12はやや浅めの郷部で、日縁部付近で屈

曲する。14は平らに近い杯底部をもち、そこから段をつけて口縁部に至るものである。13・ 15は内

湾して口縁部に至る不部をもつ。16はハの字状に開く脚部である。

2m
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第19図  SI―‐04出■遺物実剤1図
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SB-06(第 20図 )

SB-05の南東隣りに位置し、SB-08に よって切られていた。床面は残存長で長軸5,2m、 短軸

2.Omを測り、壁高は約20cmで あった。壁沿いに2本の濤が認められるが、その状況から判断すると

建て替えが行われたものと思われる。床面からピットを少数検出したが、径14cm、 深さ20cmと いず

れも小さいもので、柱穴とするにはやや困難なものであった。

遺物は床面と埋土中から弥生土器と土師器が出土している。

出土遺物 (第23図) 1は 弥生後期の甕である。口縁部は端部を上下に拡張して、やや内傾した

くりあげ状を呈するもので、外面に5条の擬凹線文を施す。 5は弥生後期の壷である。大きく外傾

する口縁部をもち、端部は上下に肥厚する。端部外面に4条の凹線文を施している。 4は鼓形器台

の受台部で、外面に平行沈線を施す。 2・ 3は土師器甕である。 2は複合口縁を有するもので、稜

は飢く横に突出する。肩部に 2条の沈線とその間に貝殻腹縁刺突文を施したものを3条めぐらせて

いる。 3は短く外反する単純口縁をもつ。

SB-08(第 20図 )

SB-06の下方に位置する。ほとんど流出しており、ピット10数穴を検出しただけである。ピッ

トは大小様々で径10～ 34cm、 深さ14～20cmを測るが、建物跡は復元できなかった。

遺物は土師器高不が 1個出土している。

出土遺物 (第24図 9)土 師器高杯で、杯部は内湾する体部から外反する日縁部をもつ。脚部は

裾部が大きく開くものである。

SB-09(第 20図 )

SB-08の 下方、SI-05の上方に位置し、かなり削平されていたが、平坦面とピットを検出し

た。平坦面の規模は残存長で長軸約7.Om、 短軸0.6～ 3.Omを測る。北側に壁が残っており、残存長

3.9m、 高さ約30cmを測る。床面で径14～ 32cm、 深さ15～22cmの ピットを数穴検出したが、建物跡は

復元できなかった。

遺物は床面上とその付近から弥生土器が出上している。

出土遺物 (第24図 ) 1・ 2は弥生中期の甕である。口頸部は「く」の字状を呈して屈曲するも

ので、回縁端部は肥厚する。端部平坦面に2～ 3条の凹線文を施し、口頸部外面に指頭圧痕文帯を

貼り付ける。 3・ 4は弥生後期の甕で、複合口縁を有する。口縁部はやや外反気味にのびるもので、

外面に多条の平行沈線を施す。 5は弥生後期の壺で、複合口縁を有する。口縁部は直立して内湾気

味にのび、外面に擬凹線文を施している。 6は小型丸底壼で、口縁部は複合口縁を呈している。 7

は器台形土器か高郭の脚部である。複合口縁状を呈し、外面に平行沈線を施す。 8は鼓形器台の脚

台部で、外面に平行沈線の痕跡が認められる。
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第21図  SI-05出 土遺物実測図

SB-01(第25図 )

調査区北東に位置し、尾根上平坦面から斜面に移る地点で検出した。斜面を削って平坦面を作り

出しているが、大半は流出していた。床面標高は約17mを測り、若千傾斜がついていた。残存規模

は長軸5。 8m、 短軸2.4mを測り、壁高は最大で60cmを測る。壁沿いに幅14～22cm、 深さ 3～ 6 cmの

濤が「ヨ」の字状に廻つているが、途中で分岐していることから建て替えが行われたものと思われ
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第22図  SB-05出 土遺物実測図

る。床面から柱穴を5個検出したが、壁際の 3個が対応するものと考えられ、床面や濤の形態から

判断すれば、東西軸は 2間 までの建物跡と考えられる。柱穴はほぼ円形を呈するもので、上縁径25

～36cm、 深さ34～40cmを測り、柱穴の間隔は1.8mと 一定である。
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第23図  SB-06出 土遺物実測図
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第24図  SB-08、 09、 出土遺物実測図

遺物は床面上から土製支脚片と観の把手が出上している。

出上遺物 (第27図 1・ 2) 1は 土製支脚の底部片で、表面に指頭圧痕が認められる。 2は甑の

把手である。

SB-02(第 26図 )

SI-02の下方、南東斜面に位置し、斜面を削って平坦面を作り出しているが、南東側は流出し

ていた。残存長で長軸9.8m、 短軸4.4mを測る|ヒ較的大型のカロエ段で、壁高は約1.Omであるが、か

0

SB-01実河図
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第26図  SB-02実 測図
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